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短期間来日 (61年 度  19件 )

ド
号

一コ
審 申 込  者 来  日  者 的目 実施年月

8 6

2 0 0 3

東京大学

菅   滋  正

韓国 ・ソウル大学

Se」llng Oh

逆光電子分光による高濃度近藤系電

子状態の研究
62/ 1

8 6

2 0 1 7

大阪大学

菅     宏

イギ リス・R u t ■e l f O r d

AppletOn LaboratOry

Alan J.Leadbetter
相転移現象の静的 ・動的研究 61/10

8 6

2 0 1 9

基礎生物学研究所

中 島  秀  明

アメリカ・ハーバード大学

John Woodland

Hastings

サーカデアンリズムと発光過程につ

いての分子機構の研究
61/4

8 6

2 0 2 2

東北大学

原 田 一 誠

イタ リア ・ミラノエ

科大学

Giuseppe Zerbi
高分子金属の構造―物性相関 61/5

8 6

2 0 2 9

九州大学

松 田 博 嗣

と斉▼安集圭
オツクスフオ

William Donald
HamittOn

社会生物学の研究 61/7

8 6

2 0 3 4

東京大学

大 沢  利  昭

イギ リス ・国立医学

研究所

Rむ Dald COlin Hughes
細胞膜複合糖質の細胞生物学的機能 61/11

8 6

2 0 3 6

東京大学

猪 本 慶 治

ァメ リカ ・エール大

学

Feza Giirsey
素粒子の統一理論と場の量子論 62/ 3

8 6

2 0 4 1

名古屋大学

長 瀬 文 昭

ァメ リカ ・ワシン ト
ン大学

」ohn Emerson Deetel

天馬衛星によ り観測されたX線 パル

サーの時系列解析
61/4

8 6

2 0 4 3

東京大学

伊豆山 健  夫

ソ連 ・LD.Landau理

論物理学研究所

Igor Dzyaloshinsky

1次元導体中のソリトンの動力学、
磁性体中の トポロジカルな配列、超
強磁場中の電子

61/5

8 6

2 0 5 2

宮崎医科大学

塩 井 祐 三

ハンガリー・E5tvもs
LOttnd大 学
Bもla Bbddi

プロトクロロフィリドの型と光転換

反応機構の研究
6 1 / 1 0

8 6

2 0 5 3

名古屋大学

齋 藤 修 二

ァメ リカ ・コロラ ド

大学

水 島 正 喬

地球の下層、上層における分子の赤

外繰特性

昭和 60～ 61年 度来日 ・派遣及び集会援助一覧表 hWⅢ岬帥Mぃ山叩whttWWⅢ

(60.10以降決定分)
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ド
号

一コ
審 申 込  者 来  日  者 的目 実施年月

8 6

2 0 5 5

東京大学

生 嶋    明

ァメリカ ・デューク

大学
HOrst Meyer

量子流体および量子固体の動的性質 61/ 6

8 6

2 0 5 8

実践女子大学

久 武 和 夫

カナダ・Guelph大学

RObert L.Graham

空芯 β線スペクトロメーターを用い

た トリチウムベータースペクトルに

よるニュー トリノ質量の研究

61/6

8 6

2 0 5 9

基礎生物学研究所

村 田  紀  夫

オラフ舟ライデン大学
Hanri JOhan van

GorkOm
光合成の酸素発生機構の研究 61/4

8 6

2 0 6 0

分子科学研究所

度 田  榮  治

カナダ国立

義尭埜

ダ

所

天

ナ
究

力
研

分子イオンの赤外レーザー ・マイク

ロ波分光
61/4

8 6

2 0 6 2

大阪大学

小 谷 恒 之

中国 。中国科学アカ
ア 一ヽ

何   杵  麻

ニュートリノの質量と素粒子の統一

模型の研究
61/6

8 6

2 0 6 4

東京理科大学

小 谷 正 雄

ァメ リカ ・ワシン ト
ン州立大学
GLtt Amur Orosby

遷移金属等の原子を含む錯体の電子

励起状態に関連する問題の研究
61/4

8 6

2 0 7 0

東京大学

星 埜 禎 男

ァメ リカ ・ブル ック
ヘブン研究所

白 根   元

中性子散乱による物性研究 61/10

8 6

2 0 7 2

九州大学

赤 池 紀 生
≧畢綜 メ発訂

モレッッ生

Oleg Alexandrovich
Kishtal

単一脳細胞グルタミン酸受容器電流

の「外液瞬間交換法」による解析
61/10

短期間派遣

ド
号

一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 5

4 2 9 5

東京大学

脇 回   宏
米国地球物理学連合秋季大会 他 ァ メ   リ  カ 60/12

8 5

4 2 9 8

大阪大学

邑 瀬 和 生
ガラスの欠陥に関するシンポジウム 他 ァ メ   リ   カ 60/12

8 5

4 2 9 9

大阪大学

菅     宏

Dynamic Aspects of SmcMal changes

in Liquid and Glasses 他
ァメ リカ 他 60/12

yamada
空白



コード
番 号

被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 5

4 3 0 3

東京都立大学

土 井 正 男

高分子液体の粘弾性一特に高分子溶液及

びメル トの加工についての国際会議 他
フ フ ン ス 61/1

8 5

4 3 0 5

東京大学

上 田  和  夫

強 く相互作用するフェル ミ粒子系のワー

クショップ
ァ メ  リ  カ 61/2

8 5

4 3 0 6

大阪大学

吉 川  圭  二
理論物理学冬期学校 1986 他 イ ン ド 61/1

8 5

4 3 0 7

慶応義塾大学

竜 田 邦 明

第 11回天然物 ・医薬品化学モナシンポジ

ウム 他
ジ ャマ イ カ 他 61/1

8 5

4 3 1 1

東京大学

矢 崎 紘 一 第 2回 アジア ・西太平洋物理学会議 イ ン ド 61/1

8 5

4 3 1 2

大阪大学

森 田 正 人

ュー粒子物理素粒子原子核のワークシ

ツプ
ァ メ   リ   カ 61/1

8 5

4 3 2 1

東京大学

竹 内    伸

第 5回 半導体中の転位の構造 と性質国際

シンポジウム 他
ソ 連 61/3

8 5

4 3 2 7

筑波大学

亀 渕    迪

「科学における対称阻 第 2回 シンポジウ

ム 他
ァ メ   リ   カ 61/3

8 5

4 3 2 8

京都大学

本 田 重 雄

I=U.T.A.MI.SyIILpOsium on Fluid Me―

chanics in the Spirit of GaI=Taylor
イ ギ  リ  ス 61/3

8 5

4 3 2 9

大阪大学

大 嶋  隆 一郎
合金の変位型変態に関係する変態前挙動 ァ メ   リ   カ 61/3

8 6

4 0 0 3

広島大学

佐々木   節
宇宙の密度ゆらぎの起源と進化 ァ メ   リ   カ 61/4

8 6

4 0 0 6

京都大学

林   民  生
ビュルゲンス トック立体化学会議 他 ス イ ス  他 61/ 4

8 6

4 0 0 7

室蘭工業大学

太 田 勝 久
ァメリカ化学会年会 他 ァ メ   リ   カ 61/4
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ド

号
一コ

審 被 派 遣 者 目 的 渡 航 舛 実施年月

8 6

4 0 1 0

東京大学
一 九 節 夫

統計力学物性基礎論に関する中日二国間

研究集会
中 国 61/4

8 6

4 0 1 4

東北大学

浅 見 勝 彦
第 191回 アメリカ化学会全国大会 他 ァ メ   リ   カ 61/4

8 6

4 0 1 5

筑波大学

宇 川    彰

第 5回 超相対論的原子核衝突国際会議

他
ァ メ   リ   カ 61/4

8 6

4 0 1 6

東京大学

尾 崎 洋 二

明るい早期型星の不安定性についての国

際研究集会
オ ラ  ン  ダ 61/4

8 6

4 0 1 8

九州大学

塩 川  光 一郎
国際ツメガェル会議 他 イ ギ  リ  ス 61/4

8 6

4 0 2 1

京都大学

岩 崎 恭 輔
火星の極冠の研究 イ ン ドネ シ ア 61/5

8 6

4 0 2 2

京都大学

小 澤 孝 夫
回路とシステム国際シンポジウム 他 ァ メ   リ   カ 61/5

8 6

4 0 3 0

北海道大学

桐 谷 道 雄
第 2回 核融合炉材料国際会議 他 ァ メ   リ   カ 4

8 6

4 0 3 2

宇宙科学研究所

井 上    一
国際天文連合シンポジウム 他 中 国 61/5

8 6

4 0 3 6

九州大学

脇   博  彦
第 5回 イオン交換シンポジウム 他 ハンガリー 他 61/5

8 6

4 0 3 7

東京都立大学

土 岐   博

Intemational SympOsium on Weak and

ElectrOmagnetic hteractions h Nuclei
西  ド  イ   ッ

8 6

4 0 3 8

東京大学

富 阪 幸 治

「紫外繰衛星天文学 :太陽近傍の星間気体

の物理過程」シンポジウム
フ ラ ン ス 61/6

8 6

4 0 4 1

二重大学

森   和  紀
ユネスコ国際水文学研究会第 16回 大会 ソ 連

yamada
空白



ド

号
一コ

審 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 6

4 0 4 5

東京大学

山 崎 敏 光

4h lntematiOnal Conference on Muon

Spin,Rotation,Relaxanon,Resonance
ス ウ ェ ー デ ン 61/6

8 6

4 0 4 6

横浜国立大学

國 枝 博 信
界面活性剤系の臨界現象の研究 西 ド イ ツ 61/6

8 6

4 0 4 7

名古屋大学

磯 部    稔

第 15回 IUPAC天 然物化学国際 シンポ

ジウム
オ ラ  ン  ダ 61/6

8 6

4 0 4 9

東京大学

江里口 良  治

「回転星の内部構造 と流れ」についての研

究 他
西 ドイ ツ  他 61/6

8 6

4 0 5 0

東京大学

梶 本 興 亜
第 17回 インフォーマル光化学会議 他 ァ メ リカ 他 61/6

8 6

4 0 5 2

大阪大学

品 川  日 出夫

微生物における燐酸代謝に関する国際シ

ンポジウム
フ ラ ン ス

8 6

4 0 5 4

京都大学

鈴 木 敏 男

Workshop on Current Topics in Rel‐

ativislic Nuclear Physics 他
ァ メ   リ   カ 61/6

8 6

4 0 5 5

東京大学

矢 島 達 夫
第 5回 超高速現象国際会議 ァ メ   リ   カ 61/6

8 6

4 0 5 8

北海道大学

中 山  恒  義

The 5th lnternational Conference on

Phonon Scattett in Condensed A4atter
ァ メ  リ  カ 61/6

8 6

4 0 5 9

東京大学

辻     隆

国際天文連合シンポジウム122「星周空間

物質」
西  ド  イ   ツ 61/6

8 6

4 0 6 0

埼玉県立がんセンター

瀬 野  碍  二

ゴードン研究会議

「突然変異の機構についての部会」
ァ メ   リ   カ 61/6

8 6

4 0 6 1

東京大学

佐 藤 勝 彦

26回 リエージュ国際天体物理コロキウム

「宇宙の起源と初期史」 他
ベ ル ギ ー 他 6

8 6

4 0 6 3

生理学研究所

亀 山  正  樹

ゴー ドン研究会議

「心筋収縮の調節因子」
ァ メ   リ   カ
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ド

号
一コ

審 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 6

4 0 6 7

高エネルギー物理学
研究所

中 井 浩 二

原子核の相転移と重イオン反応に関する

国際夏の学校
中 国 61/6

8 6

4 0 7 0

大阪大学

大 坪 久 夫

原子核における弱電磁相互作用に関する

国際シンポジウム
西  ド  イ   ツ 61/6

長期間派遣 (61年 度  ]件 )

ド

号
一コ

器 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 期  間

8 6

5 0 3 1

奈良教育大学

柳 沢 保 徳
高圧下での新しい化合物の合成 フ フ ン ス

6 1 / 7 ～
6 2 / 6

1 ケ年

学術交流集会 (61年 度 6件 )

ド
号

一コ
番 主 催 責 任 者 集 会 ム 期 開催地

8 6

6 0 0 3

京都大学

竹 原  善 一郎
第 3回 リチウム電池国際集会

61 5 27

～ 5.30
京 都 市

8 6

6 0 0 7

東京大学

村 岡 光 男

ハイパー原子核 に関す る1986年国際シン

ポジウム

61.8.20

～ 8、23
東 京 都

8 6

6 0 0 9

東京大学

永 嶺 謙 忠
ミュォン触媒核融合国際会議

6 1 , 9  1

～ 9  2
東 京 都

8 6

6 0 1 0

東京大学

毛 利  秀  雄
第 5回 国際精子シンポジウム

61 8.25.

～ 8.29

8 6

6 0 1 2

東京工業大学

辻   二  郎

第 4回 日中米有機金属化学及び触媒作用

に関するシンポジウム

61.9 16

～ 9 20
茨 城 県

8 6

6 0 1 3

東北大学

北 垣 敏 男

第 12回ニュートリノ並びに天体物理国際

会議

6 1 . 6  3

～ 6 . 8
仙 台 市

yamada
空白



抽出hmh帆的Ⅲnth叩叩wttwtth出い仙げwh昭 和 60年 度短期間来日成果報告

8 5 - 2 0 0 6

日 者

Paul‐Emlle Pilet

PTofessor, Institut de Blologie et de

Physiologie vるgtttales, universittt de

Lausanne, 1015 Lausanne, Suisse

申 込  者  大 阪市立大学 増  田  芳

受入責任者 大 阪市立大学 増  田  芳

なお、同教授は今回は受入責任者 との共同

の推進を目的として采日したので、その

参加 した他大学研究者 と話し合ったほかは

訪間を行わなかった。ただし1日 だけ、かね

教授念願の倉敷訪間を実行した。同地の岡山

農業生物研究所にある 「ペファー文庫」を

るためである。 ド イツの偉大な植物生理

Wilmhelm Pfefferの 蔵書は第 1次 大戦後 (

ァーの死後)、同研究所に買いとられ、人々の

をひくこと少なく、同図書館におかれている

以上のように、ピレー教授はその短い滞在

効に生かし、受入責任者 らとの共同研究をさ

推進することができた。ここに山田科学振興

に対して厚 く御礼申し上げる。

月 日

9 ・1 8 1 田

9 ・1 9 内

9。20働

9 ' 2 1 ロ

9・22(日)

9 ・2 3 侃)

9・24し崎

9・25四

9・26内

9・27倒

目的及び成果

ピレー教授は植物の姿

勢制御 (重力に対する生

長 ・運動反応)、とくに根

の生長のホルモン制御に

関し長年活機に研究を行

ってきた。根の生長、重

力に対する生長反応は茎

葉に由来するオーキシン(インドール酢酸、IAA)

と、根冠において合成 されるアプシジン酸(ABA)

の両者によって調節 されていることをどレー教授

は早 くから示唆していた。根におけるこのような

生長反応に細胞壁が果たしている役割について、

ビレー教授 と受入責任者は過去数年間共同研究を

行ってきた。今回、山田科学振興財団の御援助を

頂いたので、同教授を招へいし、共同研究につい

て検討 と打合せを行 うことができた。とくに、 ト

ウモロコシ根が明、暗条件において生長する際の

生長速度、生長部位の変化を細胞壁 との関連にお

いて今後研究を準める合意に達した。同教授帰国

後、すでに明暗処理後の根の試料(細胞壁試験用)

を大阪へ送すってきた。

同教授はまた、大阪市立大学文化交流センター

(駅前第 3ビ ル)において 「根生長のホルモン制御」

につぃて講漬を行いt学 内外から多数の聴講者が

参集し、活顧千な討論を行った。さらに、受入責任

者の研究室iα 阪市立大学理学部生物学教室、植

物生理学研究事)に おいて数日間にわたり教官お

よび大学院、学部学生と研究討論を行った。この

さい、同教授は学生に対してもその研究について

適切な助言を与えた。

同

学

す

者

フ

思

有

に

団

程

成田着、大阪着(宿泊増田宅、以

大阪市立大学にて研究討論

倉敷へ(同地泊)、岡山大学農業生

究所ペファー文庫等見学

京都において名古屋市立大学谷本

助教授および三共株式会社小川正

士 と研究打合せ

大阪市立大学文化交流センターに

て講演

大阪市立大学にて研究討論

- 7 -



鰯

鞠

榊
糾

撤

Parl,Emile Pilet

During the few days l spent in Japan w■ th my Colleaguβ
Y. Mムsuda, a certa■n attount of activ■ties have been performed;
they will be briefly summarized.

1. Presentation al■ d discussion of true results obtained both

in Lausanne and 01saka, related to experiments previouslyl

discussed on rooこ  cell grOwth and cell wall extension ini relatiOn

to age and to l主 ght trtatment.

2. Prenaration of a research pro烹 ra■lEle,about experiIIlentsl to be

done ■n the next few IEOnthS both il1 0saka and Lausanne cpncer_

::::古::q!:[:岳::::i:i;:::を:i::::::き:i::轡:::3:::it:|:[:ei:iI::81.
3. A rOund table was organized to 3■ Ve the possibility tp some
PhD students from Profo Masuda to present the■r work to 卜e.
After each talk a critical discussion occurred which vasl very

800d bOth for students and for us, Interesting rePorts Wβre

:i古
e品
主:き 普普ta普:苫R!:it°'   Fujiユ,    Inouke, Hoson, Kiota, ドoshida

4. Furthermore, I had wェ th some Japanese sc■ entists ― so卜e

::::::i岳:告:[:::晋:::晋!:::i:と|;景::itt書
:°(S]liS::3afl:]mN予::と予

'_

:i・と]忌::岩景[i and Dr. Ogawa had ali[]dttnte:ii岳

8:ifi[ 岳 i:i「品[S・

5. I was invited iEo give a lecture about my researches on the

hormOne regulatiol■  of plant growth at the osaka Culture l

Centre. PrOf. Mとslュda was in chair and induced a quite Bopd
discussiOn after IIly speach. Some  of 」 apanese Colleaguesi
were present... Pl「 Of. Tsuji and Takimoto (Kyoto), Kurais卜 土

(Hiroshima)and Suda (Kobe).                             |

6. With Prof, Maslュ da we have been visiting the lnstitutei for

Agricultural and Bi0103ical Sciences at the Okayama Univ←rSity
(Kurashik主 )。 During this visit, Prof. Kawasaki and Dr. MatsumotO

presented their wOrk tO us, I was also interested to seeithe b00k
collection of Pfelgfer who was ― ―

at Leipzig Un■ vers■ty.

- 8 -
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To conclude briefly, I wOuld like to underline how much I

appreciated the opportunity l was given to make this visit tO

Japan, which was pOssible thanks tO Yamada Foundation. That

enabled me to explain more precisゃ ly the plans of the researches

which are carr■ ed out by Profo Masuda and myself, and which,

doubtless, will enable us tio Obtain interesting results on the

regulation of the plant ce]_l Browth and cell wall extension.

On the other hand, I cOuld cOntact the students working under

Prof. Masudats directiOn.

Furthermore, I saw aga■ n cc)rta■ n 」apanese C011eagues, I met

other professors whOm l did not know.:。  these contacts are
obviously most valued for the future.

Finally, thanks tO the warEl hOSpita■ ity of my good friend,

Prof. Masuda, I fOund aga■ Ilt the fr■endly surroundings of a

」apanese home... such personal contacts strong■ y help the
sc■entific exchanges which ex■ st betveen my lnstitute and

the Laboratory of Prof. Masluda and those of several Japanese

Un■vers■ ties。

In conclus■ on, I would l主 kel to extend my wormest thanks to

the Comm■ tttte of the Yam9dat Foundation for the very generous

grant which enabled me to htave excellent and concrete contacts
w■th Prof. Masuda and other 」 apanese Colleagues.

85-2022

来  日  者

GrahaFn Alan ヽ Vebb

Senior Lecturer, Department of

iCheコlistry, University of Surrey,

IGuildford, Surrey, England

目的及び成果

ウェブ教授の来日にあ

たり協同研究テーマとし

て二つ設定した。一つは

ポリペプチ ドの電子構造

と立体構造の研究(i)であ

り、もう一つは高圧 NMRに

関する議論と総説の完成

(‖)である。 これ らの二つの成果 について報告する。

(1)の成果か ら述べ る。団体状態におけるポ リペ

申 込  者  東 京工業大学 安  藤

受入責任者 東 京工業大学 安  藤

プチ ドの13c cplMASNMRス ペクトルを測定し

固体 13c化学シフトを得ることによ り固体構造

コンホメーションのキャラクタリゼーション及

溶液の 13c化学シフトに対する基準データを集

することが本研究の目的の一つである。これら

研究結果から固体 と溶液における立体構造を解

する方法を確立 した。この成果はより複雑な構

をもったタンパク質の立体構造解析に応用でき

ものと考えられる。また、回体 13c化学 シフ ト

ポリペプチ ドの電子構造 と密接に関連している

- 9 -



めに、分子軌道法により13c化
学シフ トと電子構  研 究は多 くない。このような点を踏ヨえてウェブ

造の関連性を理論的に明確にしポリペプチ ドの電  教 授 とは高圧 NMRの 開発 とその応用と云 うテー

子構造の情報を与える重要な量 として 13c化
学シ  マ のもとで協同研究を進め有益な成果を得てきた。

フトの有用性を明らかにした。           こ れらの成果を総説 として発表するために“
Some

次に(11)の成果について述べる。圧力は温度 とな  aspects of high pressure NMR inぐhemiStry"

らんで重要な外部因子で、温度変化から得 られる  の 題をもった原稿を共著で書 き、国際誌である

情報 と異なった有益な情報を与える。圧力は物性  Organic Magneuc Resonance誌 に発表する予定

研究に重要な因子にもかかわらず高圧下の NMR  で ある。

REPORT

Craham AlAn Webb

ProFessor Oraham Alan Webb oF the Department of     l

Chemュ stry at,the Unュ vers■ ty OF Surrey, Eng■ and w■ shes to

express his sュ ncere sratitude tO the Yamada Scュ ence Foundattion

for Financ■a■ support.   This support has enab■ ed him to

v■sュt the research group OF PttofeSSOr lsao Ando of the Department

of Po■ ymer Chemistry oF the Tokyo lnstitute oF Techno■ ogy.

Durュ ng this v■ s■t it has been possュ b■e to present a number

Or researches on e■ ectron■ c structure and NMR chem■ cal shift

oF po■ ypeptides and research semュ nars on topics Or mutua■

ュnterest, and to pursue sOme research activュ ties ■ n the

Fie■ d oF high pressure NMR studies.   In addition ProFessor

Ando and ProFessor Webb have been able tO devOte some time

to preparュ ng a revュ ew on sOme aspects OF high pressure NMR

spectroscopy for eventua■  pub■ ication ■ n magnetic resOnance

ュn chem■ stry.

Without the generous support of the Yamada Sc■ ence

Foundation these research activュ ties wouュ d,unfOrtunately,

not have been possュ ble.   Thus many thanks are due fOr the

support provュ ded.

- 1 0 -



8 5 - 2 0 2 4

来 日 者

JOseph Larner

Professor and Chairman, Department

of Pharmacology, University of

Virginia School of MIedicine,

Charlottesville, Virginia 22908 U.S.A.

目的及び成果

Joseph Larner老想受は

昭和 60年 9月 26日 に来

日、直ちに来仙、折から

仙台において開催中の日

本生化学会第 58国 大会

に参カロ、 28日 には全会員

に対して 「インスリンの

作用機作における蛋自分解とオリゴペプチドメジ

エーター」と題して特別講演を行った。この講演

の内容は、インスリン作用はインスリンによし活

i性化された蛋自分解で生成するメジエーターによ

1って伸介されるとするもので、同教授はその証拠

下と|レて (1)ト リプシンにインスリン様作用が見ら

1鰐 とと、 (2)インスリン作用がプロテアーゼ阻

件封剤によリブロックされること、 (3)卜 リプシン
…
ばイ

ヤ
シスリン同様インスリンレセプターのリン酸

財“を偲進すること、 は )イ ンスリンにより捉進さ

れる|レマツターのリン酸化がプロテアーゼ阻害剤

都想紗 ブロ=ックされること、 (5)インスリンが直

脚 降雷自分解を促進できることを挙げた。高い

雑韓郵墓韓脇大なデータ、深い考察に基づいたこの

掃薙穀鋼能療に多大め感銘を与え、教授はこの講演、

敬 弱降1長縁六拝l潮 、生化学者と緊密に連帯した功

蜘 辞本空イヒ学会名誉会員に推挙された。

Lamer」勢襲とま,prtti30日まで仙台に滞在したが、

その1間報告青が所属する東北大学抗酸菌病研究所

生化ぷ .F日に打し,3恵同部間で進行中のプロテイン

ホスフメタニゼiの十研究に関する討論に参加し、そ

の結果研究の評価や今後の方針策定につき多大の

申 込  者   東 北大学

受入責任者  東 北大学

立 木

立 木

示唆が得 られた。教授はまた東北大学医学部第二

内科のインスリンメジエーターの研究につき、指

導された。

Lamer教 授は離仙後大阪に入 り、10月2日 甲本

デンプン学会の年次大会において 「グリコゲン代

謝研究の35年」と題する特別講演を行い、多年の

功績により同会名誉会員に推挙された。教授は続

いて神戸大学医学部を訪間、西塚泰美教授の生化

学研究室において 「インスリンの作用機序」と題

する講演を行ったほか、同教授 と研究上の意見の

交換を術った。

Larner教授は 10月 6日 鹿児島に到着、鹿児島

大学医学部において 「インスリン作用とペプチ ド

メジエーター」、農学部において 「グリコゲン代

謝研究の 35年 」 と題 して講演を行い、また医学

部においては糖原病の、また農学部においてはア

ミロペクチン構造の研究についての討論に参カロし

た。特に農学部の稔作進教授とは多年にわたって

研究上の交流があるので、討論の成果は大いに挙

がった。

Larner教授は岡山を経て10月 11日東京に到 り、

東京大学医学部第二内科において 「インスリンの

作用機序 とペプチドメジエーター並びに蛋自分解」

と題する講演を行い、聴衆に多大の感銘を与え東

京医学会からの表彰を受けた。また春日雅人博士

とインスリンレセプターの構造 と機能について討

論を行った。

Lamer教 授は10月 13日離日したが、上述のよ

うにその成果は多大であった。

蔚

蔚
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REPORT

」oseph Larner

Having ■ Ow returned hOme, and regained my USA tine c■ ock, 工  am in a

Position to repOrt tO you On my activities in 」 apan and China after leaving
Sendai.  Again first let IILe thank you fOr arranging for my visit and acting

so wonderfu■ ly as a hOst,  My wife and l thOrough■
y enjoyed our triP and we

now feel it was the finest Overseas trip we have ever made.

Scientifically after leaving Sendai, and sPending a day touring Kyoto,

we went on to Osaka.  There, I was a guest of the 」 aPan Society for Starch
Science.  On september   , 1985, I was honored by the Society.  In the

l■orning, I (tOgether with Dr. David RinebecL =rom North Carolina State

University)were both awarded silver lneda■ s, Plaques, and certificates as
awardees Of the research Pr■ ze Of the SOc■ etyo  We also were lnade honorary
life melnbers Of the SOciety.  That afternOOn a genera■  symPosiuIII was he■ d at

which l sPOke On, the toPic Of tt35 Years of Research on Clycogen MetabO■ ism:・.
This address will bc Published in 」 aPanese in the Journal of the Society.
That evening a receptioll and a dinner was held in hOnor of myse■ f and DI.
Rinebeck which we all enjOyed very much.

Nishiサ 岳越 ! Wtth晋踏 i ingitte ]bieど を岳吾: 瞥岳 岳i:nsetal:監 :.:Se畳 li:i:dif,堀 言:岳:景呈:岳

岳岳ェ:iS祥 :ili;:;::niと ryTttu::号

° did S° me s■ ght― seeing, visiting Hime3■  CastiLe

We next f■ ew tO Kagoshilna where we stayed 4 days and revisited the city

in which we had ■ ived fOr 3 111onths in 1975,  This was like a honecOming.  we
were ilIIPressed by the lllany changes during the 10 year interval in terns of lhe

lIIany new bu■ ldings and IIxOdernizatiOn which had occurred.  In fact, this same

fact struck us thrOuBlhout alユ  of 」 aPan which ve had visited.  At KagoshiIBa エ

gave 2 ■ ecturess one tO the Medical Scho。 l faculty enと it■ed, WPeptide Mediators
in lnsulin ACtion'1, and the secOnd to the facu■ ty ■n ム8ricultura■  B10chemistry
where l sPOke on W35 Years in Clycogen Metabolism Researchl'.  I was impressed

by the exce■ lent wOrk goillg on in the Medica■  Schoo■  in the area Of the glycOgen
storage diseases and by the truly Outstanding work on a■

yloPectin Structure
go■ng on under uizukur■  and Takeda.

We next flew tO okayama and v■ s■ted Kurashiki and tOkayallla for on♀  day.
Then we flew tO Tokyo where we sPent tWO days.  工 n Tokyo, I gave a seIILinar at the
DePartIIlent of 工 nternal Medicine at TOkyo university entitled ''Peptide Mediators

alld Proteolysis in the Mechanism of lnsulin Action''.  工  was surPrized and
delighted at the end Of the ■ ecture to receive an engraved Plaque.  This was
avarded by the TOkyO sOciety for Medical Research.

工 have not sPOken of l■ y original stay in Senda二 .  Here we had a tru■ y
lllagnificent tine.  We again revisted Mと tsushima and enjoyed it very IIluch.  I then
attended the llleeting of the 」 aPan BiOchelllical Society, gave a Plenary ■ ecture
entiと ■ed, ''Peptide ttfediatOrs and Proteolysis in the Mechanism of Action of lnsulin"

was Presented with a certificate lllaking IIle an honorary llfe 10nB member of the

society and attended a reception and dinner that evening at which IEyself and the

:[18言i vigr:::it i軍 督:昔を景:ifi: ::is岳]:i::苦nttettiti°S:iel占ェui!eai岳
コ
忌:書
il:sを

:l:h n
grouP at the new institute building.  ェ  was extrelllely impressed by the high

quality wOrk  going oin in the areas of enzym。 10gy particularly the ■ iver PhOsPho―
prOtein PhosPhatases (solub■ e and menbrane bound), the glycOsidases and glycosy■
transferases ■ nvolved in glycOprote■ ■ IlletabolisIIt Particu■ arly as re■ ated to cancer,
and in the area Of insu■ in lllediators.
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Al■ in all it was a truly lllemorable irip for use  We rece■ ved three awards,
made Elany new friends as well as renewing old friendshiPs and were thri■ led and
delighted by the hospitality affOrded by Our 」 apanese hOsts.  Again we thank you

and the Society for arranging al1 0f this.

8 5 - 2 0 2 8

来 日  者

Alexander Jerry Kresge

Professor,Physical Sciences Division

Scarborough Campus, University of

Toronto, Scarborough, Ontario MIC lA4,

Canada

目的及び成果

山田科学振興財団昭和

60年度の援助によって、

カナダ ・トロント大学の

A.」.Kresge教授 と本邦

の物理有機化学研究者と

の接触が実現し、日本の

有機化学の発展にとって、

極めて重要な機縁を生むことができた。

Krdもgd教授 との協同作業は、京都大学教養部の

速水悼■グループおよび大阪大学基礎工学部の奥

山臨 iェ■プとの討論および予備実験の遂行を中

心とヽ越花よ1同1時に、本邦の物理有機化学全体に与
える重要なインパクトとしては、速水と奥山が中

心とを らk企 適 した日本化学会シンポジウム 「有

機化学反応の基礎過程」に対する貢献を重視した

い。

全世界的性見て、有機化学研究に携わる人の多

くは有機1合成を志向しているかに見えながら、重

要な基礎研究はく欧米では、着実に行われ、有機

化学反応の本性を聞う論文は主要な学術誌上を確

実に賑わしている。ひるがえうて、本邦では、有

機合成化学研究は世界の トップに並びなが ら、そ

れを支える物理有機化学の強力なグループは少な

申 込  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

速 水 醇 一

速 水 醇 一

くなり、特に反応論分野のビッグネームは稀な存

在になった。

しかし子細に見ると、本邦には相当の数の反応

論研究者が活動中で、世界の業績の理解力の点か

ら言 うと、かつてなかったほどの力量の持ち主が

多 く、研究の内容 も入力の乏しさから華やかさは

ないが、かつての反応機構研究流術期の本邦産論

文と異なって、皮相的な流行追随型でなく、むし

ろ本質に追ろうとする水準の高い研究が処々に見

られる。これは皮肉な現象でありながら将来に希

望をつなぐものである。

この意味で、Kresge教授の招待講演を中心とし

た金沢年会シンポジウムは極めて時宜を得たもの

とな り、多数の中堅研究者を依頼講演者として加

えて、充実した討論会に結実した。Kresge教授は

水素イオン(プロトン)移動の速度論に力点をおき

ながらエノール類の酸 ・塩基触媒反応を講 じ、プ

ロトンが移動する酸 ・塩基反応を速度過程 として

提えることに慣れていない多 くの聴衆に、大 きな

衝撃 と発想の転機を与えた。

京都大学における協同作業には、酸素や窒素に

直結 した水素が移動する正常酸と、炭素に結合し

た水素が離脱 して非局在化陰イオンを作る擬酸と

の比較が重要なテーマとなった。正常酸が解離し
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たイオンを与えるとする速水らの知見と、擬酸イオン

について英国のCaldin,本邦の佐々木らの物理化学

者が主張するイオン対状態の知見とが、相容れる

ものか、或はどちらかが誤っているかが問題 とな

り、直ちに予備実験が行われ、Kresge教授の離日

後 も測定が続いた結果、その一部を昭和61年 4月

開催の日本化学会第52年会に報告することが確定

した。解離イオン型が有力である。

年のほか、脂肪族エノールの反応性の測定を京

都大学側が行 うこと、立体的に嵩張ったニ トロ化

合物が母型化合物とは異なって正常酸として挙動

するかを、経験を持った京都大学側で確かめるこ

との了解が成立した。

大阪大学では、2-ア ルキ リデンー1,3-ジ

チオランから 「可逆的な」水素イオン付加によっ

て生成す る炭素陽イオンの反応性 とその寿命を

決定することが主な話題となった。この可逆的な

炭素へのプロトン付加は奥山による世界初の発見

であるが、アルケンおよびシクロアルケンの水和

反応において生成する炭素陽イオンの寿命と反応

の素過程 との関連について討論がつづき今後の研

究計画に結実した。すなわち、立体歪みを持つビ

シクロアルケンの利用を行 うことと、脱離基側が

励起の中心 となる反応系についてレーザーフラッ

シュ光分解法を利用することとなった。

以上 Kresge教授 との本邦における協同作業の成

果は大 きく、今後全日本的な開花が期待されるに

至った。

REPORT

Alexander Jerry Kresge

This RepOrt describes my v■ s■t tO 」 apan as a Yamada Sc■ ence
FoundatiOn Fel■ ow fOr the month Of october, 1985.  During this visit′
工 divided my time Lletween Kyoto and Osaka Universities,  I a■ sO
attended the annuaユ  meeting Of the Chemical society Of 」 apan i11
Kanazawa′  where l was invited tO give a plenary ■ ecture′  and the
Sympos■ um on Organュ c ReactiOns in Fukuoka′  where l a■ so gave a p■ enary
■ecture.

The purpOse Of the visit was to initiate cooperative research

activ■ ties in physュ ca■  organュ c chem■ stry between my ■ aboratOry at the
University of TOrOnto and variOus groups in 」 apan.  This gOa■  ttra s
amply achieved,  scme of the ぅ Oint proョ ectS WhiCh wil■  be undertaken
as a cOnsequence are Out■ ined be■ ow.

I shou■ d add that l fOund physica■  organic chemistry to be in a
very healthy state in Japan:  there is much activity in this f」 _e■d
there′  and much good research is be■ ng done.  This ls very healiten■ ng′
for′  in some Other parts Of the wOr■ d′ physica■  organic chemistiry has
fal■ en out of favor and synthetic Organic chemistry is now in

ascendancy, such a trend′  if allowed to go tOO far′  wou■ d prod、 LCe a

岳『モ:8:ta:1暑。tti:u暑::景よょti3玉 3暑
a:h予

言]を言呈
S3r:旨

nこと
nti昌

岳:予。 S ・
mp°SS・ble

Kvoto

My principa■  interaction here was with Professor 」 un― ichi Hayami

::せ::3::ei::::::::::署:::::::i::::::::::::::|::::::::::::::i号]::i:::]ia
machine capable Of mュ xュng twO sOlutions ュ n ratios as disparate as
200:1′  which we p■ an tO use fOr research On simp■ e enols.  In コ ty hOme

と暑』畳長こi軍古苦gtttiihtti艦3i苫
e言
景:iychgmigモ軍予

tttieXewきei暑
旨:ittd i:手

eと
8dm]ke

tiEsec:晋p暑言
t3君

旨e暑↓』st8音宮昌暑ti予 ]景占
ettRE 暑

雪i苫:ig君 せ番]『: 雲昌旨:i:き盈書
Sm晋

3e占暑
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measured accurately.  One of our methods requュ res ln■ xュng a smal■

quantity of alkali metal eno■ ate disso■ ved in an aprotic so■ vent with

a ■ arge vo■ uRe Of Water.  We are at present liIRユ ted in the application

of this technique to studying fairly unreactive enols whose lifeltines

can be determined by conventional kinetic RethOds, use of professor

Hayamュ
・
S apparatus w■ 1l reROVe this lim■ tation.

Professor Hayam■  has another stopped― flow ュ nstrument which can

record entire UV― VIs spectra of short-lived cheIRユ Cal Spec■ es.  We plan

to use this lnachine to compare spectra of simple enols and their

enolates′  in order to determュ ne directly whether differences in these

spectra predicted by theory cari be confirmed experilnentally.  We hope

also to use professor Hayamigs apparatus to determine the enol content

Of a bicyclic ketone which bears important■ y on studies of the
solvolys■ s of brュ dgehead trュ fltLteS be■ ng conducted by Professor

Kenichi Takeuchi of the Departnlent of HydrOcarbon Chelnistry in the

Facu■ ty Of Engineering Science at KyOtO university.

A someWhat different ■ ine of col■ aboration w■ th Professor Hayam■

wi■ ■ take advantage of the expertise which his associate′  Dr. Noboru

o■0′ has ■ n the chem■ stry of n:LtrO COmpounds.  Dr. Ono has observed

that reaction of silnp■ e a■ ly■ ic nitronate ions with e■ ectrophi■ es

invariab■ y g■ Ves the thermodynamica■ ■y ■ ess stable decon〕 ugated

product.  SuCh regiochemical preference has been observed in other

暑苦

Si雷

】
予
i。晶こ早とrtti3玉 i写

g33暑
ritt°:景占昌暑占t8舌:. Swgfhgsttai。  苦置

t旨

暑iと

Ctini昌

こ暑呈:予

this situation by studying the kinetics and equilibria of nitronates

ion formation for pairs of siniple isomeric a■ lylic and vinyl nitro

C°mp掃
苫
n]]占

。 plan to use Dr. 9no'S expertise to try to synthesュze
biS― (t―butyl)― nitrOmethane′  (と いBu)2CHN02 ・   Steric hindrance will

prevent the n■ tronate ■ on derュ ved from this substance frorn adopting a

planar configuration′  and this may a■ ■ow us to separate the inductive

effect of the nュ tro group from its resonance interation.

Osaka

of c普とm!雷是:yinF:3忌告是y 8暑 :こ:岳畳品邑呈こala暑景31iegどI革3mBc][nとを
e。
:e3暑言長晋

ent

University.  Professor OkuyamatthaS fOr the past several years been

working on the hydrolysis of ketene thioacetalr a reaction which he

first showed involves revers■ ble protonation of a carbon― carbon doub■ e

bond. This ■ s a sign■ ficant discovery, for double bond protonaton ■ s

an ■ mportant elementary reaction step′  and is therefore of
consュ derab■ e theoretical interest,  it is a■ so of commerc■ al

importance as the first step in the acid― catalyzed hydration  of

oユёfins′  which is the chief industria■  process by which simple
a■cohols are IRanufactured from petro■ eum― based raw mater■ als.  We

ourselves, in our research at the U■ ■vers■ ty of Toronto′  have been
concerned wュ th the factors which make carbon― carbon double bond

prOtOnation reversib■ e in the hydrolysis of vinyl etherso  We were

unab■ e to come to any conc■ usュ on ■ n this work′  however′  for we cou■ d

find no examp■ e of this reaction in which protonaton was clear■ y and
strOngly reversュ ble.  Professor Okuyama has now beaten us to this

goa■ .  He has analyzed his reaction beautiful■ y and comp■ ete■ y′ and

has elucidated′  not on■ y the factors which govern reversibility′  but
a■so those which control reactivity in the subsequent steps of his

most interesting system.  It was a p■ easure to discuss this work with

him.

With the comp■ etion of this research on ketene thioacetal

hydro■ ysis′  Professor Okuyana is now able to undertake new proョ eCtS in

physical organic chemistry.  0■ e of the areas into which he is about

to venture ■ s f■ ash phOto■ ytic generation and susequent examュ nation of

-15-

yamada
空白



:i::::き骨。:::i::]d:::3::首岳:8 :::よg::占i]::isiき
こ
:景:::二

:告
暑:Vi皆

i3:署
:忌
Sユng

therefore able to Offer him cOnstructive advice.  One of the isystens
Professor okuyama propOses to examine invoユ ves the very c■ ever
generation Of unstable carbocations Of a kind with which he has had
solne previous exp(】 riences.  we 10ok fOrward to learning more about
this exciting chemュ stry as ュ t deve10pes.

Another profitable interaction we had in Osaka was with Dェ r.
K. Naemura′  an assOciate of ProfessOr Okuyama's.  Dr. Naemura has

:::岳 ::]::i::::S骨
::::::::i;皆

景

::!i!子 ど!!::3:::ili:::si:::g]::者 骨:i::Vio be
promoted by considerable straintrelief acceleration.  Our studly′
however, was performed′  not On an optical■ y active salnple′  but rather
on the racemic mixture,  A nuIRber Of additiOnal interesting questions

::::::::::皆::::音::音:::::::::営:::i::::::::::::::i::::::i:::::!:::占:[

8 5 - 2 0 3 5
ね
併
＝出
中

来  日  者

Horaclo Vanegas

Professor, Instituto VerlezOlano

de lnvestigaciones cientincas,

Apartado 1827, Caracas 1010A,

Venezuela

目的及び成果

Vanegas教授は昭和60

年9月 23日米日され、同

年 11月 10日無事帰国さ

れた。

この間当大阪大学をは

じめ、横浜市立大学医学

部第二解剖学教室く楠 豊

和教授)、岡崎国立共同研究機構 生理学研究所 神

経情報部門(金子章道教授)、名古屋大学環境医学

申 込  者   大 阪大学

受入責任者  大 阪大学

研究所第 5部 門(渡辺悟教授)等から招かれ、セ ミ

ナーを行った。テーマは、 1.硬 骨魚類の視覚系

に関するもの、 2.痛 覚の下行性抑制に関するも

の、の二つが主として取 りあげられた。いずれの

テーマにおいても最新の情報がとり入れられてお

り活発な討論が行われた。硬骨魚類の視覚系につ

いては他の脊椎動物のものとの共通性と同時に、

硬骨魚類に特有な構造物とその機能的意味につい

て明快な説明がなされた。このテーマは生物学の

基本となる 「進化」にも触れる問題であり、脊椎

信

信

博

博

藤

藤

伊

伊
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動物の中枢神経系がどのようにして形成 されて来

たかを解明する手がか りとなるものである。痛覚

の問題は、全ての疾病に痛みがともない現在我々

が直面している最大の社会的要求課題であること

が強調された。生物体内には痛覚を抑制する機構

が存在すること、またそれらの機能の発現機序に

ついて興味深い解説がなされた。この問題は臨床

医学と密接に関連するため各方面の研究者に強い

インパクトを与えたと思われる。

大阪大学における共同研究 としては、硬骨魚類

の中枢神経系各部位の電気生理学的刺激による慢

性実験の可能性について検討 し今後の研究にある

程度の見通しをもつことが出来るようになった。

また脳の進化については連日の如 く議論が行われ

た。Vanegas教授自身にとっての収穫は、各地に

おいて我が国の第一線で活躍する研究者達 と交流

を深めることが出来たことは勿論であるが、本学

中之島図書館を充分利用出来たことも大 きな収穫

の一つであったろうと思われる。周知の如 くベネ

ズエラも中南米各国の例にもれず経済状態が極度

に悪 く、ここ2～ 3年 は国外で発行 される専門雑

bpt, of PL― color′

P r o f . H . T t t g i ′比 . M .

誌の購入が不可能とな り研究者は全 く情報不足に

悩まされているといわれる。そのためVanegas教

授は寸暇を惜 しんで文献の収集にあたられた。こ

れらの情報は帰国後の研究に大いに役立つものと

期待 される。

その他一般的な感想としては金銭的にや 窮ゝ屈

であった。その原因は、 (1)国内旅行の費用がか

さみ過ぎたこと、 (2)予定していた大阪大学国際

交流会館が大学の都合によ り使用出来なかったこ

と (このため約 3週 間は関西研習センターを利用

し、残 りの期間は私の自宅を使用してもらった)、

の二つがあげられる。それにもかかわらずVanegas

教授自身は滞在中日本の生活を充分楽しまれ、日

本への理解を深めておられた。

ベネズエラにおける劣悪な経済状態のため海外

へ出ることがほぼ不可能に近い現状を考えると、

貴財団のタイ ミングの良い援助はVanegas教授に

とっても私共にとってもこれまでの研究を進める

上で極めて有効なものであった。心から御礼申し

上げる。

Horaclo Vanegas

・・

        軽 塾 韮 選

里 型 理 型 型 聖 ′
er― ts:

耶 . of Anatctty′  LdiCa■  Sch.′  Osaka Uhiv. (2■ oct-8 NOv)

Dr.H.Ito′ Y.出 飯 ita″ Dr.M.Watanabe′ Drs N.Sakamto′ 姓 .U中

2.艶 直 mr presentatitts′ discussions:

Dqpte Of Anatotty′  kdiCa■  Sch.′  Yokohama City UhiV. (9 oct. th―  ■)
P r o f . T . 漁回 闘 は , D r . R . 盗s h i d a ′D r , F . A 田的 a ′D r , T . K a d o t a

Natttona■  工nst, for physio■ ogica■  Sciences′  Okazaki (24 0ct′  th- 2)
P r o f . A . L n e k o r  D I . T . O h t s u b ′D r . M . T a c 晦′D r e  M . T 弧対

Dept. Ofハ erowace Physiology′  Nagqya Uhiversity (25 0ct′  ― e 2)
Dr. S. コ にどエ

3,  scientific visits dis― sms:

Fac. PhaIIPaceutica■  Sciences′  KyOtO uhiv. (22 0ct)
Satoh
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證＼.,乳描澄
b・°u′降血Cal Sch.′osaka un飾。(30 octl

賛
eぷ

盤
eS hStW sOphia ttv′mkyo tt Nov)

4.  ourtesy visits ilkdica■  sch,′  o軸 uhiv.):

Prof. H, Fujita

Prof. P.H. Hと hiroto
PrOf. Y, Shiotani

― ・

Desctting control of Pain Transmission

Evidence accumulated in the last■ 5 years indicates that neurons
located in the periventricuユ ar and periagdeducta■  gray matter of the brain

諸甜c爵匿札モ盤登緒富景ず増謎壼■運盟ま獲雫inal and士的卸hal re■軒征
■ces are ■ arge■ y mediated tty neurons

located in the nuc■eus raphe lragnus and adづacent Structures of the rostral
ventrcmedia■ ntdul■ a′ whose axons reach the sp血 ■dorsal hom via the dorso
lateral funicu■ us,  The activity of a Class Of stlch neurons (ca■ ■ed Woff―   ~

解
・
抽 薔 .靴塩i督灘拠 習譜論 鞘 齢 盤縛 品t

灘盟麓繁縛齢絲檻錮艦詣穏審監猛
― e 2

FunctiOna1 0rganization of the

Te■eostean Rミ sual System

群晶昌竪寛瑠軽盛選評謎官盤縄 詭   丑.
欝緊瑠陸t鑑 慕軽潔築整謡鍵葉丑欝すもectum.  The tectぃs the ma■n rec■pient of retinofugal axons,  These _lD―
se upon varms、 喧■■ネ文IIttterttzed neuronal treS′  SC・Ele Of ttch have been

齢 還主s縮.■謄艦ェ盤j摂盤留盟s桂軽程謎ie盤抽 習印
柵 . 跳

t 暑
盤識

: 粗灘 毬離 鑑盟
: ′灘 」1 程s 辮

言

難 t督篭胡盤1挽gttt戦軽瑞繁iジ
l fiep s equattr and f∝
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8 5 - 2 0 3 6

来 日 者

Hideo Okabe(岡 部 秀 夫)

ProfesSOr, Departrnent of Chenlistry

Howard University, Vヽashington D C

20059,USA

■  目 的及び成果

‖  ワ シントンから梅雨の

‖ 最中に来日、湿度の高さ
|| に 昔を思い出されたよう

■ だったが、岡部教授はす
‖| ぐに適応され、在日中の
1↓ す べての期間お元気に実
H‖

 験 、講演旅行そして学会

への参加というスケジユールをこなされた。

分子科学研究所では、西研究室で進行している

シアノアセテレン及びアセチレンの研究に対する

討論に参加され、又、含硫黄化合物としては最 も

宇宙空間に存在量が多いと考えられる二硫化炭素

|の光化学過程の研究に従事 された。特に、この分

子が光解離後に生じる準安定解離種の衝突によっ

てt真 空紫外領域の化学発光が発せ られることが

1初めて見い出された。この興味ある反応の機構に

ついては残念ながら決定的な証拠を得ることがで

きなかゎたが、通常考えられるようなラジカルに

起因するのではなく、イオウ原子あるいはイオウ

ハ子の準安定状態の生成によるのではないかと思

われるも真空紫外光を発するような化学反応はこ
|  ~   '

|れま|であまり知られておらず、未知の準安定状態

の特疋
「
と反応機帯の解明が待たれる。

,来日のもう二つの目的は、分子科学研究所で開

申 込  者  分 子科学研究所 西 信 之

信 之受入責任者 分 子科学研究所 西

催 された国際研究集会 「レーザー化学 と励起分子

の動力学の新展開」での特別講演であった。 この

研究集会 には、この分野の最前線で活躍す る10カ

国 30名の外国人研究者が集ま り、質の高い発表が

多 く、印象的な集会であった。教授は、 「アセチ

レン及 び二硫化炭素の光化学の最近の進歩」 とい

う題で紫外 レーザーを用いたこれ らの分子の素過

程の研究成果 を報告 された。講演では、最近の動

的研究手段 と伝統的な手法 とをうまく組合せ るこ

とによって、準安定状態に関す る新 しい情報が得

られ ることが示唆 された。

教授は滞在中、名古屋大学工学部、二重大学工

学部か ら特別講演の依頼 を受 けられ、気相光化学

の進歩 について講演 された。又、東京工業大学、

東京大学、国立公害研究所 に行かれ、それぞれの

場で展開中の研究に対す る助言 を与 えられた。

約二か月半の滞在中は もっぱ ら実験に取 り組ま

れたが、特に予備実験に力 を入れ られ、一つの結

果 を出すに至 るまでの充分な準備の大切 さを教 え

られた。また、若い研究者 に対 して、 これか らの

日本の研究者が世界 とい う場において リーダーシ

ップを取 るためには、海外で行われている研究の

後 を追 うのではな く、真 に独創的な手法や新 しい

分野の開拓に積極的に取 り組まなければな らない

ことを教 えられた。

REPORT

Hideo Okabe

l would like to thank the Yamada Foundation and the lnstitute for

r101ecular Science that made rり ' fruitful stay possible.
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I spent approximately ten weeks in 」apan, about half of my time attending

the conference, visiting various laborator,es and giving seminar.  I spent

the remaining time at the lnstitute for wolecular Science(I MS)dOing

research on the photolysis of carbon disulfide with Professor Nishi.

See attached sheet fOr detailed schedule.

I would ftrst like to write about my talk and ギ「lpresstons on my visits.

出け talk was centereld (1)on the recent development on the photodissociation

of acetylene and carbon disulfide.      I cOmpared our own data of the

bond dissoctation emergy D。( H―C2H )With that of very recent data by

Y.T, Lee. I discussed the photochemistry of the planetary atmosphere.

I talked about the importance  in finding  the dissoctation process of  CS2

at 193 nm and (2)on the thirty year histOry of my phOtOchemical research.

It has been seven years since l last visited 」 apan.     During this period,

various lasers and Other sophisticated equ→
pment have been introduced into

the field which made the funding level cOnsiderably higher than before.

I found that this level of funding has been achieved in some univerSities

with PhD degree and even with some universities with Ms degree.  With

the helP of  the state of  the art equipment , it now becomes possible

to direct]y probe internal energies of photofragments produced

in photodissociation.    As a result Of the improvement in facilities, many

PhDBs are no longer interested in going abroad to lsarn the latest research

facilities in the us.      The problem of PhD glut that plagued 」 apan

is fast disappearing because many first rate industries are anxギ ous tO

hire PhDgs.

Secondly l would like to cOmment On the excellent IMS Operations.   The

:liela暑とと言i :!:ifi:||:s :h]t ii:atil :景;[『:ii:rf::hiieinttiS:i;:千:::. °This
way a good research worker needs not to have funds.  One only needs ideas,

time, and some funds to perform research at IMS.  For sctentists wOrking

at IMs, small equipment can be loaned to them for two weeks,    This

way tt is not necessary tO purchase every equipment that may not be used

all the time, although One often finds that the instrument he wants heeds to

be repatred.  Apparcintly better maintenance may be required to keep all

items in good shape.    Excellent glass blowing and machine shop service

and the dedicated help Of Prof. Nishi have been instrumental

yamada
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ln settlng up the apparatus in a relatively short titte.

I was impressed by the dedication of the IMS scientists who work day

and night and research freedom they en50y.       It is my impression that

some IMS scientists are so busy in absorbing new information and in keeping

up equipment ttn shape that they do not have time to plan ahead a 9ood

project.

IMS makes conscious effort to save energy by cutting off unnecessary

lights and limiting the use of atr conditioning only in the hottest season.

This is understandable since the cost of electricity in 」 apan is three times

ias much as in US.

Because the IMS is built aS a center of excellence for research in molecular

i  science, huge funding ― 二― probably ten times as much as that of universities

――― is required to maintain itぅ caliber.    Many IMS scientists no doubt

feel the pressure from other less fortunate sctentists whether they spend

l    ltheir funds wisely.

int addition tO the traditional ftinding that pays only for

,   equipment, I propose to set up another type of funding that pays not only

, 亨fOr equipment but also for salarbr. This type of grant he]ps sctent,sts
古|  lwho have retired but still act々ve or who have no re9ular appointment.  The

ll十  i::骨
: ‖予苦p::aid‖::村::e::dw‖]:!せ| ‖者r3 :]景告fi科ie世。 苦:t:‖ices士骨‖ii the

:mber 15,1985             H.  Okabe

illltll↓
‐ ::ieili::lil:::lit::tila:士]|1岳:l:iを十1:ti;:1惜n::N:i8'!岳liversity

lAど」Js1 3,invited talk at IMS
Sympostum on dynamics Of excited statess recent development on the studies

9flthe photochemistry Of acetyler!e and carbon disulfide

―Auigl‐ 5 to Aug. 9s the lnternatiorlal Conference on PhotOchemistry, Sophia

Unii】tt, Tokyo,

AuiguSt 8; informal discussion on chemi]uminescence  at Prof.

LaboratOry , The UhiverSity of Tokyo

August 103 informal dttscussi?n on the phOtochemistry of N02

Kuchitsu8s

with Dr. Ichimura
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at the Department Of chemistry,Tokyo lnstitute of Technology

Aug。 12;  →nformal discussion with Dr. Akimoto at the lnstitute for Environ―

mental Studies, Tsukuba

September 2; invited talk at the Deartment of Chemistry, Mie University

HistOrical development  of 9as phasさ
 photochemttstry

September 4, Colloqtum, at IMS

Photochemistry of small moleculess then and now

Research with Dr. Nishi at IMS

Chem1luminescence trl the laser photolysis of CS2 at 193 nm

Photolys,s of Cs2 1 ～ 20 mtorr )in N2 at 193 nm produces chemギ ]uminescence

that was not observed befOre.   The time histrory of the chemiluminescence

shows a peak at abottt 511s.   The energetic species responsible for the

emiss,on come probably from the reactions between excited radical species

produced by the phoし olysis Of CS2・  ごXact nature of the production mechanism

and emitting spectes 、 need further investigation.

8 5 - 2 0 4 0

日 者

Gerhard A H Bび rner

Research Stai Max、 Planck_Institut

fiir Astrophysik, Garching b. Miinchen,

F . R . G

Professor, Theoretical Physics,

Miinchen University,Miinchen, F RG

申 込  者  名 古屋大学

受入責任者 名 古屋大学

早 川  幸  男

早 川  幸  男

目的及び成果

降積中性子星及び宇宙

論に関する共同研究を目

的として来日し、名古屋

を主 として約 3ケ月滞日

した。その間、降積中性

子星について後述の共同

論文を書き上げたが、宇

留論については Bbrner博士 自身の研究を発展 させ

るのが主で、具体的な共同の成果には至 らなかっ

た。

来日期間の前半は、Bbrnerが名古屋における関

連する研究の状況を知 り、かつ彼の当面の研究を

名古屋の研究者に紹介すると共に、宇宙論の本を

執筆するのに費した。この本の内容及び彼の研究

を周知させるために一連の講義を依頼した。講義

は宇宙論の理論的及び観測的入門に始まり、イン

フレーション宇宙に関する彼の説に終るもので、
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大学院生 も多数聴講 して好評であった。それに続

ぃて、1週間名古屋に滞在した同じ研究所のMeyer

博士も交えて、降積中性子星についてセ ミナーを

行ったoこ れが後半の共同研究の芽になった。

後半は、京都で開かれた山田コンファレンス出

席及び東京における講義や討論に各 1週 間を費し

た。その他は、強磁場中の電子のふるまいに関す

る論文の完成 と、星風降積中性子星における降積

円盤形成に関する共同の論文の作成に費した。

字宙論については、二つの理由で共同研究は具

体的に進まなかった。第 1は時間的余裕がなかっ

たことで、二つの仕事を平行 して進めることは無

理であった。第 2は 計画時に予定していた宇宙論

的観測に失敗し、討論しようとしたデータが得 ら

れていなかったからである。その上、宇宙論関係

者が再実験の準備に忙しく、落着いた気分で討論

することができなかった。

これに比べて、中性子星に関する共同研究にお

いては著しい成果が上った。名古屋大学のX線 天

文グループは長瀬助教授を中心にして、X線 パル

サーVela X-1の 諸性質を追求してきた。この天

体は星風を捕提 してX線 を放射しているが、その

スピン周期が数日程度で大 きく変動し、かつX線

放射源の近傍に比較的低温のガス塊が散在 してい

る。これらの観測結果の解釈に苦しんでいたが、

Bbrnerの提案した模型によって本質的に解決 さ

れた。

すなわち、星風は中性子星の重力に捕捉されて

ほぼ等方的に降ってきて、中性子星 と共に自転す

る磁気圏と衝突する。星風の物質はガス塊 となっ

て磁気圏に貫入し、顧場との相互作用によって次

第に干切れて、ついに磁力線に捕捉 される。これ

らの物質は自転の赤道面に落下 して回転する円盤

を形成する。外側の円盤は遠心力によって張 り出

し、星風を広い領域で捕捉する。内側の円盤内の

物質は粘性によって内側に移動し、ついには中性

子星に降 り注 ぐ。星風物質が磁場に捕捉される時

には自転を減速し、自転よ り速 く周回する円盤物

質が中性子星に捕捉される際には自転を加速する。

この減速 と加速がほとんど相殺するが、その差が

自転周期のゆらぎを起こす。この模型によって懸

案であった周期ゆらぎの観測結果が説明できたの1

みならず、ガス塊の存在やその他の異常現象につ

いても合理的な解釈を与えることができた。

短期間の来日ではあったが、共同研究が数年間

のもやもやを吹き沸ってくれた。受入責任者は、|

心の晴れる成果をもたらしたB5rnerの来日と、そ

れを可能にした山田科学振興財団に深く感謝する

次第である。

Gerhard A.H.Bbrner

From February 6′  ■986 to May 2′  ■ 986 1 stayed in 」 apan

supported by a fe■ lowship for the Yamada Sc■ ence Foundation.

Professor satio Hayakawa at the Physics Department of Nagoya

Unェ versュ ty was my host′  and moE,t of my time ュ n 」 apan was spent

in his ■ ab.

As a theorュ st vュ sュting an experュ menta■ ■y or■ ented institute

l wanted to achieve two thingsl First■ y′ to become acquainted in
deta■ ■ wェ th the marve■ ■ous work done by the 」 apanese scュ entists ュ n

the fie■ d of sate■ ■ite observations.  The 」 apanese X― ray satellites

HakuchO and Tenma have been the dominant instruments of X― ray

observations durェ ng the past severa■  years.  As a seCond purpose
工 tr■ ed to obta■ n some feedback from the observers for some of my

theoretica■  ideas.  one of our main theOretica■  efforts in Munich

has been the description of some rather comp■ ex features be■ ieved to

be present in accreting X― ray sources:  The interaction between the
ュn fa■ユing matter and the rotating magnetosphere of the neutron star.
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the resu■ ts of their research.  工  1
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further success with theュ r ュ nternal
Let me cOnc■ ude on a persona■

Stay at Yukawa Ha■ ■, when Hidektt Yl

3暑]tど :忌!eEo ttyViS:[′  暑軍8書e]旨 8ins:足 !this visit possible.  My time in 」apan was a 昌士:雪景3Si昌器 畳岳dr:岳こ畳]i3nghappy memor■ es Of tty young days and of exper■ e

ptteasant fr■endship and hOspitality.  As l prepare to leave l査 pan′ the
wェsh to cOme back already grows insュ de.
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来  日  者

Henry P SChWarcz

Professor,Department of Ge01ogy,

単IcMIaster University, Halnilton′

Ontario, Canada L8S 4酌 11

目的及び成果

カナダのMcMaster大

学地質学科の Henry P

Schwarcz教 授が、山田

科学振興財団の来日援助

により山口大学に滞在 し

た。 1985年 9月 1日から

4日 間、「第 1回 ESR年

代測定国際 シンポジウム」が、山口県学部市およ

び秋芳町で開催 されたのに出席す ることも、山口

大学 に招待 した大 きな理由であった。

ESR年 代測定 とは、 自 然放射線 によって物質

中に生成 される格子欠陥や ラジカルの濃度がその

被曝線量 とともに増加す ることを利用 し、電子ス

ピン共鳴 (ESR)で 欠陥やラジカルの不対電子 を

検出 して年代を求めよ うとす る方法である。 この

方法は天然物質の被曝線量測定 を行 うことと等価

であ り、線量測定(Dosimetry)の 特殊なケースと

もいえる。 ESR法 の適用年代は、試料 によるが

大まかには千年～数百万年 にわたってお り、放射

性炭素法の上限 とカ リウム ・ァルゴン法の下限の

間を埋める年代測定法の一つ として注 目されてい

る。また、適用できる対象 も炭酸塩、燐酸塩、産

酸塩などの無機物のみな らず生体試料 をはじめと

す る有機物にまで広がっている。この会議は、ESR

年代測定に関す る国際会議 としては初 めての もの

であ り、ESR年 代測定 とESR線 量測定に関す る

最近の研究成果が発表 ・討議 された。 この国際シ

ンポジウムが山口県の一地方都市で開催 されたの

は、ESR年 代測定の対象 となった研究 「秋芳洞」

と秋吉台に対す る関心が高かったことによる。

Schwarcz教 授 は、 酸素同位体研究 による古気

温、地磁気、ウラン トリウム年代測定では第一人

者であ り、最近 になって化石骨や歯牙の年代測定

申 込  者  坐 業短期粂学覇 池  谷  元  伺

受入責任者 里 業短期突学覇 池  谷  元  伺

8 5 - 2 0 4 1

を始 めたが、洞窟や地質学全般についての深い研

究経験 に基づいて、 この分野の発展 に大 きく寄与

している。 シ ンポジウムに寄稿 された論文 は、

Table lに示すよ うに計 66編 であった。参加者数

は99名 であ り、外国か らの参力日者は、米国、中国、

西独か らそれぞれ 3名 、英国、ニュージーラン ド

か ら各 2名 、フランス、オース トラ リア、カナダ、

イン ドか ら各 1名 であった。 シンポジウムは 8セ

ッションか らな り、5件 の招待講演 と41件 の一般

講演が口頭発表 された。他の20編は日頭発表論文

と共にプロシーデ ィングスヘ掲載 され ることにな

った。

この機会 に会議の概要を紹介す ると、会議は組

織委員長である阪大理学部伊達宗行教授の歓迎の

あいさつ と、筆者の ESR年 代測定の原理 とこの

会議の概要のあいさつに続 き、H Schwarcz教 授

が海外か らの出席者 を代表 して答礼のあいさつを

行 った。シンポジウム開会式の直後の特別講演で

は、 3件 の招待講演があった。ウイ リアムス大の

Skinnerは 、 年 代学くChron010gy)に おけるESR

法の位置について総説的な講演 をした。金沢大の

小村は、Ge(Li)検 出器 を用いたガンマ線分光法の

ESR年 代測定 における利用 について、 テ ネシー

大の Tayttrは 、月の岩石の ESR(鉄 の強磁性共

鳴吸収)か ら、太陽風プロトンの照射線量年代を測

定す る一連の研究について紹介 した。

第 1分 科 E洞窟生成物]お よび第 2分 科 E貝殻、

サンゴ、深海底堆積物]は 、カルサイ ト、アラゴ

ナイ ト等の炭酸カルシウムを対象 とす るものであ

った。 洞窟生成物 ESR年 代 とウラン系列年代お

よび古地磁気 との比較、 サ ンゴ化石の ESR年 代

とウラン系列年代 との比較 をはじめとして、 5件

が他の年代測定法(ウラン系列、熱ル ミネッセンス、

古地磁気、火山層序など)とのクロスチェックに関
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するものであった。結果は概してよく対応してお

り、 ESR法 が炭酸カルシウム系鉱物ではすでに

実用の段階に達していることが強 く印象づけられ

た。また、洞窟で生成した方解石のアルファ線に

よる格子欠陥の生成効率を加速器を用いて測定し

た結果について述べ注目された。

第 3分 科 [地熱、火山噴出物]で は、地熱地帯

から採取した岩石中の石英の格子欠陥の ESR信

号熱ァニール特性を利用した地熱履歴の研究、火

山噴出物については、ラテライト、石英および斜

長石中のAl中 心、Ti中心を用いた火山灰のESR

年代測定、ジルコンの ESR年 代測定が取 り上げ

られた。

第 4分 科 E堆積物、断層 I]と 第 5分 科 [断層

H、 方法、装置コでは、堆積物、断層に関する講

演は、全て石英中の格子欠陥を利用したものであ

った。 海岸砂の ESR年 代測定は、石英中の欠陥

の太陽光ブリーチによる時間ゼロ設定を原理とす

るものである。また、石英中の欠陥の機械的ブリー

チによる時間ゼ ロ設定に基づ く断層活動時期の

ESR年 代測定については、中国から1件 、日本

から7件 の報告があ り、我国のこの分野での研究

水準の高さが印象づけられた。

第 5分 科の後半 E方法 ・装置]で 、 Ltt ESR

装置を用いてスピンの2次元分布 をけU定するESR

画像測定システムは、年代測定や線量測定の分野

のみならず、物理、化学、医学の立場からも注目

されるものであった。この他にも、単結晶測定用

ゴニオメータ、緩和時間の違いを利用して信号を

分離するベクトル トランスファー法についてそれ

ぞれ報告があった。

第 6分 科 [歯、化石骨コにおいては、中国、カ

ナダ、日本、ニュージーランド、オース トラリア、

英国から、鹿の角、化石歯のエナメル質、ナウマ

ン象の歯、 人骨などのESR年 体■ll定結果の報告

があった。試料セッティング等の測定条件を最適

化することの重要性や骨への不純物の蓄積と骨の

化学変化についての報告があった。H.Schwarcz

教授は、この分科で講演した。

第 7分 科 EESR線 量測定]で は、ァラエンを用

いた ESR線 量計の諸特性と、原爆被曝線量再評

価 と関連して 2件 の特別講演があった。被爆者の

歯牙を用いた原爆線量評価のための基礎的特性(前

処理の効果、直線性、原爆スペクトルを考慮した

線量補正など)や X線 技師および癌治療患者の被

曝線量についての一般講演が続いた。

第 8分 科 E有機物、考古科学、その他]で は、

有機物について 2件 の報告があり、その一つは、

法医学の立場から行われた遺体の ESR年 代測定

による死亡時刻推だに関するものであった。考古

科学へのESR応 用例として、古代ひすいの ESR

信号パターンの分類に基づく産地同定と古代の交

易についての報告の他に、地質学へのESR利 用

例 として、鉱物中のMn2+ィ ォンの ESR信 号強

度 と年代との関係についての報告があった。

このシンポジウムは ESR年 代測定研究者の初

めての国際研究集会であったが、主催者が当初予

想した以上の数の寄稿論文を得て、今日の ESR

年代測定の到達点と今後の課題を明らかにし、そ

の解決の糸口を探るというシンポジウムの目的の

大半は達成 されたといえる。雑多な分野からなる

学際領域の ESR年 代測定の第 1回 国際シンポジ

ウムに対して、H.P,Schwarcz教 授の来日援助の

形で支援頂いた山田科学振興財団に対し、心から

おネし申し上げたい。

文部省によるシンポジウム開催経費が得 られる

か否かも不明のまま、このシンポジウム開催を進

めた主催者にとって、山田財団からのSchwarcz

氏来日援助の決定は、 「天祐」として、この上な

い励ましであった。ESR年 代測定を初めて10年、

初期に山田財団による研究費助成を受け、ここま

で発展し得たのはこの上ない幸であった。一時期

は、「天祐我にあり」と研究を進めてきたが、この

シンポジウムを開催 してすぐに、 「天」ではなく

「人」に今まで支援 して頂いていたことに改めて

思い至った。地方大学の短大部で研究に専念する

私共に対 し、「判官びいき」的情でもって御支援下

さった方々が数多 くあったからである。ここで改

めて御礼申し上げると共に、よりよい研究を行う

ことが、それに報いる道であると心して研究に精

進したいと考える。

H,Schwarcz氏 は会議の後、山口大学での 「地
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球科学国際セ ミナー」で同位体について講演し、

関連研究室での討論を終え、岡山大学地球科学セ

ンターを訪ね帰国された。なお、このシンポジウ

ムのプロシ~デ イングスは、アイオニクス社から

“ESR Dating and Dosimetryル  と振垣して、1985

年末に出版される。また、次回のシンポジウムは、

1988年に ミュンヘン(西独)で開催 されることにな

ってぃる。プロシーディングスの購入申込先 とし

て、〒 112東京都文京区小石川 2-3-4川 田ビ

ル、アイオニクス株式会社、lEL(03)812-3783

を付記する。

Table l シンポジウム分科 と論文数

科分 論文数 講 演数

特別講演
1洞 窟生成物
2貝 殻、サンゴ、深海底堆積物
3.地熱、火山噴出物
4,堆積物、断層 I
5断 層 1、方法 ・装置
6歯 、化石骨
7 ESR線 量測定
8有 機物、考古科学、その他

３

０

９

６

８

７

８

８

７

計総 66    46(5)

側 括弧内は招待論文

REPORT

Henry P. Schヽ マarCZ

As ―u result of o 9rarlt from the Yamada Scittnce Foundation, I

Wiヨ8 0blP trD attend trle First internation3 1 5ymposiurr on E tt R

tluting which Was heicl in Ube一 Akiyく Dshi, Yamaguchi, on Septcmber l
- 4, 1985. This is a brief report on th・ 3t ViSit and rDn the visit5

しo otrヽ er universities which followea.

The SymrDOSium w43S irlt cnded し o bring togotheiハ  scientista frOm

印113「】y lBrld3 WhO had a comrnon inter｀ est in applying electr● n spin

re50「 aヽnce (ESR)to tiヽ e dating of geological phenomonゎ , lt Was

very appropriato that the confere「 lce shot,icH be helS in 」 apan

where so rnuch of the FundBmental r｀ esearch in this fi?ld has r_joen

carri(コ ロ out, 律 spttc i骨1ly by Prof.  Ikeya at Yamaguchi Universityぃ

ThP conl― erence participants includod many of the scientists in

thc worid now active ir、  ESR dating_ The conference was a great

SuC_Ge35, bOth From the standpoint of the papers presented, and

olso because rDf the useful discussions that went on bofore and

a ft ttr sesslons, between sclontistg from 」 apan 4‐ 3 n fJ othelハ

cてDurit r i es_

The quality of the papers presented was generヽ 311y quite

high, cspecia1ly when we consider that the subject is young, and

that peorDle of very diverse backgrounds are attemptincT to bridttc

the gap bF_atwee,■  physic3 and geolo9y (and,  to sOme c× tent,

ar cヽ,laeology).

[「l the invited talks, we rieard an interesting review of the

c‐3pplication of ESR studies to lunこ ョr materia15, preSentod by PrOf.

L. TてJylOr, as well aぅ  a cliscussiorⅢ  of the capabilities  of gamma

ray srlectroscOpy, by Dr. S KOmura and tDakanOue, whose work thi3

writer l、 as 3arTlired fOr a iong time. The scssions on carbonates
(spelGothOms, sholls, coral)revealed thtt consiSerablo problens

r emt‐3i∩ ing irl eら tabiisrlirig trie Optimum ran3 1ytical techniques, but
tョ150 shOwed tlⅢ e great r)rorniSe Of E3R for extending dating bGyOnrl

the preserlセ  l irrlits of other metrJOcJs.
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Papers On dating Of bOnes and teeth pointed out some of the

problems we have beerl experiencing in this difficult field, but,

again, had some optimistic notes, It wil l perhaps be nocessary

for workers in this subFieicH七 o carry out anaiyses Of tstandard

Pr、き邑、名号]言iof t己私昌千,gisi t°
 appreciate better the prOb]ems Or~

譜 ぷ ゴ

,私

爵 還 、膚 li[蚤 鼻 謡 野 塁 鑓 景良 亀 ゴ 孔 温 糟 遇 ::
geologica1 ly), were shOwn tO have prOgressively younger E3R ages.

This sOrt Of carefui cOmparison between geo‖
o9ical and ESR

ev i dttnce is essenti31 to prove the validity of our work. The

sectiOn on igneous rOcks was less successful in this rヽ
espect,

perhaps because nOt enough et~fort has yet been made tO cOmpare

ESR and K/Ar or other absOlute ages. This wil i cGrtainly happeri

more ir,the future. Nevertheless, this section was sparlく
ed with

some fine insights into the ESR behaviour Of silicates, which

wil i be the rlext ''frontierr in this field.

After the cOnference, we had a usefu‖  visit tO Yamaguchi
City where a shOrt symposium On researches in geolo9y was

presented.  I gave a paper On my wOrk On U― series dating bf
spel eOthem, and Dr. Grun gave a talk On ESR dating Of 5peleOthem,

both Of which are very rGle∨ ant tO wOrk On tho karstic caves of
this rOgiOn ( Akryoshi Piateau).   I had interestin9 dis(■

ussions

讐t;|も llモ in』 私 督 tPど と 署1僣 l巳 号とqす袴

i景

属lyO[民 予邦 札 lii品 岳↓晋 5[譜 aぞ
the nluseurn where marly sample5 0f fossil teeth were on ctisp]3y,

that cOuld pOssibly Lle dt3tFad by ESR analysis at a latGr tine.

i tr、en went tO okayama city where r visited the DPpt. Of
Geo lて,gy of the university, as a guest Of Dr. Yamamoto. r learned

about his rFsearcr、  On etable isOtOpes and wる  discussed pif‐ ans tO
write sOrne papers On research carried out when ho was at my

laboratory in Canada.

I sperlt two days at the lnstitute for tttl」 diOs of the Earth′ ョ
Irlter iOr, at Mi3aSa, as a guest Of EJr. Hon何 la. There l prG電 )entttd a
sttm i nar ヽ0「、 rny clating 電 ind stable isotOpc3 studies Of spel(ョ otrterrls,
which is clOs口 ly related tO wOrk now being carrヽ ied out by [】 r,
|くusakabe at that institute. l spOke at length with Dr. Kusaktabe,

and we made sOme arrang「 nents fOr futuThe jOint studies. The
isottOpe research facilities at the ir13tit!」 te are excellent, and I
ca「, inlagine rf_Stul― nirig there tO carry out some studies Of my own
on spPleothems frOm Japanese caves.   I w3S eSpecialiy inlpressctd

by the research On uitra一 high pressure mineralogy and petro10gy
carried out at trle institut骨 . Sir、ce my return from 」 apan, I hf‐ ave
been reading more abOut this prOgram, which is now wOrld-1宮

anlo u s.

【Dveral l, I hacl a very fruitful 埼 tay in 」 apan, learned 3
grF_3at deal abOut researヽ ch 90ing on thfare, and , rnost impOrtantl y,
met a rtumber Of thtt scientists with whom l had be8n cOrrespOnding

Or whose names l has known fOr many years,  r am extremelン
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grttt ttfu l to the Yamada SGience F● undatiOn for permitting thi3

■7ハip. ar、d i ‖ ook forヽ wartl to 7｀ eturrling sOOn tO 」 apan. My special

thankう  90 tO Prof. IkGya for organizing the first E5R conference.

We are now beginning tO think abOut the next cOnference, but it

wili be difficuit to rnatch the excel lent planning and ho3pitality

3ffOrded u3 at this cOnference ln Ube.

8 5 - 2 0 4 4

来  日  者

Herbert Frbhlich

Professor Emeritus,The University

Of Liverpool,Liverpool L69 3BX,

united KingdOm

中 鳴  貞  雄

中 嶋  貞 雄

目的及び成果

誘電体物理や超伝導理

論の分野で著名な理論物

理学者 H、FrbhHch教 授

が、山田科学振興財団の

来日援助によ り、昭和60

年8月 8日 から8月 21日

にわたって来 日された。

本年末には80才の誕生 日を迎える高齢にもかかわ

らず、フランクフル トから南廻 り便で一気に成田

まで飛び、酷暑の 2週 間、多方面の日本人研究者

と接触し、誘電体、生物学、素粒子論その他、物

理学の基本的な問題にたいする旺盛な好奇心と情

熱を示して多大の感銘をあたえた。科学が極端に

専門化 し、たとえ素粒子論や宇宙論を対象 とする

理論物理学者でも、その研究態度や方法は全 く職

人化 してしまっている現在、Frbhlich教授のよう

な百科辞書派的物理学者に接することは貴重な体

験であった。

Frbhlich教授は1930年A.Sommerfeldの もと

で学位を取得、1933年に英国へ亡命、ブリス トル

大学助教授を経て1948年以降 リバプール大学理論

物理学教室主任、英国王立学会員、 1973年 リバ

プール大学を退職、同名誉教授 となった。ブリス

トル時代に湯川秀樹博士の中間子理論に深い感銘

を受け、Hdtlerと協力して同理論の発展に貢献し

た。今回の来日は丁度湯川理論誕生 50周 年にあ

申 込  者   東 海大学

受入責任者  東 海大学

た り、8月 15日には京都大学基礎物理学研究所に

おける中間子理論50周年記念国際シンポジウムに

おいて 「核力に関する湯川理論の発展」と題 して

記念講演を行った。

固体物理分野におけるFr6hich教授の名は、在

独時代の名著 Elektronen TheoHe der Metalle

でまず知 られ、次いで誘電体に関するユニークな

テキス トTheory of Dielectrics(1949)は永宮健

夫教授によって邦訳 され、わが国でも広 く親しま

れている。1950年に発表されたポーラロン理論お

び超伝導理論は、場の理論の物理概念や数学的方

法を固体電子論の分野に初めて導入したものであ

って、その後の理論の発展に大きな影響をおよぼ

した。

さらに最近 15年間は、生物における強誘電的励

起という極めてユニークな理論を提唱し、西独シ

ュトゥットガル トのマックス大 ・プランク研究所

その他の実験グループと協力してその実証に努力

している。今回の来日の第一の目的は、8月 12日

より神戸で開催 された第 6回 強誘体国際会議にお

いて、このテーマについて招待講演を行 うことで

あった。同国際会議参加者はもちろんのこと、 8

月 9日 の物性研究所におけるセ ミナー (ホス ト豊

沢豊物性研所長)、同 10日東京大学における和国

昭允、鈴木増雄、真隅泰三教授との懇談、19日の

九州大学におけるセ ミナー(ホス ト松田博嗣教授)

等、生物における誘電現象および関連する諸問題
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につき、同席を許 された大学院生まで含めて、有  益 な討論が行われた。

REPORT

Herbert FrOhlich

ln these two weeks l visited ltour different institutions connected with different

scientific activities.  Throughout l was impressed by organisational etEficiency.  ′
rhe

S:i景:翻譜::.Were very ab,ly made by PrOfessor S. Nakajima who acted as my
August 8th-10th l stayed in TOkyO.

dttu鼠倉苫景督ilttn辞品献F Ihadttnntt wih ttofesttr Nakaiimaand we
On August 9th On the invitation of ProfessOr Y. Toyozawa l gave a lecture

entitied''Evidence for COherent Excitations ln Biqlogicai SystemsP'at ll a.m.at the

lnstitute fOr Solid State Physics Of the University of Tokyo and after lunch these and

related questiOns were discussed with the research students.

胡監鱒告縄艦襴:温謂温縄謂襴 鐸鞘准
Uttve路;督RI拙描鮮11林脊艦舞

ether宙th Profett W.KhasらWaseda
to attend the first day(August 12th)of the

雑tど|1車:d3と
」獣呂景雑鮮品軍

kttr葛
たマまま

・"総 どl品甘吐品ま亀忌ittls蕊錨
In the afternOOn l acted as chairman tO the talks b)転Dr. T. Mitsui and Dr. H.

Athenstaed。

fry」穏:革撫謎8堵y槌総縄 温
招品逮

」
縄 F難品ヽ鶏盤指将部:]

デiを::よ忌8tidl里:品と得さ岳品||「81i景誉撒 :

MESttr鮒亀ぎ持:縄墨ぷ歩総i累肘。鷲鮒拙獄8kttemor』
medhg

beeni盤岳1出「:hel督古首n:智:giiモニJi:gPSi°
n and to ceユebrate it a speciai stamp had

ad deveioped his theory of nuclear forces

the meson.   Yukawa as well as his

Heitier, Keminer and myself were the

品経?陥at之l提岳学予毛liギ思ど1盟盤 占1/

- 3 0 -
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n靴

維
basic Paper introducing what is now called Bose Statistics was rejected by the
PhilosOphical Magazin and subsequently,  with the heip of Einstein, published in a
Cerman,ournal。

such events in the history of science aire never mentioned in text books where

every new development appears to arise in a logical way. It wOuld be in the interest
of the student to know in at least sOme cases the actual histOrical development.  In

my talk, therefore, I mentioned by analogy that it took twenty years to recOgnise

the wave―particie―duality in electrons after its recognition in iight。

The meeting also provided the opportilnity of meeting colleagues whonl l had

not seen since the 19う3 1nternational Meetins on Theoretical Physics in」apan.

On Sunday August i8th I=lew tO Fukuoka to visit professor H,Matsuda and his

colleagues of Kyushu University.  On Augtist 19th l lectured there on ''Coherent
Excitations in Bioiogical Systems・・.  This ied to far reaching discussions.

Ileft on Ausust 21st.

As a whole l wish to say that during my visit llearned many new aspects which

arise through personal cOntact only,  I cOrlsider visits of this kind of the greatest
importance in the progress of science.

Comptted宙 h ea出 拒r宙 銅ぉ 的 3a:輪

どh躍 程 対 温 為播 ユ皆 品 品 播organisation of meetings.  On occaslons it
that organisation must be the servant rather than the master.
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8 5 - 2 0 4 5

来 日  者

YasuhikO Nozaki(野崎 泰 彦)

Research Statt Departmetttt of

Blochemistry, Duke University

Medical Center,Durham,North

Carolina 27710,U,S.A.

申 込  者   大 阪大学

受入責任者  大 阪大学

高 木 俊 夫

高 本 俊 夫

しか も日常的に誰 もが採用で きるよ うにしよ うと

努力 してお られる。 これは大変に地味なテーマで

あるが、生物化学者にとっては、日常に蛋白質の

濃度 を決定す る尺度 にしている 「吸光係数」の決

定に必要な手llEである。心ある研究者は、その重

要性 を知 ってお り、3月 12日 に 「雪白質の濃度 を

疑間の余地な く微量試料 について決定す るにはど

うした らよいか :乾 燥重量法の微量化の試み」な

る表題で同博士の講演会 を催 したところ、当所の

セ ミナー室が満員 となる盛況であった。

御滞在中、野崎博士は試料調製、乾燥、そして

微量天群 による測定 といった実験 をすべて自ら実

施 され、方法の改善 `確立 に努力 された。また他

方では、私 どもの研究室の若い人々に 「野崎式乾

燥重量決定法」 を懇切丁寧に伝受 して下 さった。

芥川龍之介は次のように書いてお り、かつてよ

く引用 された(「体儒の言葉」):「人生 を幸福にす

る為には、日常の瑣事 を愛 さなければな らぬ。雲

の光 り、竹の戦 ぎ、挙理あ 声、行人の顔、 一一 あ

らゆる日常の瑣事の中に無上の甘露味を感 じなけ

ればな らぬ。」野崎博士 を一言で評するならば 「日

常の実験 における瑣事 を愛 し大切 にして こられた

類稀な卓越 した実験科学者」である。今 日の科学

研究では瑣事 を愛す ることは必ず しも重視 され

ていない し、瑣事 には目もくれず猛進 して成功す

る人 も少 な くないのが現実である。芥川 も、「瑣事

を愛す るものは瑣事 に苦 しまねばならぬ。」と続 け

ている。 しか し、野崎博士のよ うな研究者が存在

しなければ、科学研究者の世界は何か荒凍 とした

風景になって しまうよ うに思われる。

野崎博士 は厚生省国立衛生試験所の要職にあっ

た人であるが、深 く決意 されるところがあって濃

米 され研究者 としての後半生 を実験台の前 を離ね

目的及び成果

昭和41年の晩秋にNor_

th Carolina州‖ Raleigh_

Durham空 港に降 り立っ

た私を出迎えて下さった

のが野崎泰彦博士と私の

最初の出会いであった。

同博士は、Duke Univer‐

棚

棚

翻

ン

ン

sity Medical Center,Department of B10chemis―

tryの Charles Tanford教授 の長年 にわたる共同

研究者であった。同教授の研究室でその後の 1年

8ケ 月を過 ごした私は野崎博士に公私にわたって

色々とお世話になった。それか ら長い年月が流れ、

野崎博士は私 どもの大学なら定年後 10年の御齢の

人 となった。その方 を山田財団の来 日援助金で招

へいすることは、余所 目には 「恩返 し」的発想に

由来す ると見 られたであろ う。私 自身 も申請の準

備 を始めた最初の うちは、長年の御研究の疲れを

故国で療 して もらえばと考 えていた。 しかし、野

崎博士か らの返信はいずれ もが私 どもの研究所で

実際に実験 をしたいとの熱意であふれるものであ

った。私 も次第に受入態勢 をその要望 に応 えるこ

とが出来 る方向にシフ トさせていった。

2月 4日 に無事お元気な姿 を見せ られた野崎博

士は2、3日後には申請した研究主題「蛋白質の微
量試料についての重量濃度の精密評価」に関する

実験を始められた。蛋白質の濃度を一義的に疑間

の余地なく決定するには、試料液と溶媒を透析に

よって平衡化 した後に、両者の一定量をとって乾

燥し重量差を求めるのが最善の手法である。とこ

ろが、在来の方法では貴重な試料が多量に消費さ

れる致命的な欠点があった。野崎博士は試料蛋自

質の所要量を在来の約 10 mgから約50 μgに 切下げ、
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ることなく過ごして来 られた人である。同博士は

私どもの研究所を離れられる直前のある日、「日本

の若い研究者のほうが米国と比較すると、研究の

過程を大事にする。彼等が担ってゆく今後のこの

国の科学の進展に期待 したい」 といった感想を述

べられた。他方、野崎博士の熱心な研究振 りを見

て感銘を受けたとの感想を研究所の何人かの若い

人から聞きもした。ニケ月の短い期間ではあった

が、野崎博士は故国の科学研究の上に何粒かの種

を蒔いて、さわやかな印象を残 して帰って行かれ

た。頭書の研究課題に関しては、私を中心にした

数人が、帰国後は単独で研究を再開される野崎博

士に協力するとともに、今後とも種々教示願 うこ

ととなった。このような貴重な機会を与えて下さ

った山田科学振興財団に深謝している。なお、野

崎泰彦博士について関心を持たれた方は下記を参

照 して頂きたい :野崎泰彦 「実験ノート」(1984)

蛋白質 ・核酸 ・酵素、29、584、671、752。

REPORT

Yasuhiko Nozaki

ld March, 1986, in the lnstitute for

llch is regarded as the Mecca of

long the leading institutes of its kind｀
景itm188°需ef!gelee'『1::ni 普:Si:キlgas 古
;uch a statuso  HOwever, all the
started to wOrk wlth Professor Toshio

千]Sa♀i :千aiよ: :iViテi:tafff:古
掃t:i: S]:|;i♀‖3 13a!hp:k皆景litSu Yohekt Bumon)who

l盤:掃::;士|:|[::ilii::|:i千!:千:it:告il:'t!‖:十
1i;|:1士

景|:ili:‖
:ill:‖

:ill:!十
i:lli号

:1普:lil::i::予i3:!→:|:!r::告g;la:千をW::iせntific community.

,督!i81ty :士::i::;培i‖:Cilil!‖罫:iidl畳ii景::l:8::十:liil!li:|[lli:千モl:lll:ined
as the ratio of the mass of a substance to the mass Of the whole.  But a
secondary measure which is not cOrrela

was hoping that l could make the

+i士iiinsizlii!3:iiil告!:!::告i品li:nty aiya林
梧e景:d。:tt景:Sょudiel::etth8: iry

diffeie景:a::8‖ 帯け
t:w‖

inattdggw]:b甘督:!si♀eiettit‖yt‖[t!P:11品il旨rfa,::ii::i

- 3 3 -

yamada
空白2



l in my laboratOry.  Then we chose

普!:ila‖者 ‖8;h品11岩881:; 帝:igi:11:!:rmi_
iatterTng methOd, which had been

ll:iiを材
::古l甘;ti告ii8:‖:甘::|1岳

kiP冊
i千:er

lai:!:ili!ie l:sii:::::fi:::‖:ili;i†:ょ
n:8+ull!常を:::!:::ilifi告♀allie:↑iure
t:‖;;きtiせ1。‖

ill ;:占
:]を:1キn :|:t:|lte

achievements, I have been benefitted
h many people, from prominent

::' f8foigl、°
甘‖i :千普g:ni:Riど,:品」n世:uld

a generous funding from the Yamada

stance from the suppOrting Foundation

ii:1告b:i士ail!::ill:lii士†m!!品:1士:i告lada

:十1:311;!!!|!i:ill:♀|::|:|!告:il:!♀8Pi8:士;告:it号押t:;:送i!t:Fifttt十皆Sii:せllt i:h
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昭和 60年 度短期間派遣成果報告出Ⅲい岬Wm山J印町叩Ⅲ町Ⅲ「M岬仙Jttw理Ⅲ

85-4101

アメリカ、第 14回原子衝突国際会議 他

東京大学 近 保藤

!i:|:[↓二格晏ンと皇呈示洛倉縁E士
よ
墓鑑雪唇i

今回、XⅣ Intemation―

al Conference on the

Physics of  Electronic

and Atomic Collisions

で招待講演 を行 ったので、

背|?大
きな敷地 を持 ち、内部には大学キ ャンパス

1)励 起分子の解離過程、2)イ オンの電子捕

獲過程および原子衝突に伴なう電子移行過程、3)

偏極原子のエネルギー移動過程、4)電 子および

陽電子の散乱過程、 5)多 価イオンと原子の衝突

過程、6)電 子 ・原子、イオン ・原子衝突におけ

るアラインメントおよびコヒーレント効果、 7)

多価イオン ・原子衝突における選択的電子補獲、

8)電 子付着および脱離過程、 9)励 起原子 ・分

子衝突過程、 10)オ ージェ過程および自動イオン

化過程、 11)(e‐2c)過程、 12)高 エネルギー原

子衝突、 13)イ オン・分子反応、 14)多 光子イオ

ン化、 15)重 イォン衝突。

筆者はPrOgress Reportを、上記のセッション

9)で行った。 こ のセッションの討論主題は、励

起状態の関与する衝突に関するものである。レー

ザーを中心的な手段 として用いる研究が一つの流

れであるという印象を受けた。講演題目は 「クラ

スターとリュードベ リ原子衝突による負イオン生

成」であった。 リュー ドベ リ原子を超低速の電子

源 とみなし、弱い分子間力で結合しているクラス

ターを効率よく、ソフトに負イオン化する方法に

ついて 30分間講演した。

クラスターのような特別な集合体や、 リ ュー ド

ベ リ原子のような特殊な状態にある標的を用いる

のがこの会議の一つの新 しい傾向のように見受け

られ、講演後の質問にもそれが表われていたよう

に思 う。講演内容について`informative'で
ある

との座長のしめくくりがあり、 PrOgress Report

としての役目をある程度はたし得たと思っている。

たしかにこの方法はクラスターのみならず、電子

親和力が正である分子のソフトなイオン化に適用

できる。たとえば、生体関連高分子を質量分析す

るとき、そのイオン源として用いることができる

11:奮纂を筆鑑魯岳」11す増揺計;桝うと予暫雪茅吾
| | ヨンサー ト、コンファレンスタ食会などでは、く

■1咲!二増F雰囲暑曾書岳|こ轡書を合:忌暑;告骨:
||うに、電子、原子 ・分子、イオンなどの粒子衝突

過程に関連し、さらに化学 と物理の接点にある間

題を意欲的に取 りあげ、その領域を拡げつつある。

例えば前回会議では、筆者と関連の深いクラスター

に関するシンポジウムなども行われた。発表の形

式は、一般講演 (～700件)、 Keynote Lecture

(11牛)、 Popular Lecture(11牛 )、 Plenary Lec‐

ture(3件 )、Review Talk(12件 )、PrOgress Re―

port(24件 )、SympOdum Talk(20件 )などであ

る。会議の方向は、下記のRevttw Talkお よび

PrOgress Reportの トピックスにあらわれている。
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かもしれない。

会期中および直後にわたってスタンフォード大
学化学科の親 しい友人Zare教授 と旧交を温ため、
Zare研 とのグループ討論を行った。 こ の研究室
ではZare教授のすばらしい着想 とあぃまって、レー

ザーを化学に広 く応用して画期的な成果をあげて
いる。Zare教授には公私共に大変お世話になった。

この会議では、ァメリカの知己のみならずヨー
ロッパの人達とも再会することができ、ョーロッ
パにおける関連分野の進歩を知ることができた。
Frdburg大 学のHaberiand教授やKaisersiautern

大学のHOtOp教授などとは2年前のベル リンでの
会議以来であったので思い出話に花が咲き、楽 し
い一時を過ごすことができた。

会議前にはカリフォルニァ大学 (バークレー分校)
のStrauss教授を訪問し、 化 学教室でのセ ミナー

を行った。旧知のLee教授の研究室 も訪間したが、
あいかわらず活発な研究が続けられてお り、分子
線を用いた化学反応や分子動力学の研究では世界
における中ぃ

の一つとぃう感想を持った。水素ク
ラスターィォンのスペクトロスコピーなどについ
ても仕事を続けてお り、理論研究 と組合せて、そ
の構造に関して興味ある結果を発表 している。ま
た会議後の 1週 間をTRIuMF(カ ナダ)の 中間子

ビームを用いる実験にさき、我々の関連 してぃる
分野に対 して、中間子がどのように応用できるか
を検討 した。実験終了後 ミネソタ大学の Gentry

教授 とTruhlar教授を訪問しセ ミナーを行った。
Gentry教授は山田財団の招へいで 1984年 6月18
日に来日し、約 1ケ月半滞在 して7月 29日帰国し
ているので、日本人にも知己が多い。その時の来
日報告書 (84-2028)に も紹介されているように、
パルス分子線の創始者であり、レーザーと組合せ
て化学反応、分子動力学に続々と新しい成果を発
表している。またTruhlar教授は理論化学者で、
やはりGentry教授 と同じ分野で、新しい反応理論
を展開しつつある。 ミネソタ大学でのセ ミナー、
研究室訪間や討論は、筆者のこれからの研究方向
に関して参考になることが多かった。8月 18日に
アメリカ最後の地シァ トルを発って19日に成田に
帰着した。

今回このように大変有意義な経験を積むことが
できたのも山田財団の御援助によるものであり、
深 く感謝 したい。また、滞米中公私にわたってお
世話になったスタンフォード大学の Zare教授、ミ
ネソタ大学のGentry教授、およびヵリフォルニァ
大学のStrauss教授にも感謝の意を表わしたぃ。

8 5 - 4

高分子二次元電子顕微

鏡法に関する第 1回 ゴー

ドン研究会議は 1985年

7月 8日 ～ 12日 ニュー

ハンプシャー州アントリ
ム市のホーソン ・カレッジで開催 された。

会議はゴー ドン・コンファランスの例に漏れず、
約 100名が同一のキャンパスに泊 り込み、日本か
らは豊島 近 、富岡明宏両博士(東大)と私の三名
が出席 した。発表は九つのセッションに分かれ、

118

アメリカ、第 1回 高分子二次元電子顕微鏡法に関
するゴー ドン研究会議

東京大学    若  林  健  之

招待発表とポスターセッションで行われた。ポス
ターは会期の間ずっと掲示 され、充分に見たり討
論ができるように配慮 された。

この会議は最近著 しく進歩した新しい電子顕微
鏡法 一一

特に画像解析による三次元像再構成によ
り蛋自質などの生体高分子の立体構造の研究を中
心 として、その技術的偵!面を重要視 しつつォーガ
ナイズされていた。セッションは、(1)凍結水和標
本の電子頭微鏡法(クライォ電顕法)、(2)高分子結
晶の高分解能での研究法、(3)相関平均法、“)高分
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子複合集合体、(ゆ生体膜蛋白、(6)新しい結晶化技術、

(7)線維状蛋白集合体、(8)構造細胞学の新しい研究

法、(9)ポスター発表に関する討論の九つである。

電子顕微鏡像からの二次元像再構成力Xlugら に

よって行われて十数年で、このテーマでゴー ドン

会議が開かれるようにな り、普段は、生物物理 ・

生化学 ・分子生物学の別々の会場で行われていた

話を集中的に聴けるようにな り、討論できるよう

になったのは嬉 しい。

我々は、筋肉の細いフィラメント構造、筋肉の

細いフイラメントとミオシンとの複合体の三次元

構造、アクチンとミオシンの相互作用の様式の三|

つの発表を行った。特に須藤博士(東大)と共同し

て開発したアビジンービオチン系を用いた電顕法|

85-4

スエーデン王立: 工科大

学ベ ング ト・ロンビー教

授の業績 と退富を記 念 し

て 8月 25日 ～ 29日 にス

トックホルムで開催 され

た標記国際会議に、山田科学振興財団か らの援助

を得て、出席す ることがで きた。吉田は確i和38年

から2年 間ロンビー教授のもとで高分子光化学な

どのESR(電 子常磁性共鳴)法による研究に携わっ

た事がある。会議は、この分野における世界の第
一人者による招待講演と討論を中心に、基礎 ・応

用の両面で今後益々重要性を増す高分子光化学の

発展方向を見定めようとしたものである。旧師ヘ

のお祝いと吉田自身の今後の研究の展望を拓 く事
を目的に出席したが、ロンビー教授の業績を称え
る十縛 介 文 に

“
Th e  n r s t  p u b h c a t i O n  b y  H  Y o s h i d a

and B Ranby appeared in 1964 on the study

Of ttSR spectra Of free radicals fOrmed and

trapped in pOlypropylene and pOlyeし hylene

a f t e r  u v  r a d i a t i o n " とあ るの を見て、光栄 に思

は注 目され日頭発表に選 ばれた。

帰路の途中でボス トン近郊のブランダイス大 に、

Caspar、 DeRosier両 教授を、セントルイスのHeuser

研究室の片山博士を、アリゾナ大でChiu、Hartshorne

両教授 を訪問 し講演 ・討論 した後、スタンホー ド

大学のUnwin教 授の研究室で筋肉 フィラメン ト構

造について討論 し帰国 した。 次 回は 1987年 に

Unwin教 授 をChairmanと して開催 される予定で

ある。今回の出席は、新 しい研究法であるクライ

オ電顕法に取 り組みつつある私達の研究 グループ

にとって極めて大 きい収穫 をもた らす意義あるも

のであった。

派遣費 を援助 された山田科学振興財団に心か ら

感謝 したい。

130

スエーデン、高分子光化学の新動向に関す る国際

シンポジウム

北海道大学   吉  田     宏

うとともに面映ゆ く感 じた。

会議は、22の 招待講演 とポスターによる一般発

表 とか らな り、討論に十分な時間が割かれていた。

世界 29ケ 国か ら約 220名 (うちスエーデンから110

名)が参加 した。日本か らは、相馬純吉 (北大工)、

鍵谷 勤 (京大工)氏等 8名 が出席 し、ロンビー教

授 と日本 とのつなが りの深 さを感 じさせた。

会議で発表 された内容は、既にNew Trendsin

the PhOtOchemistry of Polymers(Elsevier社 )

として刊行 されているので、詳細は省略す る。 こ

こでは、吉田が強い印象 をもったい くつかの個々

の問題 を列記す る。

J E Gllletは、高分子光化学 におけるアンテナ

効果 を取 り上 げた。合成高分子にアン トラセ ンの

よ うなエネルギー ・トラップを結合す ると、高分

子鎖が吸収 した光エネルギーが トラップに移動 し、

その励起効率が格段 に高 くなる。 このようなァン

テナ効果が一重項励起移動による事は確かではあ

るが、高分子鎖の果たしている役割はまだ不明確

である。
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W. Schnabelは 、  acrylphosphine や acryl―

phosphonateが350-400 nmの 光によるラジカ

ル開始剤として、塗料の硬化や金属表面のコー
ァ

ィングに有用である事を述べ、これら開始剤の光

化学反応機構と反応速度の研究結果を報告 した。

学術的には陳腐に見える研究 も応用の見地からは

極めて重要である事を知 り、広い視野で研究計画

する必要を痛感した。

H.Bamfordは 、Mn2(CO)10が 四塩化炭素溶液

中でUV光 によるラジカル開始剤 として諸重合反

応に応用した例を紹介した。開始剤が分解したの

ちMn(CO)s CittCC13となり、後者が重合を開始

する事になる。C2F4が共存するとMn(CO)5CF2CF2

ラジカルが重合開始し、ポリマー末端にMnが 含

まれることになる。この反応の機構をESRに よ

り解明できる可能性が有る。

D,M.Wilesは 、ポリオレフィンとくにポリプロピ

レンの光酸化 と分解に関する研究の現状を紹介し

た。光吸収体は00H,触 媒点 C=0,102,0~HC

電荷移動錯体で、ポ リプロピレン光劣化における

重要度 もこのllRである。劣化防止の基礎として、

1985年9月 、ポーラン

ド人民共和国における第

17回隔年流体力学シンポ

ジウムに出席した。隔年

流体力学シンポジウムは

ポーランド科学アカデ ミー基礎工学研究所の流体

力学部門が主催(代表はFおzdon教授 とZorski教

授)する国際会議で、 1985年 9月 2日 ～ 6日 、パ

ル ト海の港町グダエスクから約 10 km、ソビエツェ

ヴォのホテル(青年研修センター)で行われ、ポー

ランド国外からは19ケ国86名、国内からは約 100

名が参加し、日頭発表(原則として二つのパラレル

セッション)とポスター発表合わせて約 120編の論

光吸収剤や励起失活剤を有効に用いるために、光

酸化の基本的機構を確立する必要性が強調された。

これに対 し、N.A.Allenは 、同様のテーマを取 り

扱った講演において、光吸収剤や励起失活剤より

も抗酸化剤のほうがより重要であると述べ、化学

的側面を強調 したのは興味深い。何れにしても、

このような研究においては固体ポリマー中に生成

したラジカルの局所的分布の知識が必須である。

吉田は、被照射団体ポリマー中のラジカル分布

を電子スピンエコー法を用いて測定する方法につ

ぃてポスター発表をおこなった。高分子光化学に

おける新しい実験法として関心を集める事ができ

た。

スェーデンを訪れた機会 に、ASEA社 のDr.

Claesson(以前に山田科学振興財団の援助で滞日)

とルンド大学のDr.Marcusに 会い、 燃 焼化学に

関する討論を行い、共同研究の計画を立てること

ができた。また、帰途ポーランドに立ち寄 り放射

線化学に関するシンポジウムにも出席することが

できた。

85-4142

ポーラン ド、第 17回隔年流体力学 シンポジウム

京都大学    青  木  一  生

文が発表 された。代表者 Fiszdon教 授の意向によ

り、流体力学の基本に立ち返って物理的数学的な

面から現在の話題にアプローチしようという立場

のものであつた。発表論文は、粘性流、渦運動、

非ニュートラ流、希薄気流、混相流、自由境界を

含む流れ、流体力学の数学的理論、統計力学的研

究など、広範囲にわた り、例えば、遅い粘性流中

の物体に対する壁面効果(Fiszdon教 授)、非定常

渦流の空気力学(Atas車教授)、懸濁流体のレオロ

ジー(Acrivos教 授)、コロイド分散孫に対するLorentz

とOnsagerの 相反関係(Batchelor教 授)、 希薄気

体の境界値問題(Canish教 授)、高度に希薄な気体

中の加熱物体に働 く力(宮根教授)、非平衡流体に
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おけるゆらざ(COhen教授)、相転移学の最近の話
題 としての表面湿潤 (Hauge教 授)などがあげられ
る。私は 9月 4日 午前のセ ッションで 「希薄気体

流 と物体に働 くカ ー 55希薄気流の流体力学的記
述 ―

」(宮根教授 との共同研究)と 題す る講演 を

行 った。

通常の講演以外 に、FもzdOn教 授 の提案によっ

て、分子気体力学の最近の重要なテーマである「蒸

発 ・凝縮の気体論的研究」 に関す る討論会が持た

れ、私 も参加 した。 この討論会 には分子気体力学

研究者の他 にこの現象 に興味を持つ数学者、統計

物理学者が参加 し、広い視野 に立 った討論が行わ

れた。

会議期間中は宿泊、食事 とも講演会場 と同 じ場

所であったため、会食時や夕食後に も討論や研究

情報の交換が盛んで、様々な国の広い分野の研究

者 と交流することができた。

会議終了後の 9月 9日 には、FttzdOn教授の招
待でワルシャヮにある科学アカデ ミー基礎工学研
究所を訪れ、希薄気体力学 と流体力学の関係につ
いての講演を行った。また前日の日曜日には、ヮ
ルシャヮ大学のPiechOr博士にワルシャヮ市内を

案内して頂き、午後には同大学の Palczewski教

授のお宅に招かれた。これらの機会を通 して、ポ
ーランド及び東欧における研究 ・教育の現状につ
いて知ることができた。

今回のポーランド訪間では、多 くの点で大 きな
成果があった。これを実現させて頂いた山田科学
振興財団に厚 く感謝し、また、海外派遣制度が充
分整っておらず多 くの研究者が自費で海外出張せ
ざるを得ない我国の現状下での同財団の貴重な援
助事業に対し深 く敬意を表 したい。

8 5 - 4 1 5 9

オランダ他、第 13回国際生化学会議 他

‖ ォ暑予雰昌香腎猛安サ;レ

躙ン墨縄屋屋居畳曇塾i識
品翻鞠 尼FIア=瑠 メニ

ツ市での第 26回国際脂質生化学会議 に出席 した。

国際生化学会議は 8月 25日 (日)の招待講演に始ま

り、翌月曜 日か ら金曜 日までの 5日 間、招待講演、
シンポジウム、コロキゥム、ポスタ_セ ッンコン

で非常に盛 り澤山の発表が行われた。私は自己の

研究分野である生体膜の構造 と機能 に関す るセ ッ
ションのみを選んで出席 したが、それで も興味あ

る演題が重複 し、選択 をせま られ る場合が多かっ

た。主 として出席 したのは、膜の生合成、 リ ン脂

質 ―タンパク質の相互作用、膜 タンパ ク質 と輸送

並びに受容体関係、脂質輸送 タンパ ク質等のセ ッ
ションであった。 シンポジウム、コロキゥムは共
に、現在第一線で活澄 に研究 を行 っているグルー

国立予防衛生研究所  赤  松 穣

プの演題が多 く、最新の情報 を合 む内容は実に充

実 し有益であったと思 う。私は高等動物細胞 にお

けるリン脂質代謝の機能的意義に関す る研究成果
を二演題発表 した。研究内容は、」 Biol Chem。,
並 びに Proc Natl.Acad sci usA,に 掲載 され

た もので、前者は動物細胞膜 における リン脂質代

謝の調節機構に関す る生化学的解析、後者は リン

脂質生合成機構の遺伝生化学的解析 に関す るもの

である。 この学会では、この両演題 を膜機能発現
における役割の面か ら発表 したが、多 くの研究者
と討論でき、非常に有意義であった。国際生化学

会議は生化学全般 にわたる広範な分野 をカバーし

ている学会なので、専門分野以外の発表 を聞 く予

定にしてぃたが、時間の都合で果たせなかった。
しか し専門分野 に関 しては、多 くの情報 を吸収 し

すこ。

国際脂質生化学会議は 9月 3日 か ら9月 6日 ま
で行われた。招待講演は Zilversmit教授の脂質輸
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送タンパク質の機能に関する総説講演で、その生
物学的意義に関しては未だ不明の点 もあるが、そ
の応用面に関しては大変興味深い話題提供であっ
た。会議の内容は、 i)脂 質の細胞内輸送 と膜形
成、 市)ェ ーテル脂質の生理学的意義と細胞膜の

特性、m)血 清 リポタンパク質と細胞膜及び受容
体との相互作用の三分野よ り成 り、それぞれ脂質
の面から膜機能との関連が深 く掘 り下げられた。
|)の セッションでは、脂質輸送タンパク質の特
異性、意義、脂質の細胞内輸送、細胞内分布の解
析に関する新技術の紹介、膜脂質組成の改変 と物
性、膜脂質代謝と相互変換などが主であった。私
はこの学会でも前述の二演題を発表 したが、脂質
学会であるので、膜における脂質代謝の意義とい
う面を強調 して報告 した。特に膜 リン脂質生合成
の遺伝生化学的研究は、その内容の斬新さと方法

論の有用性などから大変な注目をあび、組織委員
長のPaltauf教授から学会参加に対 して謝意を頂
いた。エーテル脂質に関しては、その代謝、細胞

膜 。人工膜における特性と生理的意義、血小板活
性化因子等の面で活駿な討論が行われた。特に血
小板活性化因子の発見者の一人であるBenvenるte

研究室からの PAFの 代謝 と構造活性相関の総説
的講演並びに Munder博 士のアルキルリゾ脂質の

抗腫瘍活性と構造相関の講演は大変興味深かった。
リポタンパク質に関しては、代謝、細胞膜 ・受容
体との相互作用、脂質の吸収 ・異化などに焦点を

合せた最新の知見が報告され、専門を異にしてい

る私にとって大変勉強になった。貴財団の援助を

有効に生かすため、今後の研究成果に充分反映さ
せたいと念 じている。

重イォン加速器の進歩

によ り、種々の原子核一

原子核衝突に関する実験

的知見が増大 し、いくっ

かの興味ある現象が見い

出されている。そのうちの一つとして、高励起、
高スピン複合核の形成及びその冷却過程がある。
高温度核物質の性質や、種々の自由度の平衡化過
程などの研究に具体的な場を提供する。

今回の、フランス国立重イォン研究所 (GANIL,
カーン市)のDrs.Gr`goire,Delagrange,scheuter

氏との協同研究は、重イォン核反応で形成 された、
励起エネルギー loo MeVか ら数 100 Mevの 複合
核の核分裂に伴なって観測 された粒子放出の異常
に関するものである。特徴的なことは、核分裂前
に放出された粒子の多重度が、従来の統計的模型
で期待 されるものの 2倍 程になることであり、さ
らに、高励起複合核、即ち、寿命の短い複合系か

8 5 - 4 1 7 0

フランス 他 、重イォン核反応の理論的研究

京都大学    阿  部  恭  久

らの放出にもかかわらず、粒子のエネルギー分布
及び角分布は、熱平衡系からの蒸発のそれである
ことである。そこで、我々は、核子自由度は、常に

熱平衡にあると仮定 し、核分裂に導 く崇団運動の

自由度(e10ngatiOn moはon)は 、有効質量が大きく、
熱平衡への到達はゆっくりしているとの仮定から
出発 した。即ち核分裂運動は、非平衡状態にある
一種のBrown粒 子 とみなし、その運動の位相空間
での分布関数をFokker_Planck方 程式で記述 し、

同時に、粒子の蒸発による親の核の存在確率の変
化をMaster方 程式として取 り入れる、一般化した

Fokker‐Pianck方 程式を提唱した。これにより、

平衡化過程における過渡的段階と粒子放出による

冷却とを同時に力学的に取 り扱 うことが可能とな
つた。例として、194Hgの

核分裂に伴なう粒子放
出を計算 し、観測値にみあう強度を再現すること
に成功した。この一般化輸送方程式は、核分裂の
みならず、重イォン核反応に広 く応用 されうるも
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ので、今後展開が期待 される。この結果は、近 く
西 ドイッの学術雑誌 Zeitschrift ttr Physik に掲
載される。又、この成果は、今年 5月 カーンで開
かれる国際会議において、申請者が行 う招待講演
で報告 される予定である。

GANILへ の途中、かねてから招待を受けてぃ
た、Dubna連 合原子核研究所 (ソ連、モスクヮ郊
外)に立ち寄 り、Dr v A MatveenkOと 低エネル
ギー重ィォン衝突の理論的枠組の一つとして、断
熱近似による定式化を試み、古 くから知 られてい
る、不自然な動径結合の解析的消去に成功 した。
現在、論文にまとめつつある。この定式化は、重
イオン核反応のみならず、原子 ・分子散乱におい

ても有用な一般的なものであり、最近のμ_catalized

fuSonな どの計算にも偉力を発揮するものと期待
される。さらに、途中、イタリアのTriesteで開
かれてぃた国際会議 TOplcal Meeting On Phase

SpaCe Approach in Nuclear Dynamicsに
出)語

し、この分野の動向の把握に努めた。

.輪 浦 獣 畠揮斎‰ 盈 路

L虐

鑑 婁
加することが出来、数ケ月の滞在にしては、大変
効果的な研究活動を行うことが出来た。渡航費を
援助して下さった、山田科学振興財団に深く感謝
する。

8 5 - 4

量子化学国際会議(Ic

QC)は 3年毎に開催され、

今年はその第 5回 目の会

議がカナダのモントリォ
―ル大学 において開かれ

た。会期は 1985年 8月 19日 ～ 24日 の 6日 間、会
議の実行委員長はsandOrfy教授で、この会議には
量子化学者をはじめ原子分子物理学から分子生物
学まで広い範囲にわたる研究者約 450人が参加 し
た。発表の形式は招待講演とポスターのみである。
招待講演は6日 間を通じて 7セ ッション (分子の
励起状態、重い原子を含む系、光 と粒子の散乱、
電子密度、Biom01ecule、 分 子間相互作用及び分
子動力学、展望)に 分かれ常に同一の会場で行わ
れた。 「理論と実験の相互作用」と云 う今回の会
議の課題を反映して、各セッション毎に理論家と
実験家の講演が配されてお り、京都で開かれた第
3回 ICQcと 比べるとスタィルは力>なり異なっ
ていた。これらの講演とは別に、第一日目の夜に、
Lbwdin教 授による “The State the Art Lec_

ture"と題する講演があり、理論的方法のre萌ew

173

カナダ、第 5回 量子化学国際会議

北海道大学   田  中     皓

であつた。同教授の衰えを見せない情熱が大変印
象的であった。

私達は今回新 しい cIプ ログラムシステムを開
発

Y、
その応用としてcH2分 子の電子親和力の計

算結果を発表 した。その私達にとって、三日目の
講演で L,op01d博 士が行ったcH2~な ど負イオン
分子の光電子分光による電子親和力の報告は大変
興味深かった。 こ のセッションの座長であった
DavidsOn教 授はセッションの終 りに理論計算の間
題点をいくつか指摘 したが、その中でCH2の 電子
親和力は現在の最良の計算でも± 5 Kca1/molも誤
差が見込まれると述べた。彼のCI計 算の最良の
値が 0.30 eV、Leop01dの 報告した値は0.65 eV、
私達の報告 した値は0.38 eVで DavidsOnの 値より
多少大 きいが、実験値とは遠 く、DavidsOnが 云う
ところのcOnvergeし た状態からほど遠い。私達の
計算にも基底関数や CIに おける多電子関数空間
の拡張、更には分子の幾何学的構造の最適化の徹
底など計算に改善の余地があるので再挑戦するつ
もりでいる。

私のこの会議出席の第一の目的は多参照関数に
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対する線形クラスター展開とその応用について発

表を行 うことにあった。クラスター展開法は多体

問題における有力な一方法であるが、今回の発表

は複数の電子配置が強 く混合する状態にも適用し

得る様にした理論である。現在世界の数グループ

が関連 した論文を発表 し、にぎやかな話題の一つ

てFある力S、 Bartlett, Robb, shavitt, Mukharjee,

Kaldorと云った人々と討論が出来たことは大変有

益であった。

この会議の前にはIndiana大学で行われた日米

科学協カセ ミナー 「化学反応の電子論Jに 参加す

ることが出来たのも私には有益であった。また会

議の後、ァルバータ大学の藤永茂先生々尋ねる機

会 も得た。この旅行ではB.Liu,It Shュvitt, E

R`Davidsonな ど、会 う機会の少ない方 と再会 し、

議論し、その人柄に接することが出来たことは大

変幸運であった。

最後に山田科学振興財団に対し、心からお礼を

申し上げる。

Dr,J.Vanderkool お

よびDr.T.Yoneしani(米

国ペンシルバニァ大芸 De内

partment of B10chem‐

istry and B10physics)と

の共同研究を行った。研究内容は、生体における

cytOchrome間 の electrOn transferに関するもの

であるが、モデルとして、cytOchrome cと cyto_

chrome c peroxidase間 の相互作用を検討した。

cytOchrome cの ヘム鉄 を亜鉛で置換 したZn cytO_

chrome cは 、室温にて phosphorescenceを 発す

る。そのlfe timeはlo数 msecOndであり、長い

寿命がelecttOn transferのような相互作用を調べ

るには都合がよい。 このphOsphorescenceを示U用

して、cytochrome c peroxidaseとの相互作用を

調べ、以下のような実験結果を得た。

1)Zn cytochrome cのphOsphOrescenceは、na‐

tive cytochrome c peroxidaseによりquenching

を受けた。このquenchingは両者の濃度比が1対

1の ところで、ほぼ完全にquenchingを受け、両

者が 1対 1の化学量論的な相互作用をすることが

わかった。

2)Zn cytOchrome cの 室温におけるphospho_

8 5 - 4 1 7 7

アメ リカ、 The Electron Transfer RenCtion be_

tween Cytochrom c and Cytochronl c Perox_

ldase

東京薬科大学  堀  江  利  治

r e s c e n c eスペク トルは、 n a t i v e  c y t o o h r o m e  c

p e r o x i d a s eの存在で、短波長 にシフ トす ることが

わかった。

3) Zn cytOchrome c の phOsphorescqnce は 、

apocytochrome c peroxidaseに よっ1ごも回uenching

を受 けたが、その度合は、n a t i v e  c y t o l h r O m e  c

peroxidaseによるqttnchingよりも/J さヽわ)った。

4)Zn cytochrome cの phOsphoresceiceは、na_

tive cytOchrome cによりquenchingを受けた。
この ときのphOsphorescence decay cに rve  の

semi_10g plotは下方に折れ曲が りを示 した。

5)Zn cytochrome cの phOsphorescenceは、

poly‐L‐aspartic acidによって quenchingを受け

た。                  |

6)上記1)～5)に示したZn cytochrotte C の
phosphorescence quenchingは、 高津度のKCl
添加により消失した。        |
以上の実験結果から、cytochrome clとcジtO_

chrome c peroxidase間の相互作用に申して次の
ような結論が得 られた。

1 ) Z n  c y t o c h r o m e  c のp h O s p h o r e s c 9 n c e を利

用して、c y t o c h r o m e  cからc y t o c h r o m p  c  p e r _

o x i d a s eへの e l e c t r o i  t r a t t s fё=をm  s e c , n dの時
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間領域で捉 えることがで きた。

2)zn cytOchrome c の  phOsphorescence

quenchingの 中には、 cytOchrome c と cytO_

chrome c peroxidase間の interactiOnが引 き起

こす cytochrome cの ヘ ム近傍 におけ る p01y_

peptideの構造変化が併発 している可能性が示 さ

れた。

3) cytochrOme c と cytOchrome c peroxidase

間の相互作用 には、静電的な力が大 きく寄与 して

いることが示 された。

8 5 - 4 1 8 8

アメ リカ、

第 10回国際発生学会議

(International  Society

of Developmental B1010_

gists cOngress)は1985

| | ■■■ⅢⅢ!‖慨1 + f 舟l i 十1 1 1 ■l i  年 8月 4日 か ら9日 まで

米国 ロサンゼルス市の ウエステンボナベンチャー

ホテルで開催 された。この会議は発生生物学に関

する世界的な会議で4年 毎に開催 されている。久
し振 りのアメリカでの開催 とあって 1000人程の参

加者があり、盛会であった。日本からも70余人が

参加 し、ァメリカ以外では 1国 として最高の参加

者とのことであった。これは地理的な近 さもさる

ことながら、日本における発生生物学者の活動を

反映していると思われる。

開会前日の 3日 には役員会が開催 され、私 も役

員の 1人 として出席 した。この会では次期開催地

(オランダ ・ユ トレヒト)などが決定 されたが、重

要議題である次期会長は決定に至 らなかった。し

かし、2日 後に開催 された臨時役員会でフランス

のLe Doua五n夫 人の就任が目出度 く決定され現

会長の岡田節人氏(基礎生物学研究所長)も一安心

となった。この会で次期役員候補 も選出されたの

で、 2期 8年 に及ぶ私の役員の任期 も満了とな り、

ほっとした。

8月 4日 からの会議は、毎日午前は現在の発生

生物学の トピックスをめぐってのシンポジウム、

第 10回 国際発生生物学会議

京都大学 竹

年後は ミニシンポジウムがあ り、その間にポスタ_

セッションが行われるというぎっしりと詰まった
スケジュールであった。私は8月 5日 の年後に発

表した。このセッションは論議が長引いて夜に予

定されていたパーティにもやっと間に合うという十

有様であったが、パーティ会場に向うパスの中で

も議論が続き、大いに啓発 された。

このように忙しい会議であったが、専門に近い

人は別として久し振 りに旧知の人々と再会できた
のも大 きな喜びであった。また、この会で話がま

とまって私の研究室でsabbatcalを過ごすことに

あ た人もあった。会期中の公式 ・非公式の会合で

の人々との出会いを大いに楽しんだ。

会議を通じて痛感 したことは、遺伝子レベルの

研究が発生生物学全般にわたってきわめて大 きな

インパクトを持つに至ったということである。 4

年前のBaselでの会議に始まったこのアプローチ

は今や日常的となって、発生生物学のすべての分

野においてその有効性を発揮しているという感 じ|

である。この方面の研究が最 も進んでいるのはシ

ョウジョウパェの発生系であるが、この会でHarrisOn

賞を受賞されたイギ リスの」.B Gurdon氏 が受賞
の挨拶の中で他の発生系における研究の進展の重|

要性を説かれたことが印象的であった。最後にこ

?会議への出席を可能にして頂いた山田科学振興|
財団の援助に心から感謝する。

夫郁内
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8 5 - 4

チェコスロバキァの首

都プラハから車で北へ走

ること約40分 、ブルタバ

(モルダウ)がェルベサ11に

合流する地点のあた りに

Mもlnikとぃぅ町がある。この町からほど遠からぬ

ところに、ボヘ ミアの平原にそそ り立つパロック

様式の美しい城がある。その名をLiblice城とい

う。 1699～ 1702 F々に Arnoきt JOsef Pachtaイ白

爵がイタリア出身の建築師 Alliprandiに建てさせ

た館である。何人かの貴族の手に渡ったのち、1945

年に国家の財産 とな り、第一級の史的記念物に指

定された。1952年からその管理が同国科学アカデ

ミーに委託され、かずかずの改修の手が加えられ

たのち、現在は同アカデ ミーのコンファレンスホー

ルとして使われている。

標記のシンポジウムは、去る9月 2日 ～ 6日 行

われた。チェコスロバキァ科学アカデ ミーのヘイ

ロウスキー物理化学 ・電気化学研究所が主催 して

不定期に行っている国際会議 「マイクロシンポジ

ウム」の一つである。会議のテーマにはそのとき

どきの トピックスが適宜選ばれる。今回は標記の

ようなテーマが選ばれ、その内容は分子衝突 と化

学反応の理論であった。参加者はほとんどが理論

屋であったが、その中に2名 の実験屋が招待 され

講演を行った。理論昼さんに実験の最先端の話を

聞かせる趣旨からの企画であるという。筆者はそ

のひとりとして参加 した。会議の行われた部屋は

丸天丼にフレスコ画の描かれたsala terrenaであ

り、宿泊にあてられた部屋には18世紀初頭からの

美しい家具がそのまま残っている。

学術的セッションは正味 2日 半にわたって行わ

れた。この間に32の講演と二つのポスターセッシ

ョンが行われた。討論主題は、 1)分 子衝突 とそ

195

チェコスロバキァ、

ウム

分子科学研究所

素過程 と化学反
ホ

性シンポジ

小 谷 野  猪
辛

助

|

3)啓艦垂督と象林黛島≧I七
ti:,1蟹:i;手暑官

されたGeorge Schatzの講演で始まキた。化学反

唇尼覆;品豊釜垂目奮醤霧皇言景署1啓稽鷺品名
介された。つづいて行われた一般講峠では、量子

力学的及び古典力学的な各種の手法↑個々の反応

系への応用が主であった。筆者は初申
の年後のセ

ッションの冒頭に講演を行った。分十イオンの内

暑督曾看暑骨誉〔;;;:3号 岳腰

には、大型の速い計算機が使えない今が共通した
悩みのようであっ峰。なか日の年後,キプラハヘの
エクスカーションであった。オスカ+・ココシュ
カの絵などで知られる美しい古都プ'ハの、とり

人、ハンガリー、イタリー各3人、寸リシャ、ス

|
|
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会議は、 1985年 8月

28日から5日間、約 150

名の研究者が参加して、

ニューヨーク郊外のコー

ル ドスプリングハーバー

研究所で行われた。この会議は、3年前(1982年)

に同研究所で開かれた第一回の 「熱ショック会議」

に続 くもので、生物学、医学をはじめ広い学問分

野で最近関心の高まっているこの トピックスに関

係した第一線の専門家の討議の場となった。プロ

グラムは、49人 の招待講演と70人 の示説講演か

ら成 り、昼夜にわたり熱心な議論が展開され、個

人的な1情
報交換 もでき、効果的且友好的な会議で

あった。

招待講演は、(1)熱ショック蛋白質誘導の機構、

(2)転写レベルの調節、(3)遺伝子発現制御、惚)蛋自

質機能の遺伝解析、(5)富白質構造 と機能、の五つ

のセッションに分れ、私は第 2セ ッションで講演

した。演題は 「大陽菌における熱ショッグ応答の

遺伝的制御」で、大学院生 2名 との協同研究の成

果である。その内容を以下に要約する。

大陽菌の熱ショック蛋白質の誘導合成には特定

の調節遺伝子(ん秒沢)の作る蛋白質性因子が遺伝子

の発現の第一段階である転写(RNA合 成)反 応の

特異性を決める新しい転写開始因子(び32とょぶ)

として働 くことが最近明らかになった。今回私共は、

(1)このび32因子の構造 と機能の関係を解析する為

に有効な方法を開発する一方、(り高温では増殖で

きないれ秒足変異体から増殖できる様になった復

帰変異体を多数分離し解析することによって、熱

85-4198

アメ リカ、 「熱 ショック蛋自質の誘導」に関

コール ドスプ リングハーバー会議

京都大学    由   良     隆

ショック蛋白質誘導合成に関与する複数の新

遺伝子を見出した。

(1)先に分離したれ少ズ遺伝子にナンセンス

を起した変異体を用い、そのナンセンスコドン

位に特定のア ミノ酸を挿入して構造の異なるび

軍自を作 らせ、その様な細胞の熱 ショックに

る応答 を調べた。その際熱 ショックによ り誘

れる転写反応 を定量的に測定す るため、転写

領域のクローエ ング用に開発 されたファージ

ターを用いた。その結果 σ32蛋白質の幾つか

定のアミノ酸を他のア ミノ酸で置換した時

ョック転写誘発機能 に変化が起 こることを見

た。

121上で用いた ん脅妃変異体から高温でも

能となった復帰変異体を分離し、復帰変異が

以外の遺伝子に起こったものを系統的に解析し

こうして現在まで判っていなかった複数の遺

の変異により熱ショック霞自質合成の誘導能

復す ることが明 らかになった。これ らの遺

作用機構が今後の問題 となるが、その中の幾

は、σ32の代 りに働 く蛋自質をコー ドする可

が高い。何れにせよ、熱ショック応答に関与す

新しい遺伝子が見出されたわけで、その詳細な

析結果が期待されている。

上記の研究に関連する研究者は現在米国の

かの大学に集中してお り、会議の最大の成果

国研究者 との個別の討論から得 られたものであ

その意味で今回の出席は極めて有意義であった

貴財団には心から御礼を申し上げたい。
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85-4201

アメ リカ、遺伝子誘発能 と適応に関す る分子集国]

遺伝学的研究

九州大学    山   崎  常  行

第一の滞在先である国

立環境保健研究所では、

Langley博士 と協同で以

下の二つの実験およびデ

ータの解析を行った。

① シ ョウジョウバエ自然集団から約50の アイ

ソジーニック系統を確立 し、その各系統における

アミラーゼ構造遺伝子 とその近傍10キロベースの

制限酵素地図を作 り、構造遺伝子と調節領域のど

の部位にどの程度の遺伝的変異が存在するのかを

調べた。予想以上に多 くの遺伝的多型が構造遺伝

子上にも調節領l_「E上 にも存在することがわかった。

また、同時に、すべての系統の酵素活性 も測定し

た。現在、遺伝子の発現 と遺伝子構造の関係を解

析中である。

② 上 記の系統から、酵素活性の高いもの、低

会議は、ハ ンガ リーの

保養地、風光明娼なバラ

トン湖畔で開催 され、出

い ものおよび酵素の誘発能の異なるもの等、 7系

統 を選 び、各々の系統か ら遺伝子 ライブラリーを

作製 し、プラークハイブ リダイゼーション法 を用

いてア ミラーゼ遺伝子のクローニングを行 った。

現在その遺伝子構造 を解析中である。

第二の訪問先 であるワシン トン大学 には、 2週

間ほど滞在 した。そこでは、ショウジ ョウバエの

受精卵の中に遺伝子 を注入 し、形質転換個体 を得

る技術 を習得 し、実際に私達がクローニングした

ア ミラーゼ遺伝子の形質転換個体 を得 ることがで

きた。現在九州大学で、いろいろ異な|る酵素活性

を持つ ア ミラーゼ遺伝子や塩基配列の異なるア ミ

ラーゼ遺伝子等 を受精卵 に注入 し、形質転換個体

を得 る実験 を継続中である。 これ らの実験か ら、

遺伝子構造 と遺伝子発現の関係が明 ら|かになるこ

とを期待 している。

85 - 4 2 0 6

ハンガ リー、非晶質物質の磁性 に関す る国際 シ

ポジウム

名古屋大学   金  吉  敬  人

この会議で注目すべき事は、スペイン5名 、中

国 4名 、ベ トナム1名等、この分野の会議で以前

ほとんど参加者のなかった国々からの出席者があ

り、特に最終日の年前の会議が、全部中国人研究

者の発表にあてられ、この分野の新興国の意気込

み(研究発表)を聞く機会にめぐまれた事は誠に幸

いであった。

会議は、私の招待講演 「非晶質磁性体、その概

観」で始まった。講演内容は、四つの部分、序、

磁化曲線、相図とスピングラス及びスピン波よ り

成っている。私は、この会議にこの分野の理論家

の出席者が殆 どないであろうとの予想のもとに、

できるだけ簡単な理論構成より、総合的かつ定性

|ンン雛品潅替ぞヨ鑑|ど,
だけ参加者全員の顔 と名前が一致し、なごやかな

雰囲気の中で、落ち着いて議論ができるという機

会にめぐまれた。以前にも東側で開催 されたこの

種の会議で招待講演をしたことがあるが、その時

と同様に西側からの参加者が少 く、西独 5名 、日

本 3名 、スペイン5名 、オース トリー4名 だけで、

招待講演に名前の上がっていた米国の研究者が出

席せず、話を聞けなかったのは残念な事であった。

- 4 6 -



的に現在までに得 られている実験結果 を説明 し、
更に上記の各部分の理論及 び実験結果の問題点 を
提起する立場 を取 った。 この予想は、全 く正 しか
ったと思 う。実際、理論家の出席が 10名に満たず、
詳細な理論 を話 さなかった事は、成功であったと
思 ってぃる。講演後、主催者のノォーギー博士が
とんできて握手 を求めたのは、私にとって、 とて

も印象深い出来事であった。

その他の招待講演者 として、ソ連のイグナチェ
ンコ教授が、 「非晶質合金中のス ピンと構造の長
距離相関の研究」、西独のクロンミュラー教授が、
「非晶質強磁性合金中の磁気相転移」、チェコスロ
バキアのフェレイ ト博士が、 「)F晶質磁性体 を調
べ る手段 としての磁気共鳴」、 日本か ら対島教授
(東邦大)の 「非晶質磁性体の応用」等があ り、そ

れぞれ興味深い話をした。特に対島氏は、日本の
企業が、非晶質磁性体をどこで製品化しているか
日本語で書かれた最新のデータで説明したがt国
際会議で日本語のスライドを使用するのもこあ分
野だからこその感を強 くした。

最終日に、中国のダィ教授が、 「中国に於ける
非晶質希土類金属合金の磁性研究」の題で招待講
演をしたが、報告された希土類合金が、現状では
完全な非晶質状態に成 り得ないとのある教授のコ
メントがあり、結局作製 された物質が非晶質 と結
晶質 との混合物でぁることを認めていたのが、私
には特に印象に残った。上で 「意気込み」と書い
たのは、一部にはその理由による。

最後に、山田科学振興財団に心から御礼を申し
あげたい。

85-4227

西 ドイッ、

東京大学

第 24回 国際分光学会議 他

陽

ミュンヘン近郊 ガル ミ

ッシュパルテンキルヘン

で第 24回 国際分光会議

(24 CSI)に 参加 tン、 オ

ランダ、 ド ィッの分光分
析研究施設のある大学を訪間した。

CSIは IuPACの 後援で行われている最大の
分光学の国際会議である。分光分析化学が主体で、
化学の全分野をカバーしている。今回は参加者890

名、参加国 42ケ国、招待講演60件、一般講演320
件に及んだ。私は主にX線 スペク トルによる分光
分析化学の部門に参加したが、新 しい傾向として
全反射 (X線 領域でも限定された条件下では反射
可能)現象を利用する超微量分析、スペクトル線強
度の理論計算による定量分析、シンクロトロン放
射光によるX線 分光分析などが目立つ話題であっ
た。全反射利用は、測定スペクトルのバックグラ
ウンドを低減する技術で、スペク トルの強度を上
げて微量分析を行 う方式に比べると、はるかにス

△ 士
′的ヽ

マー トであ り今後の重要な方向でぁろう。勿論(

安定性その他 に多 くの問題が残 されている。 シン

クロ トロン放射光の利用 は、まだ始 まったばか り
で、各国 とも啓射光実験施設の数が限 られ、自由
な実験はできない。我々は、全反射 と放射光利用
を組合せた超微量分析の報告 をしたが、現時点で
は最 も進んだ状態にあった。さらに今後の計画(放
射光 マイクロビ_ム ァナ リシス)に ついて も報告
し、多 くの議論があった。微小部(1ミ クロン以下)
の微量成分分析は非常に困難な課題で、各方面か

ら実現の期待が寄せ られているテーマである。そ
のほか、デ_夕 処理の面では、単純なフィルタ十

によるものか ら情報理論 に基づいた高度の処理ヘ

移 りつつあ り、また一部の分野では人工知能の本U
用 も報告 されだ した。

さて、全体の会議の傾向をあえて表現す ると、
個々の分野では仲々面白い報告 もあ り、それな り
の収穫の多い会議でぁったが、大 きな新 しいブレ
ークスルーは感 じられなかった。参加国代表者会
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議でも、この点を意識した為か、次回のカナダで
は、大家ではなく少壮の研究者に招待講演を依頼
するようにしたぃとの意向が表明された。その点
では、良 き自律性をもった組織であると感じた。
そのほか、このような大 きな国際会議の運営上の
問題が討議された。通信費の増大が最大の問題で
あるということでぁった。なお、次々回、および
その次の会議の開催地について立候補 した国から
の誘致意見が表明された。大変熱心に自国に呼ぶ
ことを考えてお り、非常に考えさせ られた。日本
の場合、外交辞令で是非どうぞとは言っても、代
表者は、会議開催の財政問題を考えると、できれ

ば引受けたくないのが本音であろう

の研究室の事務機能の不足を考えれ

なる。要するに消極的にならざるを

の出超を文化面での貢献により打消

今後のあるべ き日本の姿 と思 うが、

反対 といってょぃょぅな消極的態度

得ないのは、長期的にみれば問題で

以上、専門分野での収穫 とは別に

を感じたが、今回の派遣により得た、

とは貴重であ り、山田科学振興財団

意を表 したい。

さらにメご羊
一層弱気に

ない。貿易

ていくのが

れには全 く

ならざるを

ろう。

きな問題点

これらのこ

深甚なる謝

8 5 - 4

9月 12日～ 30日 の約

3週 間、ベルギーで開催

された 「メスバゥァー効

果応用国際会議」 に出席

し、BI続き、 ヨーロッパ

各地の大学や研究所を訪間して意見交換をした。
本会議は、ブリュッセルの東北 20キ ロメー トル

に位置するルーバンという古い街の大学で、 9月
16日～ 20日 開かれた。大学の建物が街のあちこ

ちに点在 して一般の建物や民家の中に融け込んで
いて、どこが大学なのか私達外来者には容易に区

別がつかない。会議の会場にしても、中庭一つ隔
てた棟続 きの建物は学生寮で、参加者のかな りの

人数がそこで起居を共にした。私 もそこの一室で
5日 間を過 ごした。お世辞にも住み心地がよぃと
は言えぬが、中世からの歴史が浸み込んだ重厚な

雰囲気を楽しむことができた。朝、小鳥の噂 りに

目を覚せば、学生食堂で朝食、朝霧に濡れた芝生
を踏みながら2～ 3分 で会議場がある。参加者は

約 500人、論文数 400余 で、この会議としては最
大の規模である。メスバウァー分光はヨーロッパ

237

ベルギー
 他 、メスバウァー効果応用

お茶の水女子大学  伊  藤

で広 く物性研究の手段 として定着し、
ンスと西独で盛んで、今回、会議がベ

催されたため、ヨーロッパ各地の若

生の参加が容易であったこと、前回

(ソ連)会議が大韓航空機の撃墜事件

東欧圏の会議になっそしまったので4

つたこと、などが今回の盛 り上が りを

原因であろうと思われる。又、中国か

加者があったことも大 きな特徴であっ

ッパ各国やァメリカに滞在中の研究者

と、10名を越 していたと推定される。

日本からの参加者は27名 であった。

中心に集った会議ゆえ、テーマは、

地学、生物の他、考古学にもおよび

いものであった。私の専門である磁性

非晶質磁性体 を含むランダム系の研究

削って議論が沸騰 した。メスバウァー

が限 られているので遠か らず種切れに

れて久 しいが、 どうして どうして、そ

吹 き飛 ばすよ うな盛会 で、次回は 2年

トラ リアで開催の予定である。

際会議 他

子

に、 フラ

ギーで開

者や学

ルマータ

事実上、

振 りであ

たらした

大勢の参

ハ ヨーロ

合わせ る

なみに、

「手段」を

、化学、

に幅の広

関係では、

しのぎを

光は核種

ると言わ

な心配 を

にオース
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国際複合糖質シンポジ

ウムは、この領域に関係

する医学、生物学、生化

学および化学の第一線の

研究者の多 くが参加し、
複合糖質研究では最 も活発で最大規模のシンポジ
ウムである。 1年 おきに開催 され、今回で第 8回
を迎え、ァメリカテキサス州 ヒュース トン市で 9
月8日～13日行われた。参加者は欧米諸国、ァジ
ア、アフリカ、中南米を含む20カ国400余名にも
のぼった。研究分野が非常に広範囲に拡大されて
きてお り、 6日 間の会期中に460題 もの演題が次
の 16のセクションに分かれて発表 された。1,糖鎖
の一次構造  2.細 胞内局在、エンドサィ ト_シ

ス、受容体  3複 合糖質の化学合成  4複 合
糖質の生合成  5 プ ロテォグリカンの機能と代
謝  6 レ クチン  7細 胞間認識  8.腫 易抗
原  9発 生  lo糖 鎖の二次元構造 11.細 胞
内の組織化 12分 子生物学  13.複 合糖質の新
領域  14.免 疫  15先 天性代謝異常 16増 脂
質。筆者は4題 の発表に関与 したが、そのうち3
題は細胞表面の糖タンパク質の構造論についてで
あった。内容はいずれも血液細胞に関するもので、
ヒト血小板膜表面のフィブリノーゲン受容体の糖
鎖、ヒト赤血球膜のABo式 血液型物質およびマ
ウスリンパ芽球細胞の組織適合抗原の生化学的解
析をテーマとしたものであった。細胞膜の複合糖
質についての研究は、それらが細胞認織の機構に
密接に関連することから、近年急速な進展をみせ

8 5 - 4 2 3 8

アメリカ、第 8回 国際複合糖質シンポジウム

東京大学    辻        勉
  |

|
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本会議は 9月 2日 ～ 6

日の5日 間、ブダペス ト市

街の COnventiOn centre

で開催 された。 この会議

はヨーロッパ物理学会の
プラズマ物理部門が主宰して 2年 毎に開催 される。
ハンガリーは人口約 110o万人、国土は日本あ約

1/4で東欧圏に属 し、 当初かな り自由も束縛 され
るのではないかと身構えて渡欧したが、予想に反
して入国手続 きも含めてほとんど西側と変わらな
い雰囲気であった。 ドナウナ||が中心を流れるブダ
ペス トの1国市街は古いヨーロッパの町並みをその
まま残 し、古びたなかにも統一のとれた美 しさの
ある町で観光客の多いのが目に付いた。モーッァ
ル トを主題にした映画ァマデウスの撮影場所にも
なったそぅだ。

会議の印象について述べることにする。この会
議は磁場閉じ込め及び慣性閉じ込め核融合に関す
る会議で、核融合研究の全体を網羅 している。発
表は招待講演 19件 、一般講演 35件 、ポスターセ
ッション312件で、このことから主要な研究所及
び重要なテーマについては全ての参加者が聴講で
きる様に配慮され、他はポスターセッションによ
る発表の形式であった。参加者は28ケ国ょ り484
名で、日本からは25名 である。

磁場閉じ込め方式では、世界の4大 トカマク装
置であるヨーロッパ連合の」ET、日本原研のJT―
60、米国プリンス トンのTFTR、 及びソ連の T―
10の講演があり、原研からは稼動半年をむかえた
」T-60の 初期実験の総合報告があった。 卜 ヵマ
ク装置全体としては、プラズマのオー ミック加熱

85-4239

ハンガリー、第 12回 制御核融合
ヨーロッパ会議

大阪大学    藤  原  閲

核反応粒子計測 について、フラン

テクニ ックは紫外 レーザーによ り

圧力 200 M barが達成 されたこと

あった。阪大 レーザー研か らは筆

激光皿号 レーザー(出力 25k」)の

した。赤外 レーザーと緑色 レーザ

緑色 レーザ ーではプラズマによる

率が高 く、また爆縮中心部の圧縮

外 レーザーに比べて約 5倍 高い結

きな反響 を得 た。また日本ではあ

少ない東欧圏でもレーザー核融合
お り、ポー ラン ドでは小 さな装置え

ムガラスレーザー(出力 80J)に よ

ていた。レーザー核融合全体とし

の波長が短いほど爆縮効率等に良

ます明らか とな り、従来の赤外 レー

紫外 レーザーの方向に向っていくも

最後に山田科学振興財団に深 く感

の段階を終 り、さらに高温に加熱

波加熱や中性粒子入射加熱等の追

つてきた様に見 うけられた。

慣性閉じ込め方式 としてのレー

ビーム方式を比べると、研究面で

が進展 してお り、発表 もこの方式

筆者がレーザー核融合に従事して

るための高周

ザーに偏 るのは許 していただ きた

では直径 1～ 数 mmの燃料球に強力

射し、中心温度を 1億 度以上に

料球が四散す るまでに(およそ lo億 の 1秒 )核融
合反応 を完了 させ る。講演では、 ザフォー ド研
究所はVULCANレ ーザー(出力 1 kJ)に よる

プラズマ物理

夫

段階に入

一方式 と粒子

レーザー方式

中心であった。

るので、 レー

が、この方式

レーザーを照

に加熱 して燃

エコールポ リ

ラズマの圧縮

ついて報告が

が講演 を行 い、

験結果 を発表

とを比べ ると

―ザーの吸収

ネルギーが赤

を報告 して大

り知 る機会の

究 を進めて

らも4ビ ー

実験 を進め

、 レーザー

よことがます
―から将来

と思われる。

する。
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8 5 - 4

昭和60年 9月 3日 ～ 6

日、アントワープ郊外の

ジャンセン研究所におい

て開催 された標記シンポ

ジウムに参加 し、講演発

表を行った。シンポジウムの成果はElsevierより
モノグラフとして出版 される。

微小管は細胞骨格の主要構造であり、細胞増殖、

染色体分離、細胞運動、細胞形態、物質輸送に関

与するため、広汎な研究者が存在する。本シンポ

ジウムは、米国、ヨーロッパを中心に約 300人の

参加者があり、4日 間にわたって、集中的な全員

出席の講演 と、年後 2時 間のポスターセッション

があった。

シンポジウムのハイライトは、Shectzらによる

微小管上で生体物質を転送するタンパク質キネシ

ンの発見 とその機能に関わる研究であった。キネ

シンは、ATPを 要求するが、試験管内の微小管

上で ミトコンドリア等の小器官や人工的粒子を猛

烈なスピー ドで転送する。Allen等 も同様の研究

を発表し、かな り激 しい言葉のや りとりおあ った

が、Sheetzらは既にキネシンに対する抗体を有し、

遺伝子のクローン化 も行いつつあ り、他の研究グ

241

ベルギー 他 、第二回微小管および微小管阻害剤

の国際シンポジウム 他

京都大学    柳   田   充  弘

ループの数歩先を行っていることは明らかであっ

た。筆者 も、既に論文で研究の概要は知っていた

が、現実に、映画で転送の様子を見ることができ

また最新の未発表データに接 し、この分野におけ

る大 きな発見であることを実感することができた。

筆者 らの染色体分離におけるチューブリン遺伝子

の機能の研究 も大 きな反響があ り、多 くの質問を

受けることができたことは幸いであった。微小管

および結合タンパク質に関わる遺伝子の研究に多

くの研究者の関心が集まっていた。

本シンポジウムでは、それまで面識のなかった

Tim Mitchison,Don Cleveland,Ron Morris等

の第一線研究者 と個人的につっこんだ議論ができ、

また Gary Borisyと 今後のこの分野における研究

の進め方について意見交換ができたことも幸いで

あった。

シンポジウムの前に、西 ドイッのマールブルグ

大学、スイスのパーゼル大学バイオセンターで、

講演を行い、多 くの友人と1画交を温めることがで

きたのも、楽 しい経験であった。

本シンポジウムの参加を可能にして頂けた、山

田科学振興財団に深 く感謝する。

8 5 - 4

10月 14日から26日 ま

でソ連邦 リガで行われた

第 6回 FECHEM有 機金

属会議に山田科学振興財

団から旅費の一部の御支

援を受け、わが国から唯一人出席することができ

2 4 2

ソ連、The Ⅵ FECHEM Conference on

Organometallic Chernistry

京都大学    丸   山  和  博

た。東欧圏か らの出席者が主であったが、ァメ リ

カ、イギ リス、フランス、イタ リア、スペイン、

西独など二十八ケ国の出席者約 280名 が集い盛会

の内に会議は進行 し、終了 した。

26名の招待謡演者による講演が主で、他はポス

ターセ ッションが連 日2時 間ずつ行われた。私は

- 5 1 -



初日、第 3番 目の特別講演者として 「グリニャー

ル反応の機構」 と題 して発表した。幸い多数の参

会者の注目を慧 く事が出来、多数の質疑応答があ

り、講演終了後 も数人の関心を抱 く人々が集まっ

て議論することができた。翌日、組織委員長であ

るソ連科学アカデ ミーのボルキン教授が皆の意見

として甚だ注目すべき成果を発表してくれて有難

うと感謝の言葉を掛けてくれたので素直に受ける

ことにした。

帰 りにモスクヮの科学アカデ ミーの有機化学研

に立寄るようにとの強い勧誘を受けたが、残念乍

ら、帰 りにはモスクヮ科学アカデ ミーの物理化学

研を訪ねることを約束 していたために次の機会に

したいと断った。元来この国際会議はラズバエフ

教授の生誕 90年 を記念 して リガで行われたもの

で、開会式から閉会式まで種々その為の記念行事

が行われた。記念のための昼食会、晩餐会 も催 さ

れ、甚だ盛会であった。私はロシア語で書いたラ

ズパエフ教授の著書をいただいた。

講演者の多 くの主題は有機金属化合物の構造に

関するものが多 く、反応 とのかかわ りを述べたも

のは私 とフランスのマンゼイ教授のものと、イギ

イタリア ・コモ市にお

いて上記会議が催 され、

日本から荒木(京大数研)、

並木(早大理工)と筆者が

参加 した。組織は ミラノ

大学物理教室 ・核物理研究所 。国際数理物理学会

の協力によるもので、わが国の ICQM(国 際量子

力学会議)と同じ性格である。プログラムは年前が

総論年後各論という単一セッション形式で逐日、
一般問題 と中心的な実験、確率過程 ・汎関数積分

による量子化、スペク トルと量子カオスの問題、

微視 ・巨視的記述 :新方法 と新結果、ゲージ理論

リスのラッパー ト教授のものだけであったも研究

の水準は自由諸国圏のものの方が少々高い様に感

じられたが、用語が英語であったせいかも御れな

い。

私はソビエ ト科学アカデ ミーとラトビヤ科学ア

カデ ミーの招待を受けて出席したわけであるが、

組織委員会の運営は誠に到れ り蒸 くせ りのもので

徹底 して術われた。夜にはオルガンの演秦会あり、

フォークソングあり、エキスカーションありでパー

ティーが三晩催 された。深 く組織委員会円感謝し

たい。

会議を終ってラトビヤ科学アカデ ミーの リガに

ある有機合成化学研究所を訪ねた。日本のある企

業に制ガン剤のフトラフールを輸出してぃる研究

所である。基礎から製品販売まで取扱っている点、

研究には常に応用を念頭に置いて進めている点は、

我が国の大学に於ける立場と際立って異なってい

る点である。講演をして赤いバラの花束を女性か

ら捧げられたのは忘れ得ない思い出となった。帰

途モスクワの科学アカデ ミーの物理化学研究所を

訪ね数人の研究者 と研究討議を行い歓談する機会

を持つことが出来たのは幸であった。

85-4244

イタ リア、NATO研 究集会 「量子論の基礎」

京都大学 長 谷 川 洋

の諸問題、量子力学における重力の問題 という高

密度の内容であった。筆者の講演した3日 目に、

最近の世界的なカオスに対する関心からスペクト

ル問題が新しい視点をもって見直され、4第 に量

子力学の中心問題の一つとなる様相を示レている。

講演者の一人Bellissardによれば今後10年間に進

展が予想 される数理物理の一課題である。未だ一

般的手法は確立しておらず、従って年前の講演 も

多 くは個人の試みの報告が主で、実験との関連が

重視されてお り、 「水素原子スペクトル」|は有力

な対象 と考えられている。年後の主題 「マイクロ

波による水素原子の励起」はこのことを示 しKoch
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とBayieldの実験結果に討論が集中した。以下に

講演者 と講演内容を略記する。

G Lindblad: Quantum ergOdicity, chaos

B Souillard : Random potential, chaos

M.Berry: Adiabatic phase

Ms Cutzwiller:The trace formular,AKP

H.Hasegawa:Analytic KAM lori,DKP

」 BelliSard i Periodic pertur bation

P.Koch i Chaotic ionization

」.Bayfield:Microwave excitation of H.

以上の現状認識のもとでの筆者の課題の位置付

けを示す。静磁場下のKepler運動の量子準位(ス

ペク トル)を 求めるという問題で、 diamagnetic

Kepler problem(DKP)と呼んだのは、Gutzwiller

による同種の問題 anisotropic Kepler problem

(AKP)と の対応による。彼はこの非可積分系の量

子準立の最終結果に到達するのに10年を費 してい

る。古典カオス軌道の量子化 としてRiemannのζ

関数の零点に帰着 させるユニークな仕事であるが、

実験的な知見には乏しい。これに対 しDKPは む

しろ広範囲な実験データ(原子 ・半導体 ・天文学ス

ペクトル)に支えられて 1939年以来の懸案でもあ

りすでに沢山の理論的研究が行われたが、カオス

に関する限 りAKPに おくれを取っている。実際、

この問題が典型的な量子カオスの例であることは

1982年以後筆者を含む数グループによって指摘 ・

実証されるに至った段階である。また、それを裏

付ける原子スペクトル ・データがカオス概念 とは

独立に過去 10年間に蓄積されたのであり、殊に80

年前後 MIT,パ リ大学両グループによって優れた

実験的知見が提供 されている。筆者の報告はこれ

らの現状を踏まえ、カオス研究の前提 となるスペ

クトルの規則性を数理物理的に追求 した結果に関

するものであり、以下に要約 される。

(1)強磁場極限のスペク トル (2)弱磁場極限のス

ペクトル ー リドパーグ縮退の二次反磁性項によ

る分離  (9前 項の古典力学軌道による理解 一

いわゆるKAMト ーラスの解析的構造を惰円 ・円

柱座標およびPoincarё横断面上で表現 懲 )磁 場

全域にわたる主作用変数(断熱不変量)の構成 (5)

前項から帰結される準 Landau共 鳴の解釈 、この

うち(1)(2)は1982年までの結果の Resumと である

が、強磁場極限について 78～ 81年 の間に進展を

みた関数解析的結果が筆者の初期の研究を基礎付

けるものとなっていることを、この機会に明らか

にし得たものである。(2)については、 82年 に現

れたもっとも重要な成果であるSolovevの理論 を

紹介しているのであるが、その量子化法に不完全

な点が含まれていることを指摘 し、(3)において完

全化 した。それを一般化 して磁場の全域にわたっ

て使える作用変数の公式を導き論じているのが(4)、

(5)であって今後の数値的具体化へ進む。これらの

自常颯は Lecture Notes in Physics (Springer

1986)に公表 される予定である。筆者の報告に対

しもっとも強い関心を示したのはGutzwiller氏で

あ り次いでBellisard,Berry両氏があげられる。

なお、今回の出席に関連 して同じテーマの講演|

やセ ミナーを行った記録を附記してお く。

セ ミナー “The Hydrogen atom in a Magneticl

Field" Bharathidasan大学(8/29,30)、  講演|
``Optical spectra Of the Rydberg Atoms in a

M a g n e t i c  F i e l d " C a m e r i n o大学(9 / 9 )、セミナー

``The Hydrogen Atom in a Magnetic Fieldカ

Scuola Normale Superiore, Pisa(9/12)
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ryotesに参加、成果発表 を行 った。光合成 を行 う

前核生物即 ち光合成細菌類 ・ラン藻類 に関す る研

究の発表 ・交流を目的 とす る集会の関連分野 も分

類学 ・生態学 ・生理学 ・生化学 ・生物物理学 ・遺

伝学 と多岐にわた り、第 5回 をむかえスイスエ科

大 ・H Zuber教 授 をオルガナイザーとして行われ

た今回には参加者約 600人 、発表が 300を こえる

規模で朝 9時 か ら夜 10～ 11時 まで多い時には三

つのセ ッションが並行 して行われるとい うかな り

忙 しい ものであった。

我々はラン藻の光合成色素であるフ ィコビリン

蛋白生合成が細胞が育つ時受ける光の波長 によ り

制御 され るいわゆる補色適応の解析か ら光 は直接

色素合成 を行 う遺伝子 を待」御せず、間接的に関与

す るらしい とい う結果 をポスターによ り発表 した

他、イギ リス ・ワーウィック大 ・N G Carr教 授、

フランス ・CNRS・ M.Herdman教 授 をオーガ

ナイザーとして行われた 「ラン藻 にみ られる分化

とその制御」 ミニシンポジウムに話題提供者 とし

て約 10分仕事 を紹介す る機会 を与 えられ、今後研

究 を進 めてゆ く上で有益な多 くの意見や示唆を得

た。

本大会の大 きな話題の一つは、精製 した蛋 白質

の一次構造 と結晶化 した蛋自のX線 回折像の解析

か ら蛋自の立体構造 を決定す るとい う手法 を用い

247

スイス、第 5回 前核光合成生物に関す る国際 シン

ポジウム

基礎生物学研究所  大  城     香

て、光合成細菌で光化学反応中心蛋白、即 ち光 エ

ネルギーを化学 エネルギーに変換す るとい う光合

成反応の初発反応の場 となる蛋白単位の立体構造

が明 らかにした発表で、構造が明 らかにされた こ

とで光エネルギーが化学エネルギーに変換 される

過程解明に一つの大 きな手がか りが与 えられた と

い う印象 を受 けた。他の分野では種々の蛋白生合

成 を司 る遺伝子の解析 を行 うことでその生合成制

御の機構解明や、異種間の比較によ り分子的進化

過程 を明 らかにしようという研究が多 くのグルー

プでな されていて、その中には光合成細菌 ・ラン

藻類の多 くが持 っている空気中の窒素 を有機1/2に

変換す る窒素固定に関与す る遺伝子についての研

究がかな り多いようであった。 これ ら最新の技術

を用いる研究 を一つの研究グループで行 うことは

事実上不可能で、実際複数のしか も多 くの場合複

数の国のグループの共同研究 とい う形で進め られ

てお り、活発な欧米諸国における研究交流 とその

成果 を目のあた りに見て、地理的あるいは文化的

背景等の事情が欧米諸国間 と異なるとはいえ、 と

もすれば異なった分野や立場の違 うグループ同志

が一
緒 に仕事 を進 めてゆ く事の苦手な我 々にとっ

て今後 よ り努力 を重ねないといけない一つの方向

を示 された思いが した。また、本大会 と帰途立 ち

寄ったフランスのパスツール研究所 において、今

まで論文上や手紙の交換でしか面識のなかった研

究者 とリアルタイムで討論 を行 う事が出来たのは

大 きな収穫の一つであった。

最後にこのよ うな機会 を与 えて下 さった山田科

学振興財団に深 く感謝す る。

8 5 - 4

|IⅢl  1985年 9月22～28日

-54-



85-4251

アメ リカ、第 1回 植物分子生物学国際会議

東京大学 佐 樹直藤

10月26日～ 11月2日、

アメリカ合衆国ジョージ

ア州サバナで開催 された

第 1回植物分子生物学国

際会議 (First lntema_

tional Congress of Plant Molecular Biology)に

参加 し、会議において気づいた点を報告する。参

加者は34か国から千名以上、大多数は米国からの

参加者であった。日程は過密で、年前中は全員が

一堂に会 して招待講演を聞き、昼は同じ建物内ア

リーナでポスター発表を見、さらに年後は八つの

会場に分かれて分野別に講演とディスカッション

に出席 した。前期 ・後期に分けて各々 300近 く展

示されているポスターをすべて見てまわるのは、

かなり大変な作業だった。

主な分野は 1.核 の遺伝子の構造 と発現、2葉

緑体遺伝子の構造と発現、 3.ミ トコンドリア遺

伝子の構造 と発現、 4窒 素固定、 5植 物ウィ

ルス、 6細 胞培養、 7.形 質転換系、 8.ス ト

レスに対する反応、などであった。なかでも、 リ

ブロースニ リン酸カルボキシラーゼの大 ・小両サ

ブユニット、クロロフィル蛋白質、32 kD除草剤

結合富白質などの遺伝子の構造 と発現に関する発

表は、きわめて数が多 く、業緑体蛋白質の生合成

が植物における遺伝子発現のモデルとして集中的

に研究されていることを示していた。

私自身は、フィトクロムのcDNAの 単離とフィ

トクロム生合成の制御に関する発表を行った。フ

ィトクロムのcDNAの 単離に関しては、米国のP,

H.Quailのグループからも発表があ り、フィトク

ロム遺伝子の発現に関して有益な議論を交わすこ

とができた。目新 しい点 としては、フィトクロム

cDNA配 列がオー トムギ(Quallグループ)やエン

ドウ(私たちのグループ)では複数検出されるのに

対して、ズッ`キニー(Quallグループ)で は今のと

ころ一種類だけであること、エンドウやズッキニー

では、大きさの異なる二つのフィトクロムmRNA

が検出されること、などであった。両グループで

得 られた結果の違いが、植物種で説明されるのか、

或は他の原因によるのか、今後の研究を待たねば

ならない。

他方、フィトクロムによる他の遺伝子発現の制

御に関しては、米国の N‐H.Chuaグ ループから興

味深い発表があった。 リブロースニ リン酸カルボ

キシラーゼの小サブユニットは、核遺伝子にコー

ドされ、遺伝子ファミリーをつ くっているが、フ

ァミリーの異なる二つの遺伝子の発現は、フィト

クロム依存性が異なるというものであった。従来、

多 くの質白質の合成がフィトクロムによって光待」

御を受けることが知 られていたが、これからは、

一つの質白質について、各遺伝子ごとに発現調節

を考えなければならないという大変なことになっ

たものだと驚かされた。今後、フィトクロムも分

子生物学の一つの重要な課題となっていくことが

期待 される。
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昭和60年 10月21～23

日、米国オレゴン州ポー

トランドで開催 された標

記の学会で発表 した。

私の発表は、A.Moffat

氏と共著でタイトルは “
An  A l l  P a i r s  s h O r t e s t

Path AlgOrithm with Expected Running Time

O(.21。gn)"で 、与えられたグラフに対 し、全頂

点間の最短径路を、平均 0(■21。
gn)の 時間で求

めるもので、それまでの世界最高速時間の 0(■2

logn log*n)をさらにちぢめ会議では高 く評価 さ

れ、発表後多 くの参加者から質問や討論を受けた。

参加者は370名、発表は61件、これらは、204

件の応募からえらばれたもので、日本人参加者は

4名 、発表は2件 であった。

学会は略称をFOCSと ぃい、ACMに よって開催

される略称 STOCと 並んで、計算機の理論的分野

で最 も高いレベルの学会であるが、日本人の発表

アメ リカ、 1985年 度

ンポジウム

IEEE計 算機科学の基礎シ

茨城大学 高  岡  忠

が少ないのは残念である。計算機のハー ドや通信

の分野の国際会議においては、日本人の発表が1/4
～ 1/3であることを考えると、日本が基礎的、理論

的分野で欧米に後れていることが痛感され、よ り

多 くの人材をこの分野に投入すべきであると考え

る。

本年度のFOCSの 特徴としては、伝統的な分野、

すなわち、具体的アルゴリズム、プログラムの意

味論、NP完 全の問題等の他に、新しい分野、たと

えば、VLSI設 計のアルゴリズム、幾何的アルゴ

リズム、暗号の複雑さ、並列処理アルゴリズム等

に関する発表が多 くみられ、計算機そのものや、

応用分野の発展につれて、理論分野 もその内容を

豊富にしていく様子が感ぜ られた。

私は、また、会議の前にスタンフォード大学計算

機科学科、会議の後、カリフォルニァ大学サンデ

ィエゴ校電気計算機科学科を訪問して、研究者と

意見を交換することができた。

雄

8 5 - 4

1.第7回高分子分光学

に関す るヨーロッパ会議

(ESOPS7):10月 14～

18日に東 ドイッ ドレスデ

ン技術大学 で開かれた上

記会議に出席 した。本会議は1969年以来 3～ 4年

毎にヨーロッパ各地で開催 されるが、今回は振動

分光、NMRお よびESR分 光、光散乱、質量分析

など各種の分光法を用いた研究を対象 とし、研究

課題はキャラクタリゼーション、分子構造、固体

構造 と物性、分子運動、緩和現象など広い範囲に

266

東 ドイッ 他 、第 7回 高分子分光学に関するヨー

ロッパ会議 他

大阪大学    」 ヽ 林 雅

及んだ。参加者は約 120名でヨーロッパ各国の他

に米国と日本から数名が招待 され、発表件数は口

頭 48件 、ポスター 35件である。

高分子研究における新手段 として固体高分解能

NMR、  ラ マン散乱、電算機によるデータ処理と

シミュレーションなどが中心的なテーマとなった。

筆者は 「長鎖分子の低周波数ラマンおよびブリル

アン散乱」と題 して招待講演を行い、数十cm l以

下の低周波数域のフォノンスペクトルが長鎖分子

の高次構造の解明に極めて有力であるばか りでな

く、測定された分光学的データが固体の熱力学お

通
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よび力学的性質と密接に関係することを長鎖カル

ボン酸のポ リタイプ構造を例に挙げて示 した。分

光学 と団体物性の接点を探る新しい試みとして注

目され、会場外でも多 くの人々から質問を受けた。

また、固体高分子の力学変形に伴 うスペクトル情

報に関するセッションの座長をつとめた。講演内

容はB.G Teubner出 版より
“
Teubner Text in

Phydcs"の 一巻 として出版 される予定である。

比較的小規模な学会で、参加者は休憩中や小旅

行中でもいつも一緒にいるといった雰囲気で多 く

の人々と交流を深めることができた。とくに西側

で開催 される国際会議では会 う機会の少ない東欧

諸国の研究者 と接触できた事は極めて有意義であ

った。

2`応用高分子分光学シンポジウム:本会議は西

ドイツ、ケルン大学のD.0.Hummel教 授の 60

才記念講演会として開かれたもので、振動分光法

による高分子研究をテーマに14ケ国から140名が

参加して10月21日ケルン大学で開かれた。基礎 ・

応用あわせて12件の講演があり、筆者 も 「高分子

固体における分子集合状態と物性に関する振動分

光研究」と題 して講演 し、長鎖分子の集合状態 と

物性、分子の運動性、および高次構造に関して得

られるスペクトル1情
報について述べた。その他、

導電性と赤外吸収(伊、G Zerbi教授)、表 ・界面

構造の研究(米、」.L.Koenig教 授)、電算機によ

るデータ処理(英、W`F,Maddams教 授)やスペク

トルライブラリーの整備 (スイス、」.T.Clerc教

授)、オプチカルファイバーに含まれる微量不純物

のFTIRに よる検出(独、Frank博 士)な ど興味

深い講演があり、質疑応答 も活発になされた。参

加者の大部分は西 ドイッの各大学および企業の専

門家で、筆者にとって極めて有意義な討論、情報交

換を行うことができた。なお、講演内容はMakromol

Chem.特 集号として出版 される予定である。

援助を戴いた山田科学振興財団に心から御礼申

し上げる。

8 5 - 4

高分子金属錯体は、機

能性新素材 としても注目

されているが、この分野

の初の国際会議が、今回

北京で開催 された。企画

を、はじめ中国の江英彦教授 (中国科学院化学研

究所)が提案し、 日 本側では社団法人高分子学会

高分子錯体研究会が窓口となった。筆者はこの研

究会の目」委員長であったため、企画の初めから関

係した。研究会 としては、本セ ミナーを機会に、

Preseminar Technttal Tourとして、中国各地を

訪間後、北京のセ ミナーに参加するツアーを組み、

その世話役 も仰せつかった。

10月といえば、日本では一番気候の良い季節で

あるが、さすが中国は広 く、各地をまわる間に、

267

中国、高分子金属錯体に関する日中米三国セ ミナー

東京大学 戸

夏から冬までを経験した。まず、最初の訪聞地の

上海では、半袖でも暑 く、寝苦 しい夜汽車の旅 も

強いられた。しかし、桂林から昆明に入ると、は

ど良い気候 となった。さらに西安まで北上すると、

最高気温が 7℃ で、東京の真冬並みとな り、講義

室で待つ間、毛衣を貸 してもらう寒 さであった。

北京 も少し寒かったが、暖房のある科学会堂のセ

ミナーは、熱 もこもり、内容 も豊富で楽しいもの

であった。

本セ ミナーヘの日本からの参加者は29人とほゞ

当初の予定通 りであったが、米国からは6人 と少

く、中国各地からの参加者 と合わせて、総計 100

人足 らずであった。招待講演以外は、会場を二つ

に分けて行われたので、比較的小人数で密度の高

い討論ができ,こ。  私 ″よ、  “ Selective Partial

樹直比島
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Hydrogenation of Cyclic Dienes with colloidal

Palladiurn Catalysts Protected by Polymers''

とい う題で発表 し、多 くの参加者 にコメン トをい

ただいたが、セ ミナー全体の内容 も広範囲にわた

り、高分子金属錯体の合成、キ ャラクタ リゼーシ

ョンか ら、触媒機能、生体機能、分離機能、エレ

ク トロエクス関連、光機能まで、興味深い ものが

あった。その中で、中国側の発表が殆 ど高分子金

属錯体触媒関係であったのは、参加者の間で話題

になった。

発表 は英語で行われたが、中国人の中には、英

語よ りも日本語の方が得意な人 もお り、日中間の

歴史 を感 じさせた。 しか し、現在、中国は、非常

に精力的に研究に取 り組んでお り、 どの研究者 も

熱心で、眼が輝いていたのは印象的であった。

団体の破壊現象に関す

る基礎的研究は、固体材

料の苛酷な使用条件下で

の劣化の問題 とも関連 し

欄 て 、近年内外の注 目を集

めている。この時期に同分野の世界的研究者を集

めて第2回破壊の基礎に関する国際会議 (2nd lnt

Coni on Fundamentals of Fracじllre)が11ガ弓3

日より5日 間米国テネシー州ガ トリンパーグにお

いて開催 された。この会議は、1983年の第 1回の

会議に続いて開かれ、質と量ともに前回を上回 り、

R Thomson,S M Ohr,」 R Rice,JC M Li,

P.Neumannら を含めて約 200名が参加 し、発表

はポスターセッションを含めて95件である。私は

「NaCl結晶における亀裂先端近傍の転位分布と

破壊靭性」を講演 し、亀裂先端への導入転位量の

みならず転位分布自身も破壊靭性値へ顕著な効果

をもつことを理論ならびに実験で定量的に示した

点に関心を持たれ、講演の討論時間での議論はも

米国側の参加者 も皆、今回のセ ミナーを大変高

く評価してお り、帰国後、具体的にこんな成果が

あったと手紙をいただいた人 もいる。私 も、何人

かの参加者に共同研究を申し込まれた りしたが、

これが生 きるかどうかは、経費の問題 もあり、こ

れからの課題である。

ともあれ、中国各地で見聞を広め、北京では米

中の研究者 と'情
報交換でき、本セ ミナーが大成功

に終ったことに大いに満足している。これも、本

財団の御援助のおかげと深 く感謝する。

なお、次回は、1987年に日本での開催が決って

いる。次回には、更に多 くの成果が発表されるこ

とを期待して筆を置 く。 (本セ ミナーについては

「高分子」 35巻 2月 号 (1986年)147貢 を参照)

8 5 - 4 2 7 3

アメ リカ、第 2回破壊の基礎に関する国際会議 他

京都大学 成

とよ り、その後の会議の合間にも討論、論評 を受

け、特に今後の研究に有用な話題 として、転位遮

蔽効果の中で付加的に現われる非線形項の取扱い、

亀裂 に吸収 される転位の自己エネルギーの取扱い

な どさらに解明すべ き問題が議論の過程で見い出

された。

発表論文 を大別す ると、原子論、連続体理論、

亀裂先端の微視的過程、環境効果 (水素施性 ・応力

腐食)、疲労、セラミックス、高温強度 (クリープ・

高温劣化)、粒界の8分野 に凡そ分類で きたが、基

礎的観点か らの会議であったために各分野の考 え

方が互いに重な り合 ってお り、膨大な団体破壊の

分野の問題 を共通の上俵で議論 しえた点は歴史的

にも重要な意味をもつ もの と考 えられ る。個人的

に感 じられた破壊研究の進展方向 としては、まず

破壊の環境効果、例 えば、ガラスの亀裂成長が水

やアンモニァな どで促進 され る問題等 を原子 ・電

子論的に取扱 う努力が一層盛んになるであろうし、

他方、転位による応力遮蔽の問題 ばか りでな く、

孝舒田
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相変態あるいは分散相やボイ ド形成による応力遮

蔽の理論 とその実験的検証に多 くの努力が注がれ

るもの と予想 される。会議においてこれ らの胚芽

的研究がかな り発表 され、また討論において も強

い関心が払われ、次の西独で開かれる第 3回 会議

の主要テーマになるだろう。

会議開催 日の前後に米国内の 2,3の 大学 ・研究

所 を訪問 した。 10月 30日 にノースウェスタン大

学、 10月 31日 と11月 1日 にイ リノイ大学 におい

て 「プラズマ水素チ ャージによる金属の施化」の

8 5 - 4

インデ ィアナ州の McCormiktt Greek州立公園の

ホテルで開かれた。この場所で IUCFが 開催する

ワークショップは1980年か ら始 ま り今回で 5度 目

である。目的は各種のプローブを用いた特徴ある

核構造研究の報告 と将来の有効な研究方向を討議

す ることであった。参加者 は約 80人 、 うち40人

は米国外か らの参加であ り、日本か らは阪大理学

部の大隅、核物理研究セ ンターの松岡が参加 した。

大隅は 「巨大共鳴か らの中性子崩壊」、 松 岡は

「48 ca(d,3He)47K反応 による l f7″ 陽 子占有

数の測定Jと 題す る発表 を行 った。会議は年前 と

夜に行われた。年後は自由時間 となってお り、関

係す る小人数の議論や レク リエーションに費や さ

れた。 3日 目の年後 ワークショップ参加者 はIUCF

の完成 10周年記念式典 に招待 され、記念講演 と研

究施設の見学が行われた。会議は以下の様な六つ

のセ ッションに分けられ、2,3の 短い講演 を除 き

何れのセ ッションも3～ 5コ マの 30分 招待講演

で組 まれていた。

講演を行い、破壊の環境効果に関心のある研究者

達とも討論を行った。11月8日 には、オークリッ

ジ国立研究所で破壊に関する応力遮蔽の問題につ

いて相互の最新の研究結果をつきあわせて議論し、

今後協同研究、情報交換をすることとした。

以上、固体破壊に関する国際的な研究状況を明

確に把握でき、問題の解決に向って糸目を把握 し

えたことは有意義であった。山田科学振興財団に

対して心より感謝する。

276

アメ リカ、高ス ピン高励起及 び高運動量移行 にお

ける核構造 ヮークシ ョップ

大阪大学    松   岡  伸  行

A 中 間エネルギープローブによる核構造

原子核構造及び反応の相対論的取扱いにおける

問題点の報告、中性子密度分布や遷移密度を精度

良 く決定するための電子及び陽子非弾性散乱の実

験条件や解析方法について報告 された。

B 高 励起エネルギーにおける集団運動

パイ中間子の非弾性散乱、非弾性電子 と崩壊荷

電粒子の同時計測及び非弾性ァルファ粒子 と崩壊

中性子の同時計測による原子核の高励起巨大共鳴

の構造と崩壊様式の研究について報告された。

C 各 種反応による高スピン状態の励起

電子散乱実験で発見された軌道核子の部分占有、

(p,n)反 応による高スピン状態励起の強度、(p,π)

反応による2粒 子-1空 子し高スピン状態励起の機

構、(d,α)反応による高スピン状態の分布の研究

等について報告 と討論が行われた。

D 核 子移行及びノックアウト反応による核構造

核子移行反応による核子軌道の研究、遷移強度

の絶対値を求めるための種々の問題点、(e,eゎ)と

(d,3Hc)反 応の相補的な役割、(p,2p)、 (p,pα )

等のノックアウト反応を用いた核構造の研究につ

いて報告 された。最近話題 となっている原子核内

部での核子軌道を調べるため、(e,eゎ)と(d,3He)

反応を用いた国際協力研究が行われていることが

米国インデ ィアナ大学

サイクロ トロン研究施設

(IUCF)主 催の標題のワ

ークショップが 1 9 8 5 年

1 0月2 1～ 2 3日の 3日間、
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報告された。その他核子の励起状態であるデルタ

粒子を励起する(3He,t)及び(d,2He)荷 電交換

反応についての最近のデータが紹介された。

Et殻 模型計算

多数の殻軌道を取入れた大規模殻模型計算、そ

れを用いた質量数 34-48核 の構造の研究、相対

論的殻模型計算について報告された。

F.原 子核における非核子自由度

核子は3個 のクォークで構成されているが、そ

れを取 りまく中間子雲の性質についての理論計算

が紹介された。重陽子の電子による分解反応断面

積の大運動量移行までの測定、そのデータを基に

したデルタ励起、中間子交換電流の効果について

の報告、小数核子系で見 られるクォーククラスター

の効果、電子非弾性散乱を用いたクォーク自由度

の観測の試み等について報告があった。

8 5 - 4 2 7 8

アメ リカ、

アメ リカ ・ジョージァ

州の古都(といって も250

年の歴史)サバナで、第 1

回国際植物分子生物学会

大会が 1985年10月 27日

～11月2日の 7日 間開かれた。ちょうどジョージ

ア大学創立 200年 に当 り、その記念行事の一環と

しても位置付けられ、当大学関係者の多大の努力

のおかげで、組織委員会の予想をはるかに上まわ

る33ケ 国 1800名の参加者と、多 くのホットな発

表 と討論で大会は大成功のうちに終った。

大会は六つのプレナリーセッション(講演)、12

のコンカレットセッション(口頭発表)とポスター

セッションに分かれて行われた。28日より年前中

にプレナリーセッションが開かれ、ノーベル賞受

賞者マクリントック女史を含む各分野(1、全般的

展望、 I、 遺伝子発現、 皿、可動遺伝因子、 Ⅳ、

植物 ・微生物相互作用、 V、 応用、 Ⅵ、形質転換

系)の代表的研究者の総括的講演が行われた。昼食

時をはさんでその前後ポスターセッションに当て

られ、約 560題が発表 されて各所で活発な議論が

行われていた。年後 2時 からは9会 場に分かれて

各コンカレントセッション(核遺伝子、細胞構成、

代謝調節、細胞培養、形質転換、ウィルス、可動

遺伝因子、窒素固定、遺伝系、耐性、業緑体分子

生物、 ミ トコンドリア分子生物)が 並行 して開か

第 1回 国際植物分子生物学会議

名古屋大学   杉 浦
日

れ、 30分間と15分間の回頭発表が約 330題行わ

れた。夕方からはチーズとワイン、バーベキュー

パーティーなどが開かれ、そこでもセッションの

続きの議論に花を咲かせていた。

本会は、ジョージア大学のレオン ・デューレ教

授の努力で1983年に発足した。現会員数は約1200

名(日本31名)であるが、その会員数を大巾に上ま

わる出席者があ り、極めて活発であったことは、

この分野の重要性が認識され急速に発展 しつつあ

ることを意味するのであろう。国際的にはすでに

Plant Molecular Blology と も`う言葉が定着し、

大きい分野を形成 した感があり、特に米国では植

物を取扱わぬ研究者は時代後れといわれ研究費 も

得にくいといった話 も聞かれた。大会中、米国お

よびヨーロッパの大学や研究機関で、斯学の教室

や研究部門が新設ないし増設されつつあることを

聞き、わが国のこの方面への行政的対応がまたま

た後れるのではないかと考えざるを得なかった。

この大会の日本からの参加者としては、組織委

員の 1人 である建部氏(名大)は細胞培養セッショ

ンの座長として活躍された。口頭発表は、葉緑体

セッションで篠崎氏(名大)、小林氏(名大)、細胞

培養セッションで内宮氏(筑波大)、豊田氏 (近畿

大)、耐性セッションで真山氏(香ナ11大)がそれぞれ

行った。またポスターセッションでは 14題 が発

表された。筆者は、当学会の理事会出席 と葉緑体

弘
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セッションで座長を務め、有意義な時を過ごすこ とができた。貴財国の援助を深 く感謝する。

85-4280

アメリカ、日米科学合同セ ミナー

国際基督教大学  高 倉  か は る

学術振興会後援による

日米合同科学セミナー「シ

ンクロトロン放射による

真空紫外域の放射線生物

学および生物分光学」は、

ニューヨークはアプトンにあるブルックヘブン国立

研究所で行われた。ブルックヘブン国立研究所は、

世界でも屈指のシンクロトロン装置を有し(National

Shynchrotron Light source略してNSLS)、 シ

ンクロトロン軌道放射光を利用した各種の研究が

進んでいる所である。

日米合同科学セミナーのアメリカ側の研究グルー

プは、このシンクロトロン放射を利用して、核酸

を中心 とした生物物質の、磁気円二色性や螢光ス

ペクトロスコピーを積極的に研究しているグルー

プであり (代表、ブルックヘブン国立研究所 」、

Sutheriand)、 日 本側は、東京大学物性研究所の

SOR一 RING、 高エネルギー物理学研究所のフォ

トンファク トリーで、生物への放射線照射効果を

勢力的に押 し進めているグループく代表、東京大学、

T.Ito)との合同セミナーであった。ともに、光源

として、シンクロトロン軌道放射光を利用してい

る点と、核酸をはじめとして、ファージ、培養細

胞など各種の生物物質を扱っている点から、お互

いのよ情報交換から得 られたものは多大であった。

会議は10月 2日 ～5日 で、アメリカ側 18名、日

本側 12名、総勢 30名 の小人数の会議であったた

め、細かい点に立ち入っての議論が可能であった。

3日 午前中は、日米両国でのシンクロトロン軌道

放射装置についての説明が行われ、アメリカ側は、

R Rosser,Po Snyder,W.Lawsら によって、 そ

れぞれ X_ray装置、真空紫外円二色性スペクトロ

メーター、螢光スペクトロメーターについての語

があり、日本側からは、T.Namloka,K Kobayashi

により、日本におけるシンクロトロン軌道放射装

置について詳しく紹介された。 3日 午後は、真空

紫外光による核酸の損傷について、日本側の、 K

Hieda,A.Minegishi,M.Kuwabaraか らの発表

があり、筆者は、ここで、「真空紫外光による水溶

液中の核酸の主鎖切断と切断の機構」について述

べた。真空紫外域での水溶液中での核酸損傷につ

いては、世界にも研究例はなく、種々の興味深い質

問を受けた。 3日 夜は、T.Inagakiによる光音響

スペクトロスコピー、E.Arakawaに よる、真空

紫外、S‐Xray領 域での生体物質による吸収スペク

トルについての興味深い研究成果が話された。 4

日午前中は、主に日本側の研究グループによって、

ATP、 ファージ、枯草菌胞子、酵母菌などにおけ

る真空紫外光の照射効果について、作用スペクト

ルを含んだ詳 しい研究報告があり、年後は主に、

アメリカ側の研究グループから、真空紫外円二色

性、磁気円二色性を利用した、蛋白質、ポリサッ

カライド、核酸などの構造解析について研究報告

があった。最終日5日 は、Mammalian Cellに つ

いての紫外線、X線 照射効果について、G Kantor

によって述べ られ、それを補 うように、真空紫外

光による照射効果が、K Shinoharaによって報告

された。

シンクロトロン軌道放射光は、輝度が強 く、紫

外線からX線 領域まで、連続の波長が得 られると

いう特色がある。この利点を生かして、シンクロ

トロン軌道放射光が得 られる前は、困難であった

真空紫外域での生物への応用研究を、世界に先が

けて押 し進めているアメリカ側研究グループと、

日本側グループとの合同セ ミナーは有意義なもの

であった。さらに研究成果をあげて、次回は日本
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でこのセ ミナーを再開す る事 を約 した。援助 を下 さった山田科学振興財団に心より御礼申し上げる。

85-4282

インド、国際天文連合総会

宇宙科学研究所  河 ヽ 山 勝

国際天文連合 (IAU)

総会に出席 し、超新星に

関する合同研究会で研究

発表 した。内容は最近日

本の天文衛星 「てんま」

によって発見され大 きな話題になっている 「銀河

面内側からの数千万度の熱的X線 放射」の起源に

関して未知の超新星残骸の多 くの集まりで説明出

来ることを解析的方法 と数値計算両方を用いて説

明したものである。将来計画の研究会では日本の

次期X線 天文衛星 「ASTRO― C」 の紹介発表を

行った。ASTRO― Cは 1987年打ち上げ予定で、

この時期における唯一の大受光面積をもつX線 衛

星のため、多 くの関心を呼び、くわしい説明を求

められた。恒星大気の研究会では最近の話題 とし

て、中性子大気の構造、特にX線 バース ト中での

大気構造について、日本における観測、理論両面

での先進的研究成果を報告 した。銀河中心への距

私達は、第 25回米国細

胞生物学会で二つの ミニ

シンポジウムと一っのポ

スター発表 を行 った。米

国細胞生物学会 は細胞生

物学の歴史 を作 って来 たと言 える学会 で、今回は

特に25回 目で活発だった。正式スケジュールの前

の Spectal lnterest Subgroup Meetingで は主に

離が10 kpcより小さいとする我々の結論は、ちょ

うどこの総会で、銀河中心距離が10 kpcから8.5

kpcに改められたことから考えても重要な成果 と

いえるだろう。これら研究会での発表の内容は英

文の総合報告で出版 される。

研究会の合い間に、Beker教授(米)と超新星残

骸に関する共同研究のまとめを行い、投稿論文を

書き上げた。 (欧文雑誌に投稿予定)

IAU総 会のあとタタ研究所でAgrawal教授(イ

ンド)とのオリオン星雲からのX線 放射に関する共

同研究の最終まとめを行った。 (欧文雑誌に投稿

ずみ)ま たタタ研究所のX線 、 /線天文グループ

のコロキュウムで 「てんま」の検出器について紹

介を行った。研究所のコロキュウムでは前述の銀

河面からの熱的X線 放射の観測結果と起源につい

ての考察をくわしぐ行い、多 くの議論や意見の交

換が出来た。    1

85-4283

アメリカ、第 25回 米国細胞生物学会シンポジウ

ム

東京大学

細胞骨格蛋白関係のinformalなdiscusdonわゞあ

り、我々は微細管関連蛋自の討論に参加 し多くの

情報を得た。11月19日の ミニシンポジウム“MitOsis"

はコロラド大学の Mclntosh教授が OrganizerでG

Sluder,E.D.SalI■ on,W.Zo Cande,」 。MCIntosh,

F Solomon等と我々が発表し、私は 「急速凍結デ

ィープエッチ法による単離分裂装置のデータ」を

発表 した。今までの超薄切片法に比べ飛躍的に分

隆信度
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解能が上ったため、Microtubules同士の間に非常

に発達したクロスブリッジが明瞭に示され又、微

細管が我々がMicrotubules Boutonと呼ぶ規則的

な小類粒構造とそれとは別の大型頼粒によりとり

かこまれている事が示 された。再構造実験及び免

疫細胞化学によりBoutOnが75K MAP又 大型顆

粒の少 くとも一部が細胞質ダイエンである事を示

した。この発表に対しシンポジウムの前後を含め

多 くの非常に良い反響がえられた。 特 にMicro―

tubules Boutonはin vivoそしてin vitroで明瞭

に分子構造と局在が証明された最初のMAPと な

った。 11月 19日の Microtubules and Actin As‐

sociated ProteinのミニシンポジウムはWOrCester

Foundation α)R.ValleeによりorganizeさオルReese,

掩rschner, IくBurridge, XとWang, S Craig, T=

Stossel, J.Bryan, J MclntOSh, G Isenberg 等

と我々が発表した。我々はMAP lAに 対する単

クローン抗体の細胞内での分子形態 を急速凍結

法と抗体による修飾法を組み合わせて小脳プルキ

ニエ細胞樹状突起をモデルとして用いて示した。

この研究の結果神経細胞内の微細管同士の間のク

ロスブリッジの主な要素 としてMAP lAが 存在し

ている事が明らかに証明された。特に神経細胞の

細胞骨格として微細管に関連 したクロスブリッジ

が存在するか否かは討論があ り、我々の次に発表

したReeseのグループは、クロスブリッジは存在

しないという立場をとっていたが、今回のシンポ

ジウムでその見解を改め我々の説が通った。この

発表にも好ましい反響を得る事が出来、その他の

シンポジウム、ヮークショップからも新'情報を得

た。学会後、フロリダ大学医学部神経生物学教室、

テキナス大学医学部細胞生物学教室で急速凍結、デ

ィープエッチ法による細胞骨格の二次元構造とそ

の化学組成について、特に小陽刷子縁のアクチン

及びアクテン結合蛋自の局在や神経細胞内ニュー

ロフィラメント及び微細管関連軍自の構造につい

てセ ミナーを行い、討論を行い共同研究をスター

トさせた。米国ワシントン大学から東京大学へ移

って二年程たったが、米国の細胞生物学の研究者

の層は厚 く、achvityを今さらながら痛感し、頻繁

に学会及びシンポジウムに参加 し情報を入れる必

要を感 じた。

インドのニューデ リー

で開催 された国際天文学

連合総会に出席 した。こ

の連合は天文学の学術研

究上の唯一の国際組織で、

三年に一度総会形式の国際研究集会を持つ。今回

は、 「太陽および恒星の非動径振動」というテー

マの合同会議において、招贈講演を行った。講演

の内容について簡単に紹介する。

夜空に輝 く無数の星ぼしは、恒星と呼ばれ、自

ら光 り輝いている天体である。そして私達地球上

に住む生物にとって、かけがえのない太陽もまた

恒星の一つである。太陽をはじめ恒星は、内部が

85-4286

インド、国際天文学連合総会

東京大学 尾

高温高圧のガス球で、自分自身が作 り出す重力と

内部の圧力のつ りあいでその形が保たれている。

そして表面からは絶えず放射の形でエネルギーが

逃げ、それを内部の核融合反応で補っている。核

反応の結果、恒星内部の化学組成は変化し、それ

にともなって星は進化するさこうした恒星の内部

構造と進化についての理論的研究は 1950年 代か

ら1960年 代にかけて目覚ましい進歩をとげ、現

在では恒星の内部構造と進化の大筋はかな り良 く

わかってきている。

しかし恒星の内部構造の理論を観測によって検

証しようとすると、もっぱら星の明るさ・半径 ・

表面温度 と言った表面の物理量についての観測に

洋崎
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限られ、星の内部を直接 「見る」という観測は大

変少ない。この数少ない観測の一つに脈動変光星

の観Xllがある。脈動変光星 というのは、星自身が
一定の周期で規則正しく膨脹と収縮を繰返すこと

によって変光する星である。恒星の脈動はガス球

である恒星の固有振動の表われであ り、星の固有

振動の性質を調べることによって星の内部構造を

調べることが可能になる。これは、例えば西瓜の

熟れ具合を知るのに、たたいてその音で調べるの

に似たや り方なのだが、しかし私達は直接星をた

たいてみることは出来ない。そこで、星自身が自

ら脈動している場合にその現象をとらえて内部構

造を診断するわけである。

ケフェウス ・ベータ型星は、まさにこのような

脈動を行っている星の一つである。この型の脈動

1985年11月19日力>ら

28日まで、デ リー市で開

かれた第 19回総会に出席

するための援助をいただ

いた。総会は天文学の全

分野が 3年 毎に集まるものである。国際的基準や

共同研究の組織を作った りするのと同時に、およ

そ50の専門コミッションに分かれた天文学の、分

野間にまたがる科学を論 じあう。各コミッション

とも、ビジネス ・ミーティングよりはむしろ、科

学セッションを中心に運営 される。

私は 「恒星内部構造論」コミッションの次期プ

レジデントとしてのビジネスもあったが、科学セ

ッションの方 もいろいろと楽しませてもらった。

私にとうて最 も興味深かったのは、 「星団と星

落」コミッションで開かれた 「星国の力学 と形成」

というセッションであった。

球状星団の中心部では、星々が相互の重力によ

って集まり、高密度コアを形成する。それは自己

変光星の特徴として、他の脈動変光星にくらべて

表面温度が高い事、また星によって多重周期性に

よる 「うな り」現象を示す場合がある事などがあ

げられる。しかし、この型の脈動変光星の最大の

問題は、なぜこれらの星は脈動するのか?と いう

脈動励起機構が全 く不明なことである。言いかえ

ると、脈動のエンジンの働 きをするメカニズムが

全 くわかっていないということである。私の講演

においては、ケフェウス ・ベータ型星について、

私自身の提案を含め、これまで提案された色々の

脈動励起機構について検討 した。しかし、いずれ

のメカニズムも一長一短があり、現在のところ決

定打になるものが存在 しない。これは、恒星内部

構造の理論における未解決の難問の二つで、天体

物理学者にとって大 きな挑戦の一つである。

85-4289

インド、国際天文学連合総会

東京大学 杉 本  大 一 郎

重力下にある多体系の一種の不安定現象で、重力

熱力学的破局 と呼ばれている。この中心部の収縮 ・

崩壊は星団の年齢に比べて短い時間内に起こるの

で、崩壊後の系はどうなるかという問題があった。

総会前年の 6月 に、プリンス トン大学で関連する

シンポジウムがあった。私とE.Bettwieserは、

連星 という相関が徐々に発達し、それに伴って中

心部は非線形振動が起こることをガス ・モデルで

示し、 「重力熱力学的振動」の概念を提出してい

た。しかしその時は、議論に決着がつかず、持越

しになっていたのである。

以前に反対の旗頭であったD.Heggieは ガス ・

モデルで計算し直し、結局は私と同じ結果を得た

と、今回は発表 した。私と牧野はガス近似よりも

一歩進め、多粒子系でも同じ現象が起こることを、

かな り大がか りな数値計算 も併用して示 したこと

を発表した。こうして、重力熱力学的振動の概念

は、ほぼ確立されたと思っている。

もう一つ、私にとって興味深かったのは、 「銀
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河系の構造 と力学」コミッションで、太陽から銀

河中心までの距離の標準値として、それまでの10

kpcに かわって、8.5 kpcを推奨することが決めら

れたことである。私は戎崎 ・花輪 と一緒に、中性

子星のX線 パース トが距離を測る新 しい標準光源

になるという理論を展開し、日本の衛星 「天馬」

の得たデータを解析 して、銀河中心までは7 kpc

くらいだと主張していた。他の意見 もこの値に近

づいたわけである。

コミッション間の共同セッションでは、 「星の

非動径振動」では組織委員 と座長を、 「超新星」

では組織委員を務めた。

私自身の中心 となるコミッションでは、 「X線

昭和 60年 12月 8日 ～

19日、米国西海岸地域を

訪間する機会を得た。旅

行の前半は、米国地球物

理学連合(AGU)1985年

秋季大会の招待講演で、後半では、サン ・ンンド

レアス断層の野外調査、オレゴン州立大学で講演

を行った後、バンクーパー市の米国地質調査所カ

スケーズ火山観測所を訪間、研究の打ち合せを行

い、帰国した。短期間の訪米であったが、成果の

ある研究交流を行 うことができた。

AGU秋 季大会は、12月8日 (月)～ 13日(金)の

期間、 サ ンフランシスコ市の市民公会堂(Civic

Auditorium)で開かれた。AGUと いう組織は、

米国の地球物理学、地球化学、地質学、水文学、

地理学、天文学、海洋学など、地球科学のほとん

どすべての分野の研究者が加入した学会で、海外

会員 も多 く、世界でも有数の権威ある学会 として、

春秋に大会が開かれるが、とくに秋の大会が盛ん

で、約5000人の研究者が参加する。外人参加者 も

多 く、国内学会 というよりは国際的な学会の役割

バース トのエディントン光度 と銀河中心までの距

離」に関する論文を発表 した。

総会における各分野の交流はいろいろの刺激や

成果をもたらす。いずれ、日本でも総会を開 くの

が良いであろう。日本の若い人たちも広 く参加で

きるからである。

ところが、中国の方 もしきりと勧誘しているよ

うであった。国の事業 としてやると考えられる中

国の場合に比べると、日本の場合、とくに実用か

ら離れている天文学では、資金を集めにくいとい

う問題はあるかもしれない。しかしこの次にアジ

ア地域に開催地がまわってくる1994年か 97年 に

は、ぜひ実現したいものである。

85-4295

アメ リカ、米国地球物理学連合 1985年秋季大会

東京大学 脇 宏田

も果たしている。今大会は、年前 ・午後それぞれ

約25の会場を使って、5日間にわたって開かれた。

会場周辺には多数のホテルがあり、 AGUと の特

別契約で、比較的安価に宿泊することができた。

議演の開始時間は早 く、なかには8時 から始まる

セッションもあった。発表時間は、討論を含めて

1講演に対し15分が均等に割 り当てられ、会期中

に合計約5000の論文が発表された。すべての講演

会場が一つの大 きな建物の中に設けられ、発表時

間が正確に守 られるなど、運営は能率的であった。

しかし、同じ時間常に開催 されるシンポジウムの

数が多 く、自分の研究 と関連した講演を聴 くこと

ができないなどの問題点 もあった。この他、この

大会は研究発表の場ばか りでなく、知人や新しい

研究者 との出会いなど研究交流に最良の場を提供

していた。さらに、各種の展示や販売にも力が注

がれていて、新 しい技術や機器の展示は勉強にな

り、本の割引き販売などは有益であった。

私の講演は、2日 目の年前 ・年後に設けられた

特別セッション “Helium Geology''の中で行わ

れ、非火山性地域に発生する群発地震の原因をヘ
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リウム同位体比の異常から論 じた。年後の部の最

初の講演で、時間帯 もよく、出席者 も多 く、質問

も活発であった。

訪米の後半に訪れたカスケーズ火山観測所では、

セントヘレンズ火山上空の飛行機観測に参加した

8 5 - 4

1985年 12月 2～ 4日

に米国、ボス トンにて、物

質科学会 (Matedal Re_

search SOciety)主催 で

表題のシンポジウムが行

われた。 「欠陥」 とは、与 えられた化学組成 にお

ける理想的なコンテ ィニュァス ・ランダム ・ネッ

トワーク (CRN)モ デルか らの意味のある逸脱の

ことを指 している。シンポジウムの組織者で、プ

ロシーデ ィングの編者で もあるガ リーナ、グ リス

コムとウェーパーは cRNが すべてのガラスで最

良のモデルであると信 じるか らではな く、ガラス

における欠陥の意味を明快 に定義する意図でCRN

を基準 においた。結晶において芙現不可能な完全

結晶 と同 じ役割 をガラスの科学では CRNが 担 う

とす る。真正または故意に導入 させた興味ある欠

陥は次のよ うな ものである。 (1)不純物 とドーパ

ン ト(原子、イオン、分子…)、 (〕点欠陥 (ダン

グ リング ・ボン ド、ロン ・ボン ド、ロン 。配位)、

(3)拡がった欠陥(回位、内部表面、ポイ ド、外部

表面)、 (4)中距離秩序 (リング、ラフ ト、ケージ

…・)。アモルファス siやCe,ま た、ァモルファス

金属のよ うな物質 については、他 に最近、会議が

開かれているので除外 し、本 シンポジウムでは、

酸化物、ハライ ド、および、カルコゲナイ ドのバ

ルク ・ガラス、ゼ ロ ・ゲル、ファィバーとアモル

ファス薄膜などを対象 とした。内容は構造、ボン

デ ィング、運動学、形成 メカニズム、モデ リング、

コンピュータシ ミュレーシ ョン、ァ ィバィス動十乍

り、気象衛星を利用したテレメータ伝送技術など

の有益な知見を得た。

今回の海外渡航による成果は多 く、山田科学振

興財団に深 く感謝する。

2 9 8

アメリカ、 「ガラスの欠陥」に関するシンポジウ

ム

大阪大学    邑  瀬 和 生

や、評価法 との関係などにおよぶ。評価法には、

電子頭微鏡、液体 クラマ トグラフィー、輸送現象

および、赤外、 ラマン、ESRメ スバウワーを含む

各種分光法がある。

筆者は、「カルコゲナイ ド・ガラスにおけるパー

コレーシ ョン転移 と歪の蓄積」 について発表 を行

った。 これは、ガラス形成難易度、中距離秩序、

トポロジカル相転移、ベク トル ・パーコレーシ ョ

ンなどガラスの物理 の基本的問題 に取 り組んだ

内容である。その他の問題で、興味 と重要性 を強

く感 じた ものに、シ リカ ・ガラスの放射損傷の研

究、光 ファイバーの歪化のメカニズム、長波長 ・

光 ファイバーの開発研究などがある。

本 シンポジウムのプロシーディングは 1986年、

3月 に発行 された (Mat Res Soc Symp Proc

61, 1986, Material Research Society)。  こイ托は、

本課題の情報 に関す る最初の概論書 に相当す る。

各著者には、論文 (～ 10ペ ージ)を書 くにあた り、

強化教育的な表現 をとり、行 きとどいた文献 を挙

げるよ うに要請 された。全体 として上 々で、課題

と文献 に近づ き易いように、 700項 目にわたるほ

ぼ完全な索引がついている。数年前か ら、アモル

ファス団体の科学的進展に著 しい ものがある。今

回、シンポジウムで活発な討論が行われた上、プ

ロシーデ ィングに内容 を集録 したことで、将来の

発展が促進 されるもの と期待できる。

アモルファスの構造のベースとして、 ここでは

CRNモ デルが基準にとられたが、実際の構造は、

マイクロ ・ク リスタルの集合体のよ うに、 トポロ
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ジカル秩序の高い構造に至るまで、多様な形態が

考えられる。むしろ、後者の形態が多いのではな

いかと主張する学派 もあり、今後の課題の基本的

重要事項としてガラス形成と構造の研究が進めら

ニ ューヨーク科学 アカ

デ ミー主催のガラス状態

に関す る会議 は 1975年

に始 められて以来、 5年

毎に開催 され今回は 3度

目で、Purdue大学のC.A.Angell教授、Yeshiva

大学の M.Goldstein教授によって組織 され、マン

ハッタンの中央公園南側に面したBarbizon‐Plaza

ホテルで12月1～ 3日 の 3日 間行われた。予定で

は12月 4～ 6日 であったが、D Turnbull教授 70

才の記念講演会がその時期にボス トンで開かれる

ことにな り、誕生日を動かせないのが会期変更の

理由である。

今回の主題は “Dynamic Aspects of Struc…

tural Change in Liquids and Glasses'' である

が、従来 と違っている点は液体急冷のガラスだけ

でなく、スピングラス、ダイポールグラス、ガラ

ス性結晶などが大巾に取入れられたことである。

分子配置の規則性のため、あまりに複雑な液体攻

略のアプローチとして受入れられたのであろう。

発表件数は極めて限られ、伝統ある英国のファラ

デー討論会 と同形式で、予め本論文を投稿してお

く。発表時間は1件25分で、残 りの時間は討論に

あてられる。その全容はAnnals ofthe New York

Academy of Sciencesに単行本の形で印刷され、

世界に配布されて、その水準の高 さには定評があ

る。講演者の内訳は米国12、西独 2、英国 1、 フ

ランス 1、 カナダ 1、スウェーデン1、日本 1と 国

際色豊かであった。会議の最後にP,W.Anderson

教授を含む5名 のパネリス トによって、今回の発

85-4299

アメリカ、 「液体及びガラスにおける構造変化の

動的側面」会議

大阪大学    菅        宏

れていくものと思 う。

ポジウムに派遣援助を

財団に感謝 している。

このように意義深い本シン

して下さった山田科学振興

表のハイライトと将来の展望についてのsumma‐

rizing talkがあった。

C.T.Moynihan教 授は加圧による氷の非晶化

(Et Whalley教授)をハイライトとして選ばれた。

これは氷を77Kで 10万気圧の加圧により高密度

非晶質氷を作成 したという画期的な研究で、しか

も水蒸気の蒸着によって得 られる低密度非晶質氷

を加圧 しても得 られる。その際の体積変化は恰 も
一次相転移のような様相を呈し、これまで非晶質

は連続的と考えられていた常識を打破った。Angell

教授は我々のガラス状態に関する研究を取上げ、

分子配置に並進対称を示 しながら液体ガラスと同

様な緩和現象 と残余エントロピーを示すガラス性

結晶の研究を強力に押 し進めるよう奨めてくれた。

Goldstdn教授は交流加熱法によってガラス転移点

での熱容量ジャンプの周波数依存性を追跡 した研

究 (S.R.Nagel教授)を、新 しい実験手段の開発と

して高 く評価された。 D.R.Nelson教 授 は A.

Loidle教授や 」P(Sethna教授が行ったくKCN)鈍

(K Br)1_■固溶体系の研究を取上げた。KCN結

晶単独で示す相転移が球対称のBr~イ オンで希釈

することによ りCN~イ オンの配向の凍結が起こる

こと、極低温で T依 存性をもつ過剰熱容量の存在

はガラス性結晶の場合と同様、乱れた系に共通し

た特有の現象として、将来の発展が期待される。

Anderson教 授はガラスのような相互作用の強い

系で観測 される非指数関数的緩和 を表現 しうる

Williams,Wattsの実験式をいかにして理論的に導

くか、同時に平均緩和時間をアレニウスプロット

した場合に見 られる強い非直線性とどのように関
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連づけるか、などが今後の課題として提起された。

筆者がこの会議で一番驚いたことは、米国企業の

研究者が 3名 も発表者 として選ばれたことで、し

かも研究内容が大学や国立研究所以上に基礎的で

あった点である。第 2に 討論が極めて活漆で、講

演者と質問者が激 しい討論の応酬をしていても、

座長は仲に入ってとりなすでなく、言 うことがな

くなるまで続けさせてぃた点である。言葉の障害

だけでなく、自己主張の点で日本人はあまりにも

控え目である。

会議の翌日、一路オタフに飛ぶ。こゝは既に町

全体が雪に覆われてお り、河の水 も大半が凍結 し

ていた。National Research cOuncilと言えば、

Whalley教授や D.Wi Davidson教 授などの著名

学者の揃った氷研究のメッカである。D.D Klug

博士の案内で最新の装置を見学 し、液体窒素中で

試料を取扱 う特殊技術は以前から知 りたいと思っ

ていたが、以外に簡単な装置であった。年後 3時

から1時間半にわたって“
ordering Processes in

lce and Related Compounds" の講演を行い、

質問やコメントをうけ、その後、Whalley教授の

事で町をご案内頂 き、楽しい晩餐のひとときに話

がはずんだ。前回の訪間の際に親切にして下さっ

たGS.Kell博 士が50才の若さで癌のため急逝 さ

れたとのことで、胸をしめつけられる思いであっ

た。ニューヨーク、ォタワ合わせて 7日 間の短い

訪間であったが、その間に新しく知己を得た人々

の顔を思い浮かべながら、オタワの空港を飛び立

った。

貴重な体験の機会を与えて下さった山田科学振

興財団に対 し、心より御礼申し上げる。

8 5 - 4

表記の題の国際会議が

グルノーブルからバスで

2時 間程アルプスを登っ

た所にあるアルプ ドフェ

ズという小 さな町で開か

れた。この会議を立案実行したのはグルノーブル

大学の機械工学のピオー教授であった。ピォー教

授の意図は、加工、流体解析、数値計算などの連

続体力学の分野 と、高分子、物理化学などの物性

論の分野の研究者を集め、最新の成果を出し合っ

て議論 し合おうということであった。参加者は80

名程で、機械工学、化学工学、物理、化学、数学

などの様々な分野からの出席があった。

会議の初日は、レオロジー測定法で、多 くは既

に聞いた話であったが、おもしろかったのは、ス

タンフォード大学の若手、フラー教授が、粒子分

散系を含む高分子液体の複屈折と、二色性を同時

測定し、粘弾性体中の粒子の運動を解析するとい

303

フランス、高分子液体の粘弾性 (特に高分子溶液

及びメル トの加工性について)の国際会議

東京都立大学  土  井  正  男

う研究であった。筆者は以前より、高分子 レオロ

ジーにおいて、応力複屈折測の役割が過小評価 さ

れていることに不満を持っていたが、フラー教授

の研究はこの法則のみごとな応用であり、講演終

了後早速、感激 したと言いにいった。

2日 目のテーマは、高分子レオロジーの分子論

で、最初の講演が筆者の番であった。 「高分子液

体の粘弾性の微視的基礎」 という題で、筆者らの

提出した管模型理論の話をした。少し古い話なの

で新鮮味を出すのに苦労したが、スライドを入念

に準備 したせいで、反応は悪 くはなかった。しか

し、後で親しい友人から、君はあのテーマにもう

興味を持っていないように見えたという評を聞い

て、未完でも新しいテーマを選んで話すべきだっ

たかと反省した。この日は管模型の理論について

のあれこれの議論があった。しかし、議論が充分

にかみあっていない様なので、このテーマについ

て、 3日 目の年後の休憩時間を利用し特別のセッ
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ションを設けることを提案した。言い出しっぺが

私であったから、私が司会をせざるを得なくな り、

議論をどう収束 させようかと思い悩んだが、なる

ようにしかならないと心を決めた。

3日 目は、非線型流体の数値計算法で、私が興

味を持っていたテーマであったが、年後の事が気

になって、年前の話は頭に入 らなかった。ただ、

数値計算は多大の人手 とお金、そして忍耐がいる

ということは察 しがついたので、今からスター ト

して、先発組に追いつこうとするのは、私の今の

立場では得策でないとの結論に達 した。管模型に

ついてのディスカッションの時には幸い外の天気

が悪かったせぃで、多数の人が参加してくれた。

議論の方は予想どお り収東はしなかったが、それ

ぞれ言いたいことを言ってくれた。私の下手な司

会 もひどい ドタバタにならずにすんだので、まず

は一安心であった。

4日 目の年前は加工法がテーマで、私は全 くの

素人であったが、なぜか座長をやらされた。これ

も仕事の一部と思い、年前中を針のムシロの上で

過 した。もう一人の座長のウィンター教授が助け

てくれたので、一応の形はついたが、全 く冷や汗

の連続で3時 間を過した。 4日 目の年後、疲れが

出てきたみんなが夜のコンサー トとバンケットに

思いをはせてぃる時に、たいへんおもしろい研究

がMITの ムラー教授のグループから発表 された。

彼 らはレーザーを使い、高分子液体の流速を全空

間にわたって測走する方法で、円管内の流れの不

安定性の原因を調べていた。この方法はmelt frac_

ture等、多 くの問題の解明に大 きな役割を果たす

と期待 されている。

今回の会議は、人前に出る機会が 3回 もあり緊

張したが、たいへん楽 しい会議でもあった。会議

の期間中、雪に降 りこめられて、スキーができな

かつたが、戸外の温水プールで泳 ぐことができた。

豪華な夕食 もおいしかったし、コーヒーとパンだ

けの朝食 もおいしかった。このような会議の出席

を可能にして くれた山田科学振興財団の援助に感

謝する。

8 5 - 4

今回の海外出張 (2月

22日～ 4月 5日 )に は二

つの目的があった。一つ

はカ リフォルニァ大学 サ

ンタ ・パーバラの理論物

理学研究所の主催する 「強 く相互作用するフェル

ミオン系」のワーク ・ショップに参加すること。

第二はアメリカ物理学会の march meetingの 重

い電子系のシンポジウムでその超伝導について最

近の研究をレビューすることである。幸い山田科

学振興財団の御援助を得てこれらの目的が達せ ら

れた事を、まず感謝したい。

理論物理学研究所はNSFの 資金によって運営

されている研究所で所長の R.Schrifferを始め 3

305

ァ メ リカ、 「強 く相互作用す るフェル ミオ ン系」

ワーク ・シ ョップ 他

東京大学   上  田  和  夫

名の教授 と10名程度のポネ
:ド

ク以外はすべて客員

研究者 という変った運営をしている。1986年度上

半期は二つのプログラムがあり上記のテーマはD.

Scalapinoと」.Ws wilkinsがその責任者となって

いる。訪れる研究者はセ ミナーをしてあわただし

く去る者からこのプログラムの全期間(6ケ 月)に

わた り滞在する者までさまざまである。セ ミナー

がほとんど毎日のようにあり、研究者間のディス

カッションがここでの研究の中心である。重いフ

ェル ミオン系に対する理論では、Gutzwillerの変

分計算、スレーブ ・ボゾンの方法などいくつかの

異なる手法が同等の結果を与え、第零近似に関し

ては理論家の間に合意が形成されつつある。スレー

ブ ・ボゾン法による1/Nの オーダーの計算など次
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の段階への発展が始まろうとしている。実験的に

は重いフェル ミオン系と呼ばれる物質群が相次い

で作成 され、超伝導、正常金属、磁性金属 と種々

の基底状態のものが出揃い豊富にな りつつある。

何がこれらの基底状態を分ける因子かが実験的に

も理論的にも間われるべき今後の問題である。小

生は理論物理学研究所に5週 間滞在 し、 ETH一

チューリッヒの T.M.Rice氏 との共同研究を継続

することができた。その成果は公刊すべ く目下準

備中である。

アメリカ物理学会の march meetingは ラスベ

ガスで開催 され、そこで小生は重い電子系の超伝

導について理論的な総合報告をした。焦点の一つ

である、異方的超伝導に対 しては未だ決定的証拠

は得 られてないものの、やは り通常の超伝導 とし

私はイン ド・ボンベイ

近郊、パ ンチガーニで開

かれた理論物理学冬期学

校に出席 した。 この学校

は毎年いずれかの物理学

分野に関して行われている国際研修会で、インド

で行われる代表的学術行事の一つである。今回は
一昨年に続いて、素粒子 ・高エネルギー物理をテー

マに 1986年 1月 25日 ～ 2月 5日 の 12日 間 行わ

れた。

今回の講師は、」.Kogut(イ リノイ大)の 「格子

ゲージ理論」、R.PhinipSくラザフォード研究所)及

びC.Quigg(フ ェル ミ国立研究所)の 「高エネルギ
ー物理」、B Sakita(ニューヨーク市立大)、吉川

圭二(大阪大学)、A.Dhar(ス タンフォード研究所)

の 「ス トリング理論」で、各々4～ 8国 の講義を

行 うのが骨子とな り、それにインド国内の研究者、

大学院生の研究発表が加わる形で運営された。

私 とSakita氏に、ス トリング理論関係の構成分

ては理解 し難い事実が、次第に蓄積されつつあ り、

アメリカの物理学者の間では異方的超伝導を期待

している向きが多いとの印象を受けた。今回のニ

ュースとしてはベル研の D.Bおhop達 が異方的超

伝導の ドメイン構造による.と思われる異常な超音

波吸収を低温、低周波数で観測した事を報告した。

ラス ・ベガスで開催 した理由は、大 きなホテル

が必要なためとのことであるが、カジノと物理学

会の取 り合わせはやはり奇異な印象を免がれなか

った。

march meetingは 年々その規模が拡大 し (今

年の講演数は約 3000)会 場捜 しが困難になって

お り、二つに分割することが検討されているよう

である。

85-4306

イン ド、理論物理学冬期学校

大阪大学 士

担をまかされ、合計7回 にわたって “
Field Theory

of Stdngs"の講義を行った。ストリング理論(ひも理

論)とは、現在確認されている電磁相互作用、弱い

相互作用、強い相互作用、重力相互作用をすべて
一つの理論から統一的に導出しようとする野心的

な統一理論の一つで、もっとも有望視 されている。

1970年代にSakita教授や私共が強い相互作用の

理論 として研究を進めていたが、最近になってM

B Greenと 」.H.SChWarzに より統一理論へ応用

する可能性にかかわる発見がなされ、急速に注目

され始めた。

この理論は、量子化された重力(Graviton)が始

めて取 り扱えるようになったこと、場の理論の重

大困難であった発散問題を解消したこと、現在実

験で確認されている多 くのクォーク等をすべてス

トリング(ひも)の運動 として統一的に導出するこ

となどの理由で、現在の所、理論物理学における

主要テーマの一つである。

インド研究者の中にも、この分野で目ざましい

圭
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活曜をしている人が多 く、特に若い20才代の学生、

研究者の情熱 と活動には目を見張るものがある。

今回も時には夜9時～ 10時まで討論が続 き、私 も

多 くのことを学んだ。

其の他、格子ゲージ理論、高エネルギー現象論

の講義は、日頃狭い自分の研究分野に閉じている

ことから開放 され、一流の専門家から一流の講義

を聞けたし、講師各氏 と個人的な交友関係 も深め

られたことは、何物にもかえ難い収穫であった。

このインド冬期学校は毎年米国 NSFの 財政的補

助を得て実術 され、地理的には西欧諸国から離れ

ていても、他のヨーロッパ ・米国 ・日本で行われ

るものと同列、またはその中でも高水準の研修集

会であるが、今回は突然 NSFの 援助が得 られず、

関係者の多大な努力により、他方面からの資金集

めによ り実行の運びとなった。そのためもあ り、

私が貴財団の援助を得て出席できたことに対 して、

運営委員長 V.Singh教 授(Tata研究所)か ら、開

会の辞の中で特別の謝意を表されたことを申し添

えたい。

8 5 - 4 3 0 7

ジャマイカ、第 11回天然物および医薬品化学モナ・

シンポジウム

慶応義塾大学  竜  田  邦  明

天然物および医薬品化

学 モナ ・シンポジウムは、

2年 毎 に、ジャマイカの

首都キングス トンにある

西 イン ド諸島大学(Univ

of West lndies)の主催によって行われており、特

に、ヨーロッパおよびアメリカから、著名な化学

者が避寒を兼ねて参加することで知 られている。

1月 のジャマイカは、平均気温25度 と過しやすく、

快適な一週間を過すことができた。今回は11回目

で、会の進行 も非常に円滑であ り、シンポジウム

としては、これまでの最高の部類に属するもので

あった。出席者は、合計約65名 (同伴者を除 く)で、

そのうち約 15名がジャマイカの大学関係者であっ

た。残 りの約 50名 中、 42名 が講演を行った。小

生を含め12名が 1時間の特別講演を行い、30名が

20分の小講演を行った。出席者のほとんどが講演

を行 うので、朝 9時 よ り夕方5時 30分頃まで全員

参加 し、講演毎に行われる質疑、討論 も平均約 15

分を費やして活発に行われた。また、参加者が約

65名 とまとまっているため、全員が親密に話すこ

とができ、意見を忌暉なく交わすことができた。

特に、 小 生が博士研究員であったHarvard大学

Woodward教 授の研究室の関係者が8名 も参加し

ていたので、彼 らを軸に、ほとんど全員 と親交を

深めることができたことは、今後の研究活動にと

って非常に有益なことであると信じている。

講演の内容については、講演要旨を要求 されな

い1時間の講演はもちろんのこと、20分の講演 も、

現在進行中の トピックスばか りであり、講演者各

位の哲学を垣間見ることができ、非常に刺激を受

けた。小生の講演は、糖質を不斉炭素源とした種

々の抗生物質類の全合成に関するもので、日本の

天然物の合成研究の水準の高 さを示すことができ

たものと自負 している。

講演の中休みに小旅行があった。バスで遊覧し

たり、カリブ海に遊んだ り、滝登 りを楽しんだ り

と、盛 り沢山で、 1日 だけで、しかも生憎の雨模

様であったが、充分にジャマイカの風土を満喫す

ることができた。

充実した講演を行 うことができ、他の化学者の

トピックスを聞 くこともでき、その上、ジャマイ

カの良さを目にすることができたことに非常に満

足 し、同時に、これも山田科学振興財団の援助の

お陰と感謝している次第である。
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85-4311

インド、第 2回 アジア太平洋物理学会議

東京大学 矢 紘崎

貴財団か らの援助によ

り、1986年 1月 13日～ 19

日イン ド、バンガロール

で開かれた第 2回 アジア

太平洋物理学国際会議に

出席 させて頂いた。バンガロールはインド南部の

高原にある避暑地で気候がよく、会場 も超一流の

ホテルで快適な環境での会議であった。開催まで

は会議に関する連絡が悪 く、プログラムも直前ま

で不明という状態で、どんな会議になるのかと案

じていたが、会議そのものの運営は円滑に行われ

たと思 う。

会議は7個 のプレナリーセッションと多 くのパ

ラレルセッションとから成 り、時間的には余裕の

あるものであった。会議の目玉となっていたプレ

ナリーセッションでのSalam,Yang,久 保、近藤、

Penroseといった大物たちの講演は専門外の研究

者にもわかる所があるように工夫されていて面白

くきくことができた。

この会議の特別企画は18日午後開かれた
“
Phys_

ics for development"というセッションで、開発

途上国における研究、教育の現状 と将来、これら

の国からの研究者の受け入れ機関とその体制など

について 5個 の講演があ り、それに関する討論が

行われた。講演はそうよく準備 されたものとはい

えず、また討論 も思いつきのものが多かったよう

に思 うが、 このようなテーマをとり上げること自

体は重要であると考えられ、今後 も続けられるこ

とが期待される。日本からの出席者が、私自身 も

含めて、このような討論に加われなかったのは少

し考えさせられた。

私の専門分野である原子核物理については、 3

個のパラレルセッションが開かれ、日本からの参

加者では有馬、石原、坂田、私の4人 が講演した

が、他の講演者はインド、中国、韓国から各 1名

というさびしさで、特にインドからの参加者が少

なかったことが目立った。もっとも普通なら原子

核物理のセッションに割 り当てられるような内容

の講演が高エネルギー物理の方にまわされていた

ことも上のようになった理由のひとつと考えられ

る。会議のアナウンスの仕方、分野の割 り振 りな

どに多少問題があったのか もしれない。私は、
``II■

plication of quark cluster model in nuclear

phydcs"と いう題で、クォーク・クラスター模型

による核子 ・核子相互作用と原子核内でのクォー

ク ・クラスター構造の変化、クォークに対するパ

ウリ原理の効果などについて話し、関係するテー

マで高エネルギー物理の方のセッションで講演 し

たインド、中国、イタリアからの研究者たちと議

論する機会を得た。

会議のあい間の市内見物や14日夜参加者全員で

見たインド舞踊などを通 して、僅かながらインド

文化を垣間見ることもできた。

お陰様で大変楽しく有益な 1週 間を過させてい

ただいたことに心から感謝する。
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85-4312

アメリカ、 ミ ュー粒子基礎物理、素粒子原子核の

ワークショップ

大阪大学    森  田   正  人

この集会が昭和61年 1

月 20日 ～ 22日の3日間、

米国ニューメキシヨ州の

ロス ・アラモス中間子研

究所(LAMPF)で 行われ

た。研究所は標高 2500メートル、砂漢の端のメー

ザといわれる帯状断崖の上に、外界との接触を最

小限にする目的をもって設置されている。職員の

住居のための町が 1里 ほど離れて存在する以外は

殆んど何 もない。このような大規模の中間子研究

所は、この他にバンクーバー市のTRIUMF(3大

学中間子研究所)と、スイスのSIN(ス イス原子核

研究所)だ けである。(わが国には小規模の施設が

高エネルギー研にある。)上 記 3大 中間子工場の

研究者およびその利用者合計約 100名が集まった。

アメリカ内より約65名 、ヨーロッパより約35名、ア

ジア地区からは筆者と、東大の実験家でTRIUMF

などへ出張中の永嶺謙忠氏の 2名 が参加 した。

ミュー粒子は弱い相互作用を行い、数百万分の

2秒 という平均寿命で崩壊する。電荷をもってい

るので、電磁相互作用を行 う。質量は電子の 207

倍あるほかは殆んど電子 と同様の性質で、重い電

子ということもある。このため統一的電弱相互作

用の基本的法則、空間、時間の反転に対する不変

性の破れ、その他の対称性に関する諸問題にはじ

まり、原子、原子核、核融合などの応用分野まで

討論 された。物性への応用は今回は含まれなかっ

たが、ハイデルベルク大学長のzu Putlitz博士 も

出席 してお り、 ミ ュー粒子 ビーム利用会議が行わ

れていた様子である。

所長 G Garvey博 士、主催者 V Hughes博 士ら

の挨拶にもあったように、 ミ ュー物理に関する最

も主要な研究者がほぼ全員集合したので、密度の

高い発表 と討論が行われた。

会議はこの 3日 間、年前8時 30分 より年后 6時

まで、 7個 のセッションが行われ、各セッション

では理論家の基調講演に始まり、 3大 研究所の最

新実験ならびに将来計画、その他の研究発表 とい

う構成である。筆者は原子核によるミュー粒子捕

獲について、弱い相互作用の構造、原子核の多体

的中間子交換効果に関する理論的研究と、現在 も

っとも必要 とされる実験の提案を行った。これに

つづいて、CERNの E.Zavattini博士が 3Heな ど

軽い核での問題点を論じた3

この機会に大阪大学での理論グループの研究成

果を確実に伝えることができ、且つまたこの分野

の貴重な最新情報を入手できたのは、この派遣援

助によるものであり、山日科学振興財団に衷心よ

り感謝の意をあらわしたい。
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8 5 - 4

昭和 6 1 年3 月 1 7 日よ

り5日 間に亘 り、モスク

ワ郊外に在るソ連科学ア

カデ ミーの施設において、

「第 5回 半導体中の転位
の構造と性質国際シンポジウム」が合宿形式で開

催 された。本国際シンポジウムは3年 毎に定期的
に開催 されてお り、前々回までは 「4配 位半導体

中の転位に関する国際シンポジウム」と呼ばれて

いた。主催国以外からの参加者は招待発表者のみ

で構成 される慣習になっている。ソ連は、今回の

会議の主催団体である団体物理研究所のグループ

をはじめ、本テーマに携わる研究人口は世界で最

も大 きな国であ り、ソ連国内からの参加者は約100

名にのぼった。主催国以外からは、日本、西独、

東独、フランス、英国など13ケ 国から60名 弱の

参加者があった。

会議は、(1)転位を含む半導体結晶の電子構造、

(2)半導体技術における転位、(3)転位を含む半導

体結晶の物理的性質、(4)結晶粒界内の転位、 6)

特殊結晶中の転位、 (6)転位の運動、 仔 )転 位と

点欠陥の相互作用、 G)転 位に関する研究手法、

の八つのセッションに分けられ、各セッションは

数件の講演発表(約45分 間)と10～20件のポスター

による研究発表が行われた。講演は年前と年後に

分けて行われたが、その合間にはたっぷ り自由時

間がとられていて、合宿形式のこの会議では個人

的レベルで討論する機会を充分に持つことができ

た。また、夕食後にはいくつかのセッションに関

連したwOrkshOpが 設けられた。

321

ソ連、第 5回 半導体中の転位の構造 と性質国際 シ

ンポジウム

東京大学    竹  内     伸

今回の会議での中心的な話題をいくつか取 り上

げると、 (|)Si中 の転位芯のダングリング・ボン

ドの再構成をめぐって、転位芯の電子状態に関す

る問題が今回も議論の対象となったが、研究グルー

プ間の意見の対立は依然として平行線のまゝであ

った。 (ii)半 導体結晶の転位の易動度におよぼ

す結晶励起効果 (いわゆる光塑性効果と呼ばれる

現象)に 関して、筆者がSi、GTeの実験結果につい

て講演を行ったが、そのメカニズムに関して活発

な議論が展開された。筆者 らは、転位の易動度促

進効果について、以前から主張 している無幅射再

結合機構で実験結果を解釈したが、それに対 して

ポスター ・セッションやwOrkshopで 3つ の別の

モデルが提唱され、激 しい議論が行われた。その

ほか、 (問)皿 ―V族 半導体中に変形によって導入

される欠陥の実体に関する問題、(iv)転位のEBIC

像、CL像 の解析法、などに関して活発な討論が展

開された。これらは、どの問題 も、今後さらに確

芙な実験データの蓄積によって自ずと解決に進む

ものと考えられ、将来の発展を期待 して会議が終

った。

会議後は結晶学研究所や固体物理研究所支所な

どを訪間し、その活動状況を視察した。ソ連滞在

中は団体物理研究所の職員が我々外国人の面倒を

見てくれたのであるが、その行 き属いた誠意ある

対応には全 く感激 した。我々が滞在 したソ連科学

アカデ ミーの宿舎 も快適な施設であり、誠に楽 し

く有意義なソ連訪間であった。山田科学振興財団

からの派遣援助に対し心から感謝の意を表したい。
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学における対称性」

招待講演を行った。

第

昭和 61年 3月 24日～

26日の3日間、ァメリカ・

イリノイ州カーボンデイ

ルにある南イリノイ大学

において開催 された 「科

2回 シンポジウムに出席し、

このシリーズのシンポジウムは、同大学物理 ・

天文教室の B`Gruber教授が組織 したもので、そ

の第 1回 はアインシュタィン生誕百年の記念行事

として1979年3月 に開かれ、今回はその第 2回 目

にあたる。諸々の法則に対する法則、即ちメタ法

則ともいうべき対称性の間題を、学際的な観点か

ら再検討しよう、ということが主催者の意図であ

り、招待者の中には、物理学者の他に、化学者、

地球科学者、生物学者等 も含まれていた。

元来、対称性を取扱 う数学は群論であるので、

群論的方法の基礎に関する数学的考察と、その物

理学、化学、生物学…。への応用、ということが会

議の実質的内容となる。私自身は、「ボゾンーフェ

ル ミオン間の対称性」 と題 して、第 1日年後に講

演した。近年、大貫義郎教授(名大)と行っている

共同研究の成果に基づき、上記対称性(乃至は非対

称性)を、g一数及びパラ場の量子論という二つの

観点から論じた。とくに前者のアプローチは多 く

の出席者には9‖染みの薄いものであったらしく、

予想以上の反響をよんだ。

他の講演については、ここに言及する余裕はな

いが、私がとくに面白いと思ったのは、生体にお

ける秩序形成の問題に、場の量子論における対称

性とその破れの考え方を応用し、興味ある結論を

得ていることであった。勿論、この種のアプロー

「科学における対称性」第 2回 シンポ

チが生物学のパラダイムとな り得るか否か、は今

後の問題である。

シンポジウムは全体会議の形式で術われた。学

際的会議であったが、各講演者は専門的詳細に陥

るのを避ける等の配慮をしたため、かな りの程度
の相互理解に達 し得たと思 う。会議第 2日 には、

昼食を挟んでの4時 間半をポスターセッションと

し、個人的な討論にあてたのも有益であった。こ

こには、通常のポスターの他に、コンピューター

にデータを入れた新型ポスターも並んでいた。

会議は、スマー トなデザインで立派な調度品の

揃った Student centerで行われたが、出席者の大

部分は、そこからかな り離れたホテルに宿泊した。

毎朝 7時 半にバスが迎えに来て、夕方 5時 半の帰

りのバスまで会場に拘留(?)さ れた。さらに夜 8

時からは、連日、著名な出席者による一般講演会

があり、私どももこれに参加 した。かくして 3日

間の会期を、文字通 り精勤これ務める結果となっ

た。

本シンポジウムに先立つ 3月 23日には、 「第 3

世界,4おける科学 と教育」と題する別のシンポジ

ウムが開かれ、一日早 く到着 した人たちは、こち

らの方にも出席 した。  ・

カーボンデイルは、ィリノイ州の南端に位置す

る人口約 5万 、うち学生数 2万 という静かな大学

町である。田舎であるせいか人々も素朴で親切で

あり、短い滞在ではあったが楽しく過ごすことが

できた。

この報告を終えるにあた り、本シンポジウム出

席に対 してご援助を賜った山田科学振興財団に対

し、深甚なる謝意を表 したい。

8 5 - 4 3 2 7

アメ リカ、

ジウム

筑波大学 迪渕亀

- 7 5 -



昭和 61年 3月 24日か

ら28日までの5日間、「G

I.テイラーの精神による

流体力学」 と題する国際

シンポジウムが、ィギ リ

スのケンブリッジ大学で開かれた。G.I.テイラー

教授は、乱流研究を初めとして、流体力学全般に

渡って、持ち前の独創的なァイデァを発揮 し、本

質的で重要な問題を数多 く解決 してきた流体力学

の大御所である。今回のシンポジウムは、彼の生

誕 100周年を記念 して催 されたもので、世界各国

から総計 230名 を越える流体力学者が参加して盛

大に行われた。

筆者は、従来から、乱流の理論的側面を中心に

研究を進めて来たが、最近、極めて複雑な乱流構

造の解明には、解析的研究を補 うものとしての数

値的研究が極めて重要であることを痛感し、ナビ

エ ・ス トークス方程式の直接数値シ ミュレーショ

ンを手懸けている。

しかし、二次元ナピエ ・ス トークス方程式を直

接解いて、乱流の微細構造を解明しようとする試

みは、現在のスーパー ・コンピューターをもって

しても、記憶容量 ・計算時間共に、まだまだ不充

分で、何か特別の工夫をしない限 り、とても実行

出来ないとぃうのが現状である。ところが、ごく

最近(一昨年秋)、筆者は、記憶容量 ・計算時間共

に、大幅に(従来の1/192に)節 約出来る特別な流

れ、 「超対称流」を発見 し、折から、京都大学に

導入されたスーパー ・コンピューターを用いて、

モード数 3403とぃぅ、世界最大規模の、ナど工 ・

ス トークス方程式の直接数値シミュレーションを、

京都大学大学院生の村上洋一氏 と共同で実行し、

乱流の微細構造を特徴付けるコルモゴロフ則 (エ

ネルギー ・スペクトルの5/3乗則)をその係数まで

含めて、数値計算 として初めて観測することに成

功した。

8 5 - 4 3 2 8

イギ リス、I.U,T.A.M.Symposium on Fluid

Mechanics in the Spirit of(■I.Taylor

京都大学    本  田  重  雄

この研究成果を発表するのに、本シンポジウム

は絶好の機会ではないかと考え、山田科学振興財

団に御援助をお願いした所、幸いにも、採用して

いただき、これを世界の一流の研究者の前に披露

することが出来た。世界的に計算機の大型化 ・ス

ピード化の競争が激化している今日において、こ

のような大規模な数値計算を実行出来たことは、

誠に時期を得たと言 うべきか、予想以上の反響が

あった。我々の 「超対称流」というァイデァに対

してばか りではなく、日本の計算機の優秀さに対

する感嘆の声が絶えなかった。直接数値ジミュレー

ションの一つの特長は、観測や実験では見ること

の出来ない流れの構造を詳しく解析出来ることで

ある。我々が得た数値データの更なる解析により、

乱流の微細構造(間欠的構造や組織構造)を解明す

ることに期待を寄せてくれた研究者 も多 く、今後

の研究の方向に対 して、有益なコメントをいくつ

か戴いた。

以上は、我々自身の研究発表についてであるが、

会議は、月曜から金曜まで、連日、朝 9時 から夕

方6時 15分まで、それこそびっしりで、密かに期

待していたexcurSon等 は、残念ながら、無視 さ

れた形 となった。

そのお陰と言おうか、新しく興味ある論文を多

数拝聴する機会を得、我々の研究の周辺の現状を

充分よく理解することが出来た。

筆者は、 3年 前、やはり、当財団の御援助を得

て、ケンブリッジ大学に留学 していたのであるが、

そのときの共同研究者であるJ.C.Rtハ ント博士

初め、多 くの友人 ・知人と再会 し、旧交を温める
一方、現在 も進めている共同研究の打合せ、新 し

い共同研究の企画、その他について議論すること

が出来たのは、大変幸せであった。実は、ケンブ

リッジの会議の前の週には、ニース大学 ・パ リ大

学 ・ミュンヘン大学 ・エルランゲン大学を訪れ、

それぞれ、乱流理論に関する意見の交換を行い、
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新たな研究上の刺激を受けた。

以上、この二週間は、誠に慌ただしい旅行であ

ったが、今まで論文を通してしか知 らず、是非直

接会って議論したいと願っていた何人かの研究者

に直に会って話が出来たこと、又、会議場で、同

じ様な研究をしている多 くの人と顔見知 りになれ

たことは、この度の出張の目に見えない大 きな成

8 5 - 4

1986年 3月 3、4日 の2

日間、ニューオー リンズで

の米国金属学会年会 に於

てi、 ``Pretransformation

Behavlor Related to

Displacive TransformatiOns in A1loys"の主題

の国際シンポジウムが開かれ、私は責任者のTanner

博士(ローレンス ・リバモァ国立研究所)よ り論文

発表の招待を受け、さらに山田科学振興財団から

派遣援助をいただき講演、討論に参加することが

出来た。

この会議は変位型相変態の転移温度に高温狽」か

ら近づく際、母相中に生 じる様々な構造異常の起

源やその挙動を明らかにすることを目的にして企

画され、米国、日本、英国、ベルギー、ォース ト

ラリアから22編(うち1編取消)の論文発表があり、

主としてマルテンサイト変態の前駆現象に関して

熱心な討論が行われた。元来、マルテンサイ ト変

態は典型的な一次相転移で、その理論的取扱いは

二次相転移に比べて多 くないが、近年 In_Tl,Aぃ

Cd,A15型 合金等種々の合金系で二次に近いマル

テンサイト変態が報告 され、さらにそれらの多 く

が示す形状記憶効果とも相まって理論の研究者の

関心を受けはじめている。今回は1/3の7編が理論

だったが、マルテンサイト変態が不均一核形式で

あることからそれをソリトンで扱った講演が 2編

果であるfと思っている。

これを生かす も殺す も、自分の今後のやる気次

第であると、決意を新たにしている所である。

最後にな りましたが、今回の出張に関し、深い

御理解 と多大の御援助を賜わ りました山田科学振

興財団に、心よ り御礼申し上げる。

3 2 9

アメ リカ、 International Symposiunl on “ Pre_

transformation Behavior Related to Displacive

TransformatiOns in Alloysル

大阪大学 大 鳴 隆 一 郎

あったのが印象的だった。然しその一つのBarsch

教授(米国)は講演時間(25分)の大半を一般論に費

し、座長がたまりかねて何度 も注意したが、結局

は尻切れとんぼとな り質問時間 もカットされてし

まった。外国人は日本人に比べて講演の準備が周

到だと思っていた日頃の考えが一挙に覆った。

私は Fe‐Pd合 金のPd濃 度 に依存する2種 類の

FCC―FCT変 態(マルテンサイ ト型と拡散型)の前

駆現象である母相の電子顕微鏡像のtweed模様の

その場観察を広い温度範囲で行い、その成因及び

変態との関係を明らかにした最近の結果を報告し

た。鮮明な電子顕微鏡写真に出席者の印象 も深か

ったようで、講演後再度写真を見たいという人が

多数あり、Tanner博士からも自分のレビュー論文

に写真を使わせて欲しいとの申し出があった。

tweedの起源について私は母相中に形成 された微

細な正方歪領域を主張 したのに対して、McConnell

教授(英国)は斜方歪を主張し平行線に終った。

Clapp教授(米国)から私達の結果は変態時の体積

変化が小さい場合に成立つというコメントがあり、

私達 もそのように考えていることを強調した。

会議の最後の一般討論ではtweedとは何かとい

う議論にな り、私は講演の際に拡散型 (規則―不

規貝U転移)との対比を行ったのでTanner博士から

再び写真を示すよう要請され、期せずして私達の

研究がせん断運動による格子変調と、原子濃度揺
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動からの格子変調によるtweedの比較を行ってい

ることが再確認され、この実験の重要性を出席者
に認識させる結果となった。

今回のニューォーリンズ訪間は私にとって 2度

目14年ぶりでしたが、スーパードームとぃう巨大
なスタジァムの出現以外はヨーロッパ風倖いのフ
レンチクォーターの街並みも、ジャズのプリザベー

ションホールも、カフェ・デュ・モンドのドーナツ

の味も、 ミシシッピの上色の流れも以前と変わっ

ておらずなつかしく思った。又、当地は豊富な魚

介類でも有名であるが、連日大好物の生牡嬉を賞

味出来て大満足だった。

最後、著名な研究者の多数参加したこの会議で、

私達の成果を発表 し、又親しく討論する機会を与

えて下さった山田科学振興財団に深 く感謝の意を

表したい。
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昭和 59・ 61年 度長期間派遣成果報告

8 4 - 5 0 2 1

セ リンプロテアーゼの量子力学的 ・動力学的研究

北 里 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

セ リンプロテアーゼは、タンパクを加水分解す

る酵素で、活性部位に触媒基セ リンを有する。こ

の酵素は、陽管内において消化酵素 として働 くし、

血管内では血液凝固機構に関与する酵素 として極

めて重要な役割を果している。又、この酵素は、

現在最 も詳細に研究されている酵素としても知 ら

れている。高分解能結晶解析によ り二次元構造が

詳しく調べ られてお り、多種の基質を使用した反

応速度の実験、活性部位内のプロトン化に関する

多 くのNMR実 験等が存在する。近年最 も急速な

発達を遂げた最先端技術 として、遺伝子組換えが

あるが、この技術は トリプシン及びサブチライシ

ンといったセ リンプロテアーゼにも適用された。

中でも、oligonucleotide‐directed mutapenesis

の技術は、既知のタンパクの特定のア ミノ酸残基

を自由に、希望するアミノ酸に置換することを可

能にし、酵素の構造 と機能を研究する上で、非常

に重要な役割を果しつつある。私がこの一年間に

おいて携わって来た研究は、正にこの技術によっ

て創成された酵素の構造を、理論的に予測するも

のであった。

セ リンプロテアーゼの触媒部位はAsp 102‐His

57‐Ser 195よりなる水素結合系から構成されてい

るが、ラット・トリプシンを用いた site directed

mutagenesisによって、Asp 102が Asnに 変換さ

れた酵素が作 り出された。この突然変異酵素の反

応速度は野性型に比較 して著しく低下している。

中 川 節 子

昭和 59年 9月 3日 ～昭和 60年 9月 2日

Harvard University chemical Laboratory

12 0xfOrd street,Cambridge,MA 02138

U.S.テA.

Proi Martin Karplus

我々は、構造既知の牛 トリプシンを用いて、Asp

102→ Asn置 換が どの程度活性部位の構造変化

をもた らすかを、エネルギー最小化の手法を用い

て研究 した。

ラッ トと牛 トリプシンのア ミノ酸百じ」には74%

の相同性が認め られる。 特 に牛 トリプシンの His

57 N δlか ら半径 8A以 内に存在す るア ミノ酸残基

に関 しては、 100%の 相同性がみ られるので、牛

トリプシンの構造 をラッ ト・トリプシンのモデル

と見徹すことが出来る。牛 トリプシンの構造とし

ては、タンパク性の阻害物質とトリプシンの複合

体の座標をプロティン・データ・バンクより得た。

ここでAsp 102置換前の構造をモデル1と定義し

てお く。Asp 102内のO δ
2を NH2に 置換すること

によって、突然変異 トリプシンを作成した。エネ

ルギー最小化の初期構造を得る目的で、 Asn 102

の“1及び死2に関する回転エネルギー地図を描い

た。この中に存在する三つの極小点を初期構造と

して選び、モデル2,3,4と した。エネルギー最小

化は、Hも 57 Nδlよ り半径 10Aに やって来るア ミ

ノ酸残基及び水分子に適用し、それ以外の残基は

演算時間を節約する目的で固定した。最小化には、

プログラムcHARMM内 に内臓されているadopted_

basis set Newton_RaphsOn法を使用した。

初期の100サイクルは、置換 したAsn部 分とそ

れを取囲むァ ミノ酸残基間に強い立体反発が予想

されるので、非固定の原子に対して、質量 Xl.0
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Kcallmol‐A2の harmonic constraintをかけたェ

ネルギー最小化を行った。次の 300サィクルは、

His 57 N δIよ り5,5～ 8,8～ 10及 び 10～Åの

範囲にある非固定の原子に対 して、 質 量 ×0.1,

XO.3, X O.6, x l,0のharmonic cOnstraintをお>

けて最小化を行った。更に、harmonic conStraint

を質量 ×00,× 0.1,x Oi3,XO.6に 落し、300
～ 400サ イクルの最小化を行った。尚、harmonic

constraintは、100サイクルごとにリセットし、ェ

ネルギー勾配が 0.02 Kcallmol‐A_atOm以 下にな

る点を最終とした。

使用した経験エネルギーのパラメーターセット

は、極 く最近水素結合エネルギーに関して、量子

化学計算により改良が試みられたものである。使

用した経験エネルギー関数は、bond,angle,tor_

sional angle, improper angle, van der waals,

electrostatic及びharmonic constraintの項を含

む。

突然変異 トリプシンの三つのモデルの中で、モ

デル2が エネルギー最小化の後、最 も安定であっ

た。モデル2に比較して、モデル 3は 1l Kca1/mol,

モデル4は 25 Kcallmol不安定であった。

Fig.1

エネルギー最小化後の トリプシンの活性部
位構造。太線は突然変異 トリプシンのモデル
2を 示す。細線は野性型 トリプシンを示す。
破線はモデル2の 水素結合を示す。

Fig.1に は、 モデル 1及 び2の 最小化後の構造

を重ね合わせて示した。野性型の トリプシン (モ

デル 1)では、Asp 102の周囲に主として次の四本

の水素結合が存在する。

(1)Asp 102 0 δ l ―― His 57 NH

(2)Asp 102 0δ l ‐… Ala 56 NH

(3)Asp 102 0δ 2、_ His 57 Nδl H

14)Asp 102 0δ 2__ ser 214 0γ H

モデル2の 突然変異 トリプシンでは、この内 (1),

(2)の水素結合は保存 される。(3)の水素結合は、Oδ2

の NH2へ の変異に伴ない消失し、代ってAsn 102

0が1と His 57 Nδl間の水素結合が強化 される。

律)の水素結合は新たにAsn 102 N δ2 H__ser 214

0アに置換わる。ここでは、水素のdonorとacceptOr

の関係が完全に入れ代っているのが注目される。

Ser 214の側鎖 と、Ser 214とLeu 99間 に存在す

る水分子に構造変化が認められるが、両者の構造

は、ほぼ一致しているといえる。特に、Asp 102

→ Asn置 換による、 タ ンパク性阻害物質の切断

結合ペプチ ドには構造変化は認められない。

数千の自由度 を持つエネルギー関数を使用して、

最安定構造を得るのは、極めて困難な問題である

が、ここで試みられた様な最小摂動アプローチは、

部分的な最安定構造を推定するには適している。

恐らくモデル2の エネルギー最小構造が、ラット

突然変異 トリプシンにおいて存在するものと推定

される。

タンパク性阻害物質とトリプシン間の結合エネ

ルギーに変化が認められないことから、 Asp 102

→ Asn置 換による反応性の低下は、基質とトリプ

シンの結合過程にあるのではなく、結合後の触媒

反応過程にあることが予想される。現在、得 られ

た構造を基に、量子力学計算による反応障壁の評

価及び、動力学的計算による活性部位のアミノ酸

残基の動的挙動の解析を計画している。

これまで一年間に行った研究は、上述したもの

に加え、プラス ミノーゲンの突然変異による構造

変化 もあるが、中間報告に概略を記したので、こ

こでは割愛 した。
一年の留学期間は、非常に長いようでもあ り短

くもあった。幾 らかの研究結果 も得ることが出来

たが、今後の研究の見通しが出来たことがなによ

りの成果であるように思われる。生体分子を理論

的に扱 う研究は、ちょうど成長期にあり、量子力

学 と動力学がよ り密接に関係し、発展していくで

あろうことが実感 された。
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日米のコンピュータ事情の違いを身をもって体

験したのも良い経験であった。日本国内のコンピ

ュータ産業の発達と、分子科学研究所等の大型コ

ンピュータ ・センターの恩恵を蒙 り、日本にいた

時は演算時間とファィル・スペースをかな りふんだ

んに使用できたが、演算速度のそう速 くないスー

パー ミニコンを日夜動かして、ファィル ・スペー

スも十分でないこちらの事情は、頭の切換えをし

てからでないと、とても我慢できるものではなか

った。しかし、しっか りとした基礎理論に裏 うち

されたプログラムの存在は、さすがに魅力的であ

り、更に、日本には数台しか導入されていない、

カラー ・グラフィック ・システムをふんだんに利

用できたのはすばらしいことであった。

生体分子に真剣に取組む多 くの理論研究者及び

大学院生の姿に、直に接することが出来たのもす

ばらしいことであった。ヵナダで開催 された国際

量子化学会に参加 し、世界各国からやって来た研

究者とも交流できた。本当に稔 り多い年であった。

このような機会を与えて下さった山田科学振興財

団に心から感謝する。

□ 援 助期間終了後、引続 き昭和60年 9月 3日 ～

10月 29日 (現在)、Harvard university Chemical

Laboratory(研究指導者 PrOi Mardn Karplus)

に滞在中。なお 10カ月滞在の予定。

8 4 - 5 0 2 2

S p a c e  T e l e s c o p e のための S c i e n c e  D a t a  A n a l y s i s  S o f t w a r e ( S D A S ) の開発国際協力

1.SDASと は

1986年夏打上げ予定の Space Telescope(ST)

は、回径 (2.4m)に 相当する理論分解能をほぼ完

全に実現する始めての望遠鏡 として、又長期的に

運用される宇宙天文台として、観測天文学のすべ

ての分野に一大インパク トを与えることは必至 と

期待されている。SDASと は、STに 積まれる6

個の観測装置からのデータ解析並びに一般の 1次

元、 2次 元天文画像データ解析を目的に、 Space

Telescope Science lnstitute(STScI)で現在開

発中のソフ トウェアシステムである。 SDASは

「天文コミュニティにおける天文データ解析のた

めの標準ソフトウェアになること」を目標にして

いる。又この標準ソフトウェァを、後述するHigh

Level Command Languageの 元に組合せて、よ

中 村  士

昭和 59年 8月 28日～昭和 60年 8月 27日

Space Telescope Science lnstitute

3700 San Martin Driveway, 1lomewood

Campus,Battinlore Maryland 21218,US.A.

Dr. Ethan Schreler

り高度な研究用 ソフ トウェアを開発できることが

SDAS開 発の もう一つの目的でもある。その為に、

先行する天文データ解析 システム、 sTARLINK

(英国),VICAR(」 PL),MIDAS(ヨ ーロッパ)な ど

か ら多 くのアイデア、ァルゴ リズムを取入れてい

る。

私は国際協力の一環 として、 STの SDAS開 発

に参加 した。STScIで の SDAS開 発状況は、1982

年か ら主要プログラムの基本設計及 び周辺機器 と

直接データをや り取 りする下位サブルーチンのコー

デ ィングがスター トしてぃる。私が着任 した 1984

年 8月 で 15～ 16名 、帰国前の 1985年 8月 末で10

～ 12名の天文学者、ソフ トウェア技術者が SDAS

グループとしてチームを組んでいた。プログラム

開発は Buildと呼ばれる 5個 のブロックに分れて

東 京 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者
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お り、私が主に関係したのはBuild 2と 3で あっ

た。SDAS全 体では、FORTRANレ ベルで、モジ

ュールと称する約 110個 の Main Application

Program(約 20万行の FORTRANコ ード)から成

る筈である。

こうした大きいソフトウェアを開発する場合、

誰がどの部分に寄与したかを明確にするのは難し

いが、私は主としてテス トサブグループで各モジ

ュールのSystem lntegration Testに従事 した。

NASA流 のソフト開発では、設計からreleaseまで

いくつかのテスト関門を設けている。Programming

Design Languageで 書かれたdesignの review,

code monitor review,quality assurance review

そしてsystem integration testである。最後のテ

ス トはSDASの testbedにモジュールを組込んで、

STか らの観測データに近いsimulation dataを用

い、考え得る限 り様々な使用条件を想定して行 う

もので、私を含む 3人 のastronomerが担当した。

このテストを通過するとauthorizeされた正式モジ

ュールとして外部にも配付されるので、その後バグ

が発見されてもNASAの 承認なしには訂正できない

から
'員重なテスト計画を立てる。テスターはモジュー

ル毎に、テスト項目、バグや修正すべき点、改良すべ

き点を、既に文書化 された
“
Final Requirementsカ

に照してtest repOrtにまとめる。これに基づいて、

S正)ASの ProJect Scientist, tester, coder力三ゞ者

協議をし、修正改良点を決定し、coderはコーディ

ングし直 し再びcode monitorに始まる test se‐

quenceに乗せ られる。この繰返 しが少ない時で3

回、多い場合は5～ 6回 行われて始めて正式承認

されたモジュールとなる。テストは1個のモジュー

ルで 2～ 3週 間掛かるので、私が直接担当したモ

ジュールは10個程度に過 ぎない。天文コミュニティ

ヘの最初のreleaseは1986年 4月 が予定されてい

る。

2.SDASの 特徴

(1)SDAS designに 於ける二つのrequirements

―― TransportabilityとFlexibility

STの データ解析の主要部分は観測者が各自の

所属研究所に帰って行 うことを想定しているので、

STScIの SDASで 使われるプログラムをできる限

り手直しすることなしに他の計算機に移植できる

こと、つまりtransportableであることがまず重要

である。またSTは 17年の寿命を仮定している。

この間に新たなアルゴリズム等が開発され、SDAS

の手直しが行われるだろう。更にSTScIの外部で

開発 された新 しいプログラムの導入 も生じるだろ

う。これらに対処する為にSDASは nexibihtyを持

たねばならない。こうしたrequirementsを満たす

ために、

イ、 プ ログラム及びデータにできるだけstructured

architectureを持たせる、

口、 モ ジュール化 ―一 なるべく単機能のSmple pro_

gramsに 細分化する。これはメインテナンス

の容易さと共に、HLCLに 組込むことを念頭

にf重いている、

ハ、基本プログラム単位内のパラメータと、calhng

sequenceを標準化 してuser levelでのappli_

cation program開発を行いやす くする、

二、 1′0な どホス ト計算機とのインターフェイス

を特定のプログラムに孤立化 して、ハー ドウ

ェアの更新や他計算機への移植を容易にする、

などの点が考慮 されている。このように、SDAS

は終始厳格なrequirementsを決めて開発されたシ

ステムであるのが大 きな特徴と言える。

(2)High Level Command Languageの 採用

実際の天文データ解析では、いくつかの機能を

持った一連のプログラム群を組合せて行 うのが普

通である。しかしこの組合せは、ルーチン的処理

は別 として、解析対象や研究目的によって様々に

変 りうる。しか も解析の方法は年々複雑高度にな

ってゆく。こうした傾向に対して研究者は従来そ

の都度自己のプログラムの修正を追 られていた訳

だが、これはいかにも労力と時間の消費である。

近年、そうした非能率を避けるために、単機能の

モジュール群を一種のcommand languageだ けを

用いて、より高度な目的に叶ったprOcedureに作

り上げることのできるHigh Level Command Lan"

guage(HLCL)の 試みが行われだした。HLCLは

ホス ト計算機のコマンドから完全に独立になって

いるので、 ホ ス ト計算機のOS等 に関する知識が

ほとんどなくても、高度な天文データ解析が能率
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よ く行 える。つま りHLCLの 元では計算機が違 っ

て もまった く同 じ名称、機能のコマン ドが使 える

のである。

STScIで は、米国キ ットピーク国立天文台で開

発 された Image Reduction Analysis Facility(IR

AF)と 呼ばれるHLCLを 導入 して、STScIの計算

機へ移植 した。 こ れに伴ない 1985年 5月 頃か ら

SDASモ ジュール群は、よ り柔軟で複雑な仕事 を

す るprocedures(IRAFで はpackageと呼ぶ)へ再

編 された。

IRAFの HLCLを 用いれば、SDASモ ジュールを

利用 してユーザが application packageを作 るこ

とが容易であ り、又ユーザの開発 した FORTRAN

プログラムをSDASモ ジュールと組合せて、その

ユーザ独 自のcustom packageに仕立てることも

可能である。更に STScIの IRAFで は SDASは 5

個の packageと して取扱われているが、IRAFの

中にはキ ットピークで既に実用 されている豊富な

天文データ解析 packagesが あるので、 こ れ らを

SDASと 結合 して使 う道が開かれている。

3 SDASの 概要

IRAF中 の SDASは 、general data analysis

と、 spectral, image,  time series, astrolnetry

analysisの5イ回の package力)ら成 る。 各package

はそれぞれ 10～ 20個 の taskと 呼ばれるよ り単純

なプログラム要素の集合で、最初のpackage以 外

は大部分 STの 観測装置に固有なtask群である。

従 ってapplication packagesは主に最初の pack‐

age中 の taskを組合せて作 ることになる。私が担

当したtaskを機能別にいくつかあげると、画像デー

タを算術、論理演算す るもの、工学データと理学

データの変換 task、画像データから指定 したsubset

を抽出するもの、任意のdatamaskを 作 り出すtask、

種々のconVolution niterゃmedian ttlterで画像

を平滑化す るもの、二つの対応す るスペク トル、

光度曲線、画像か ら共通の特徴 を抽出す るもの、

それ ら特徴の幾何学的変換関係 を決定す るもの、

この変換パ ラメータを用いて一方の画像 を他方の

画像座標系へ内挿す るもの、テス ト用データを作

るtaskなどである。SDASは 1986年 4月 のrelease

以降 も定期的に拡充改良 されることになっている。

4,SDASの 応用

私の滞米時にはSDASは まだ完成には程遠い状

態だったが、その機能の一部を用いて、出国前に

はぼ終了しつつあった新しい月食影の抽出に関す

る研究結果をチェックすることができた。月食影

の観測は過去20年程ほとんど行われていないが、

これは月面上の目標点の明るさを連続的に月食中

モニターする伝統的方法が地球大気モデルの不完

全さと相倹って、高層大気に関する新しい知見を

最早生み出さなくなったのが一つの大 きな理由と

考えられる。しかし一方、月食影には高層大気の

globalで瞬間的な情報が反映されていて、航空機、

ロケット、人工衛星の観測ではlocalな精度は高 く

てもこうした情報は得がたいのも又事実である。

そこで私達は月食の直前又は直後の満月像を月食

時の写真から引算するという方法で、 2次元月食

影の抽出を試みた。本方法を 1980年 12月の写真

観測に適用した所予想以上に興味深い結果が得ら

れた。

まずこの月食は異常に暗 く、その原因が同年 4

月に大量の噴出物を成層圏に吹き上げたメキシコ

の火山EI Chichonの噴火によるとされた。実際私

達の解析でも、 20～ 25 kEl層全体に影濃度の異常

が見られ、その平均的濃度は同じ時期の航空機に

よる成層圏エアロゾル観測値と良い一致を示した。

又濃度の最 も濃い部分が北西ヨーロッパと北大西

洋上空に原因することがわかったが、航空機観測

はこの時期このような高緯度帯はカバーしておら

ず、私達の結果は、赤道上空に発生したエアロゾ

ルが噴火後 8ケ 月経てもなお高緯度成層圏に滞留

集積していることを示した唯一のものと言えるだ

ろう。

半影の濃度等高線の形にも予想外な結果が得 ら

れた。当初同心円的分布からのずれは地球の偏率

05%程 度以下であろうと予想したが、実際には

数 10%に 及ぶ同心円分布からのずれが見つかった。

ずれの方向は各等高線ではとんど一定しているの

に対 して、ずれの大きさは外側に行 く程増大する

傾向が頭著である。これがこの月食だけに特有な

ものか否か、大気のガス成分だけによるのか上空

に滞留する流星ダス トの寄与 もあるのか等を明ら
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かにすべ く、今後 しばらく同 じ方法で観測 を継続

してゆきたい。

以上の結果は雑誌 Earth,MoOn,Planetsに T.

Nakamura et al.:“A new phOtOgraphic l■ethod

for mapping lunar eclipse shadow" として投

稿 し現在印刷中である。最後に当研究所に滞在す

る機会 を与 えて下 さった山田科学振興財団に改め

て感謝す る。

84-5026

量子色力学に基づ く強粒子多重発生現象の研究

福 島 大 学 吉 田 俊 博

派 遣 期 間 昭 和 59年 8月 28日～昭和60年 9月 27日

研 究 機 関 D e p a r t m e n t  o f  T h e o r e t i c a l  P h y d c s

University of Manchester,

UK

研究指導者 PrOi Alexander Donnachie

英国 Manchester大学で13カ月間研究 し、その

間、Kent大学物理学教室訪間(昭和 59年 9月 )、

高エネルギー物理学理論年会出席(同年 12月)、高
エネルギー物理学欧州国際会議出席(昭和 60年 7

月、イタリア共和国Bari)、Rutherford‐Appleton

研究所滞在(同年 9月 )の機会を得、 帰 途 DESY

(Hamburg)を 訪間し、10月 5日 帰国した。

研究成果は “
PrOjectiにFragmentation by Se―

quential Decay Of Excited HadrOns''(_上記国

際会議に寄稿)、 “ Projectile Fragmentadon in

Hadron ColHsiOns"として発表した。研究の概要

は次の通 りである。

素粒子の強い相互作用はその構成子の力学 とし

ての量子色力学で記述できると考えられている。

量子色力学は漸近的自由性を持ち、近距離反応に

対 しては摂動法が適用できる。しかし、遠距離反

応では摂動法的計算は行えず、非摂動法的計算技

法の開発が必要である。ここでは、遠距離相互作

用によって生ずる軟衝突領域強粒子生成と量子色

力学 との関係を明らかにするために連続崩壊模型

を提唱し、一粒子包含反応断面積の縦方向運動量

依存性を解析する。この模型は互いに相補的であ

ると考えられる破砕模型と再結合模型を包含する

ものと考えられ、強粒子の複合性に基づくReggeon

としての性質を強調するものである。

強粒子反応においては、構成子複合系の基底状

態にある二つの入射強粒子が衝突により励起 され

て構成子複合系の共鳴状態または非共鳴状態にな

る。その二つの励起系が強粒子化 されて終状態強

粒子群が形成 される。 こ の強粒子化が大久保 一

Zweig一飯塚則を満たし、非異風状態のみを許す

連続崩壊によって実現されるならば、励起系から

生成される強粒子の確率は始崩壊効果と多粒子生

成効果と呼ばれるべき部分から成ると考えられる。

ここで、始崩壊効果は連続崩壊の始段階における

崩壊確率の生成強粒子依存性に起因し、多粒子生

成効果は本質的には生成強粒子の種類には依存 し

ない。大 きい運動量を持つ強粒子の生成に対する

多粒子生成効果の寄与は小さいので、励起複合系

の連続崩壊の始段階で生成されえない強粒子の生

成断面積は、始段階で生成されうるものよ り、縦

方向運動量が増加すると共により急激に減少する。

励起複合系が崩壊の各段階で二つの複合系に崩

壊する連続崩壊により強粒子化 されるとして、こ

の二つの効果の評価を行 う。奇妙構成子対発生の

確率は、非奇妙構成子対発生の確率より小さいと

する。また、 2個 の構成子対の同時発生の確率は

非常に小さいとして、入射中間子による中間子生
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成、入射重粒子による中間子生成および重粒子生

成においてはその寄与を無視し、入射中間子によ

る重粒子生成では 1次 の効果のみ考慮する。

励起複合系が連続崩壊の各段階で有する運動量

依存性に簡単な仮定をすると、入射中間子による

中間子生成では縦方向運動量pLが その最大値p0
に近づくにつれて、始崩壊効果はz(=1-pL/pO)

の 1乗 で減少するのに対して多粒子生成効果はz

の 2乗 で減少するという結果が得 られる。入射重

粒子による重粒子生成においては、始崩壊効果は

zの 1乗 (準始崩壊効果の場合は2乗 )で減少し、

多粒子生成効果はzの 3乗 で減少する。 また、入

射重粒子による中間子生成では、始崩壊効果と多

粒子生成効果はそれぞれzの 2乗 と3乗 で減少し、

入射中間子による重粒子生成ではそれぞれzの1乗

と2乗 で減少することがわかる。

入射運動量 100 GeVlcの陽子による横運動量05

GeVルの正π中間子、負π中間子、正K中 間子の

生成断面積の芙験データよ り、奇妙構成子対発生

確率と非奇妙構成子対発生確率の比おょび複合系

崩壊の確率の二つのパラメタを決める。上に述べ

た様に、縦運動量がその最大値に近づくと始崩壊

効果と多粒子生成効果はそれぞれzの 2乗 と3乗で

減少するが、実験値が存在するzの中間領域では、

それぞれほぼzの 3乗 とzの 5乗 で減少する。正π

中間子 と負π中間子の生成断面積は共に始崩壊効

果を含み縦運動量がその最大値に近づ くとzの 2

乗で同じ様に減少するが、中間領域ではそれぞれ

ほぼzの 3乗 と4乗 で減少 してお り、その差異は

大 きさの異なる始崩壊効果と同じ大 きさの多粒子

生成効果が同程度の寄与をすることにより説明さ

れる。

入射陽子による中間子生成で決定した二つのパ

ラメタの値を用いて、入射陽子による重粒子生成

断面積を計算すると実験データがよく再現 される。

ここでは縦運動量が小さい領域で断面積が小 さく

なるため、中間領域においても始崩壊効果と多粒

子生成効果はそれぞれ上に述べた2の ほぼ1乗 (準

始崩壊効果の場合 2乗 )と3乗 で減少する。

入射π中間子またはK中 間子による中間子生成
においては、縦運動量がその最大値に近づく時の

始崩壊効果 と多粒子生成効果は上記の様にそれで
れzの 1乗 と2乗 で減少するが、中間領域では多
重粒生成効果はほぼzの 3乗 で減少し、実験デー

タが高現 される。

入射π中間子またはK中 間子による重粒子およ

び反重粒子生成においては実験データは少ないが
π中間子による陽子および反陽子生成断面積の振

舞C靖 ほゞぼ再現 される。

入射中間子による中間子生成のいくつかの反応

においては縦運動量が大 きい領域で実験値と理論

値の間のずれが大 きくなるが、これはPomerOn交

換の他に非奇妙中間子のReggeonの交換をも考慮

すると半定量的に説明できる。入射陽子による重

粒子生成においても通常のReggeon交換の寄与に

よると考えられる部分がある。

以上の様に、入射強粒子が衝突によって二っの

励起複合系を形成 し、それぞれが連続崩壊によ り

強粒子化するという描像によって、軟衝突―粒子

包含反応はよく説明できることがわかった。励起

複合系が連続崩壊の各段階で有する運動量依存性

に対する簡単な仮定は、強粒子の構成子が強粒子

の中ではその種類によらず一様な運動をしている

ことを意味する。その結果である共通の多粒子生

成効果と強粒子の種類に依存する始崩壊効果が競

合して、断面積のふるまいに入射強粒子および生

成強粒子の種類による違いが出てくる。 Gunion

の量子色力学的考察に基づ く近「E離勘定則で特別

な仮定を導入する必要のあった入射陽子による負
π中間子生成断面積などのふるまいは、この様に

して自然に説明される。従ってこの模型を手懸 り

にして強粒子多重発生現象の量子力学に基づく記

述に到達できるものと考えられる。今後さらに詳

細な解析を行 うと共に他の模型 との関係を明らか

にしていく必要がある。
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目 的

グラム陽性菌である放線菌は抗生物質生産菌 と

して有用である。近年の放線菌における遺伝子操

作の発展は抗生物質生産遺伝子のクローニング、
ハイブリッド抗生物質の人工的作製などの成果を

挙げてきている。一方、抗生物質生産は多岐にわ

たる調節を受けていることが知 られている。例え

ば特定の増殖時期における生産、増地などによる

抑待」や誘導、調節遺伝子の発見などである。抗生

物質生産の調節機構を知ることは放線菌のような

原核生物 としては高度に発展した分化の機構を知

るという点でも、また抗生物質の生産性増大 とい

った実用的な意味からも重要であると思われる。

我々はかつて放線菌から高ひん度にアルギエン

要求株 (″竹G)が 分離されることを報告した。この

要求株は抗生物質生産、気中菌糸形成、色素産生

などの二次代謝が同時に抑制された多形質変異株

であることから、二次代謝、分化の発現調節を研

究する上で有用 と考えられる。また、Sナ″の力初ノひ容

σθタガごθ′θ″A3(2)よ リク管G相 補遺伝子をクロー

ニングしαttG株 ではこの遺伝子が欠失している

ことを示した。

今回私が派遣 された」ohn lnnes lnstituteは、

S、ごθ夕施冴θ″を用いた遺伝学で過去 20年 以上に

わた り世界の最先端の地位を保ってきている。そ

こで当研究所の系を利用し、このαttG遺 伝子の解

析を行 うことを目的とした。

結 果

① ″竹G遺伝子のファージベクターヘのサブクロー

ニング

中 野 路 子

昭和 6 0年 4月 1 5日～ 7月 3 1日

Department of Genetics

JOhn lnnes lnstitute

Colney Lane,Norwich,NR4 7UH,U.【

Proi David A.Hopwood

既 に著者 らによ リプラス ミド上にクローニング

されているαttG遺 伝子 をファージベクターにクロー

ニングす ることを試みた。

使用 したファージ KC 515は John lnnes lnsti_

tuteにおいて開発 されたファージベクター φc 31

の誘導体の一つであ り、チオス トレプ トン(tsr)、

バイオマイシン(vph)両 耐性遺伝子 を持つが、吸

着部位 を欠いている為通常は溶原化できない。 し

か しこのファージに放線菌 DNAを クローニング

し、形質転換す るとクローニングされた DNA断

片 と相補性 を持つ染色体部位 と組み換 えを起 して

染色体中に挿入 され、tsr,vph耐 性の溶原菌 を得

ることがで きる。この点 を利用 してαttG遺 伝子の

KC 515へ のサブクローエングを行 った。

プラス ミドよ り単離 したαttG遺 伝子 を KC 515

にサブクローニングし、S.′わす力 ″sを形質転換後、

生成 したプラークを S.σθ″たθ′θ″」1501(冴 sAl

″物 Al S″ Al)に レプ リカし、tsr,vph耐 性株

を選択 した。 この溶原菌 よ り調製 したファージは

予想 どお りαttG遺 伝子 を含んでいたので、このフ

ァージをKC 580と 名づけた。

② ク管G遺 伝子のマッピング

αttG変 異株は既に述べたように気中菌糸、胞子

非形成株であるので、遺伝子のマッピング等の遺

伝学に不適当であった。しかし前述した」1501株

の KC 580溶原株を用いることでαぞGの マッピン

グが可能となった。この株ではファージKC580 DNA

は」1501のαttG遺 伝子の部位に挿入されている

ので、KC 580由来のvph耐 性をマッピングすれば

ク管Gの 位置を決めることができる。

85-5008

放線菌の遺伝子操作を用いた二次代謝調節機構の研究

明治薬科大学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者
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そこで S.cθ夕′たθノθ″の別の栄養要求株である

2612株 (αtt A l 少″Al り s D18)に ゆc31カ S溶

原化 しているものと、先のJ1501の KC 580溶 原

株の間で交雑を行い、vph耐 性遺伝子の染色体上

の位置を決定した。組み換えひん度は約10%で あ

り、αttG遺 伝子はSt σθ夕′ルθ′θ″染色体地図の4時

の方向 αtt Dの近傍と決定された。

③ KC580に よるS.′わ'どα″s αttG株 の感染

S.′わ″勉″s αttG株 は他のαttG株 と同様 気中

菌糸を形成せず、色素産生能を欠いている。 KC

580溶菌液をこのαttG株 にスポットすると、スポ

ットされた部位のみがαttG十になると共に、気中

菌糸、色素産生能を回復した。

④ ″僣G遺 伝子の SIマ ッピング

近年の研究から、放線菌の遺伝子は一般に大陽

菌において発現 しないが、大腸菌遺伝子は放線菌

で発現することが知られている。このことは現在

までのところ、放練菌プロモーターが大腸菌のRNA

ポ リメラーゼによって認識されないということで

説明されている。さらに幾つかのクローニングさ

れた放線菌遺伝子のプロモーター解析によ り、放

線菌のプロモーター配列は多様性があること、ま

たRNAポ リメラーゼも数種類存在することが報

告 されている。

そこで、ク管G遺 伝子のSIマ ッピングを行い、

この遺伝子のプロモーターの解析を試みた。その

結果、おおよその転写開始部位が明らかになった

ので、現在 high resolutiOn S Iマッピングにより

プロモーター配列を同定しているところである。

展 望

我々は既にS.′″クタ″a物′α夕s55Blの αttG要 求

株は他のαttG株 と比べてもその多形質変異が、

顕著かつ多岐にわたることを報告している。しか

し、S.′ククタ″物′クタは待J限修飾系が強 く、既存のプ

ラス ミドベクターを使えない為、その後の研究が

困難であった。しかし、今回ファージφc31が S,

′αυ夕″物′α夕に溶原化可能であることが明らかとな

った。ここで作製 されたKC 580は S.′αクタ勉物αタ

S55Blの ″管G株 をさらに解析する為に非常に有

用であると考えられる。

終 りに

今回の派遣期間は3ケ 月間と非常に短期であ り

(その後、 9ケ 月間米国 Harvard大学に留学)、仕

事を完成するには至 らなかったが、日本での仕事

を新しい系で継続 し、また帰国後続術することが

できるという点で、大変有意義かつ能率的であっ

た。

また、英国には放線菌の分野で優れた業績を残

している所が他にもいくつかあ り、今回の派遣期

間中、そのうちの 2研 究室を訪間し、セ ミナーを

行 うと共に多 くの有益な討論を重ねることができ

た。第 1は UMIsT(Manchester)の Dr.Cullum

の研究室である。彼 らは我々とは独立に放線菌の

ク僣G変 異の研究を行ってお り、 こ の変異が染色

体特定部位の遺伝子増幅によって起ることを発見

した。この部位はク管Gの 欠失している部位に近接

していることから、さらに詳しい'情
報を得、有益

な討論をすることができたも第 2は Leicester大学

のDr.Cundiffeの研究室である。彼 らは抗生物質

生産菌の自己耐性(リボソーム耐性)について精力

的な研究を行ってお り、著者 らによリクローニン

グされたカナマイシン生産菌由来のカナマイシン

耐性遺伝子(リボソーム耐性)に興味を持っていた。

彼 とも貴重な情報交換を行 うことができた。

これらのことを考えると、貴財団による派遣援

助は将来の研究に非常に役立つことは必至であり、

ここに紙面を借 りて感謝する次第である。
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第一信

フランス、ニースに到着 しましてか ら、すでに

10日近 くたちました。町の人々あるいは研究所内

で も事務の人々は英語 を話 さず、日々の くらしに

不 自由す ることもあ りますが、地理的環境が抜群

であることは疑いよ うがあ りません。

研究主題 :力学系の解析的構造の研究

この主題 に興味を持つ研究者のグループが天文

台内にあるので現在の所、話 し相手に不足す るこ

吉 田 春 夫

昭和60年9月29日～昭和61年9月30日

Observatolre de Nice

B.P 139,06003 Nice

Cedex, France

Dr Uriel Frisch

Villa H`lさne

CheHlin des Pins 06000 Nice

France

とはあ りません。ただ天文台内にある計算機の性

能が予期 していた ものよ り劣 るため、数値計算上

の真 に新 しい結果が どれだけ出せ るかは保証で き

ません。 しか しヨーロッパの各地か ら、わざわざ

私 に会 いにエースに来て くれる研究者が何人 もい

ますので、当面は相互の研究連絡に全力 をつ くし

たいと思 っています。

昭和 60年 10月 9日

中 間 報 告 ・短 信

Nice か ら

F R 京大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   所

California か ら

東 京 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   所

中 間 報 告

研究主題 :MBE法 を用いた新超伝導体の合成

当地、スタンフォー ドに着いて、はや半年 もた

ってしまいました。はじめて住む異国の地、いろ

いろな未知の経験のうちに時間があっというまに

たってしまい、日本をたったのがほんの一、二週

内 藤 方 夫

昭和60年4月 19日～昭和 61年3月 31日

Departrnent of Applied Physics

Stanford University

Stanford,CA94305,USA.

Proi M.R.Beasley

469 Grant Av.芋 Ho Palo Alto

CA94306,U,S.A.

間前のことのよ うに思われます。研究の話のまえ

にこちらの生活 について少 し。

こちらに着いて一週間ばかり、ホテル住まい、

まず住む所を捜さなければならないので自転車で

大学の周辺を駆けめぐりました。この一帯は西海
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岸でも有数の高級住宅地、ァパー トの家賃が最低

でも月 5～ 600ド ル、東京に匹敵する、またはそ

れ以上の家賃の高さなのです。少し大学から離れ

ると中級住宅街になるのですが、大学への行 き帰

りが大変だしなによりも、そのような中級住宅街
できえももはや治安がそれはどよくないという話

なので、やむなく、月給(1250ドル)の半分を越え

る家賃のアパー トを借 り、生活を始めました。ァ

メリカの大都市(ニューヨーク、ロサンジェルス等)

の治安の悪 さは、昨今頻繁に耳にする所ですが、

大都市近郊のまちにも、その傾向が及んできてい

ます。その中でスタンフォー ド大学のあるパロア
ル トのまちは例外的に治安が良いとされている場

所なのですが、それでも大学の中でさえも、目つ

きの悪い人にあったり、呼びとめられたりするこ

とがまれではないのです。ァメリカ人、特に黒人

の体格はほんとうに立派で、日本人の研究者など

は比べものにならず、争えば一たま りもないので

す。それにもまして、普通のスーパーマーケット

のような所で、平気ではんものの銃が売 られてい

ることが、とても恐しく感じられました。

大学の中はといえば、最近、諸研究の分野で有

名にな りつつあるこの大学でさえも、男女半々と

いった感 じで、日本の大学 とは雰囲気が違い、キ

ャンパスの中を歩いていても、とてもはなやかさ

を感 じます。女子学生はこれも目のや り場に困る

ほどの圧倒的な体格、濃いお化粧 もせず健康美そ

のものといった感じ、また実際美人 もとても多い

(当然のことながら、それに応 じてハンサムな男性

も多いのですが、こちらの方は僕の興味をひかな

いので省略)、夏などは水着姿で照 りつける太陽の

下で読書、キャンパスの中はBirdウォッチングな

らぬ、Girlウォッチングには最高なのですが、内

気な日本人のことまじまじとは見つめられず、ち

らっちらちと。こんなことのために、山田科学振

興財団から援助をうけては申し訳ないと思 うので

すが。

離婚率が50%を 越す当地のこと、男子学生 も女

子学生 も良き相手を見つけようと必死です。研究

室の一人の女子学生に、一般論として、理想の男

性像をたずねた所、「IBMに 勤めるハンサムな男

性」ということでした。っまり、頭が良 くて、お

金があって、外見(顔、体格)もいい人ということ。
そして、「若いァメリカ人の女性の喫煙率が高いの

は、理想の男性にピックアップ(pick up)さ れん

がために、見な り、ふるまいに常に気を払わねば

ならず、緊張を強いられるため」ともいってぃま

した。
一般的にいって、ゃはりこちらの人はとてもド

ライで、自分の目前の損得をクールに考えて行動

することが原則のようです。善悪の判断は単純明

快、そして悪と判断したものに対 してはとても厳

格です。(関係ないかもしれませんが、研究室等の

公の場所に、Dirty Magazineはt っヽさいおぃてぁ

りません)。日本人としてはほんとうになんでもな

いふるまいゃ思いや りが時としてわかってもらえ

なかった り、誤解 されたりするのには、はじめ少

しとまどいました。 「情けは人の為ならず」とか

「実った稲は穂をたれる」などといった日本のこ

とわざは、こちらの人にはまずわかってもらえま

せん。物理などよりはずっとむずかしい人生とい

う 「多体問題」、安直な 「一体近似」や straight‐

forwardな 「摂動近似」では、 と きには発散をま

ねきかねないと思 うのですが。

少しばか り研究面の話を。 1970年代の 10年間

は 「低次元物質」の研究が物性研究の分野で大 き

く花開いた時期でした。そしてその頃の研究者の
一部が現在、人工的に低次元構造を実現させよう
とする新しい企てを試みています。スタンフォー

ド大学での筆者の直接の指導者にあたるBeasley,

Geballe両教授(両教授 とも、その昔、層状物質の

研究をしていた)は、その先駆者的存在で、 1970

年代後半から、この研究を手がけています。この

研究の最大の意義は、一部の人にそう信 じられて

いるような、理想的な低次元超伝導体系や低次元

局在系のモデルシステムを実現し、理論家にその

データを提供することではなく、従来の化学反応

のみに頼ぅた新物質合成の歴史を変え、良 くコン

トロールされた蒸着装置、スパッタリング装置、

ひいてはその粋であるMBE装 置を用いて、 い わ

ば 「物理合成」ともいうべき、物理的プロセスに

よって新物質を合成するという物質合成の新手法
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に向けて最初の一歩を踏みだすことではないかと

思います。そして、 1970年代の 10年間の急速な

真空技術の進歩が、このような大胆な試みを可能

な状況にしました。

Geballe/Beasley研究室には(近々MBE装 置 も

そなわる予定であるが)、現在、正式なM BE装 置

はなく、高性能の蒸着装置と数台のスパッタリン

グ装置があるのみです(日本の大学では、その程度

の装置を持つことも容易ではないことは確かなの

ですが)。しかし、 1975年 ～ 85年 の 10年間にこ

の研究室からでてきた研究、特に 「高温超伝導体

A15化 合物の共蒸着合成」や 「人工多層膜超伝導

体」の研究は上にのべた第一歩を確固たるものに

しました。日本でのこの方面の研究の状況はとい

えば、京大の磁性体グループの仕事を除けば、立

ち遅れているし、なによりも、僕自身が薄膜に関

Coventry

京都大学  山  崎

中 間 報 告

A.近 況

ウォーリック大学計算機科学科 (英国コヴェン

トリィ)に5か月半滞在 しています。コヴェントリィ

は、ロンドンのJヒ西 150 km程、パー ミンガムの近

くに位置する産業都市ですが、中世の教会の尖塔

(復元 されたもの)が City Centreにそびえ、ここ

には中世、マニュファクチァ時代、産業革命時代

を経て現代に到る、西洋の典型的な経済史があり

ます。コヴェントリィの南方には Shakespearざs

countryと総括 される美しい郊外があります。

(Shakespeareの生地 Stratfordがあります)大 学

はその郊外の北端にあ ります。

ウォーリック大学の計算機科学は、英国の計算

機科学の伝統(ラッセルの数理論理学、チューリン

グの計算理論、スコットやホアのプログラミング

言語意味論)をひきつぎ、優秀な研究レポー ト(多

くは有力な雑誌に出版 されています)に 結実して

います。

このような環境下で、私は言わば、英国の 「世

する経験、知識皆無でこの地に来ただけに、学ぶ

ことは膨大で、自然とオーバーペースにな りがち

なのですが・…。

最後に一言。物理の基礎かつ実験研究の分野に

おいて、アメリカ人の日本に対する評価は、やは

りまだ低 く、そして僕自身 もそれを認めざるを得

ませんでした。お金の問題 も確かにあります。し

かし、それ以上に感じたのは、アメリカでの基礎

研究の奥行の深 さ、歴史、伝統の重みといったも

のでした。ただ、多 くの無名の若者が諸外国に自

分の知識を売 りにくるのではなく、謙虚な姿勢で

その伝統を吸収 しにくるのであれば、日本が基礎

研究の分野でも、一流 と肩を並べられるのは、そ

う遠い将来ではないと感じました。

まとまらない文にて失礼します。

昭和 60年 10月 29日

か ら

進 (財団ニュース通巻 19号P.101参照)

界史」的な伝統 と英国計算機科学の伝統に接 して

いるわけで、現在将来の研究に生かしてゆきたい

と思っています。

こちらでの研究生活は、まず学科で発表された表

示的意味論の文献をもとに基礎作 りをし、夏以降

後述の課題に取 り組んでいます。

B.研 究の現状

1 研 究課題

コンピュータプログラムの自動作成は、ソフ ト

ウェアの効率的生産の点 と共に、 「計算の過程」

(プログラム)を作成する論理的思考を対象とする

ので重要な課題です。

私は、計算理論の立場から、コンピュータプロ

グラム自動作成の過程を、 (1)プログラムの要求

記述 :述語論理式、 像 )プ ログラムの形式的仕様 :

論理プログラム、 (3)プログラミング言語プログ

ラム :関数表現、の 3段 階の変換過程 ととらえ、

(1)⇒(2),(の⇒(3)の変換アルゴリズムの構成を主

要な課題 としています。この際、変換アルゴリズ
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ムは、各段階での形式的な 「意味」を保持したも

のでなければな りません。

2.当 面の課題

(2)の段階における形式的意味について一つの結

果を得ています。現在は、(2)⇒(3)の変換アルゴリ

ズムの構成に取 り組んでいます(未完成)。以下簡

単に課題を例示します。

(i)論 理プログラムの例

L = ( ( a ) T i m e s ( 0 , u , 0 ) ←;

(b)Times(s(v),w,t)←

Add(w,p,t),Times(v,w,p),

(c)Add(0,q,q)← i

(d)Add(s(r),m,s(n))←

Add(r,m,n)       )

とします。 Lの意味(解釈)はつぎの様です。
一―Lの 非形式的な解釈 一

sは N力>らN(N=tO,s(0),s(s(0)), … …})ヘ

の写像で、s(0)=1,s(s(0))=2,… ,s(ダ)=折+1

と解釈します。
“←'は

論理的な「・…ならば」(←の

右に何 もなければ、←の左が真とする)、←の右の
`,'は

論理的な 「かつ」と解します。Add,Times

は実は自然数上の加算、乗算に対応した関係を示

す述語記号です。すなわち、(c)0+q=q,(d)r十

m=nな らば (r+1)十 m=(n+1),(a)OXu=

0,(b)w tt p=tかつ v×w=pな らば (v+1)×w

=tで す。

(‖)関 数表現(プログラミング言語プログラムの抽

象形式)の例

R={Φ T(打,ノ)←if万=O then 0

eiSe OA(Φ T(pd(打),ノ),y);

ΦA(打,ノ)く←if F=O then メ

else s((DA(pd(折),ノ))}

とします。

ただ し、ΦT:NXN→ N,Φ A:NXN→ N,

S:N→ N(s(ガ)=γ+1),pdi N→ N(pd(")=

万-1)の 関数

このとき、ΦT(打, y ) =冴Xノ,  ΦA (打,ノ) =万+ノ

であることが示されます(RはLと対応する)。

0け 課題

上のLの ような論理プログラムを任意に与えら

れた時、 Lと 対応がとれるような く形式的意味が

同じような)関 数表現Rを 得ることのできるアル

ゴリズムを構成すること。

3.今 後の方向

今後の課題は以下の通 りです。

(1)(1)⇒121の変換アルゴリズムは原理的に存在し

ますが、できるだけ単純化 したものにすること。

(H)2の 課題をできるだけ明解な形で解決すること。

付け (2)の形式的意味について得ている結果に関連

して(3)の別形式を考察すること。

これらについて取 り組んでゆきます。

昭和 60年 11月 7日

か らBerkeley

大阪大学  野  尻  洋  一 く財団ニュース通巻19号P。100参照)

中 間 報 告

昭和60年春より、米国カリフォルニァ、ローレ

ンス ・バークレー研究所(LBL)に 滞在し、来春予

定されている実験の準備に追われている。

所属グループは、阪大理学部、東大核研、LBL

のメンパーか らなる日米協力研究グループで、

Bevalacを用いて、新しいタイプの核物理実験の

実現を目指 している。 Bevalacは陽子からウラニ

ウム核までの多種類の原子核 ビームを、ほ 光ゞ速

に近い高エネルギーの2 GeV′核子まで加速可能で、

この重イォンビームを用いて入射核破砕反応を起

こさせると、入射核の構成核子の一部が剣 ぎ取 ら

れて多数の不安定核が生成 され、そのエネルギー

が一様かつ前方に集中して放出される。従って入

射核(1次 ビーム)と同様に反応生成核 (2次 ビー

ム)は、双極子磁場や四重極磁場等のビーム輸送

系を用いて測定室まで運ぶことが可能とな り、し

かもこの輸送の過程で、反応生成核の質量や電荷

の違いを利用 して生成核を分離できる。この不安
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定核の種類はBevalacの 1次 ビームの多様性と高

速性によって非常に多岐にわたり、安定領域を遠

く離れたエキゾチックな不安定核にまで及ぶ。実

験の目的は、これらの不定定核(ベータ放射性核)

の磁気双極子モーメントを決定することで、 2次

ビームの中からひとつのベータ放射性核を分離し

て後適当な物質中に補集し、阪大杉本グループが

開発 したベータ放射の異方性を指標 としたNMR

法を用いて、磁気双極子モーメントを決定する。

この実験より得 られる知見は原子核構造の研究に

極めて重要であるばか りでなく、この実験を第一

段階として次の応用研究を展開していくことによ

り、原子核物理の知見のみにとどまらず素粒子物

理や固体物性物理との学際領域の巾広い知見が得

られることを期待 している。

現在の準備作業として最 も重要なものは、不安

定核の生成と分離に適した新しいビームラインの

建設とそのテス トである。 2次 ビーム用に有効な

新しいビームライン(Beam 44)はすでに完成し、

我々は最近不安定核の生成と分離を確かめるテス

トを行い、期待通 りの結果を得ることができた。

すなわち、約300 MeVI核子のエネルギーの 20 Ne

ビームを、 1イ ンチ厚のBeタ ーゲットに照射して

入射核破砕反応によって不安定核 19 Ne(半
減期18

秒)、18 Ne(半減期1.5秒)を生成し、これらをBeam

44の ビーム輸送系を45mは ど運ぶ間に分離し、終

端に置かれた粒子検出器によって不安定核を同定

した。今後 もこの種のテス トを続け、必要な情報

と経験を積み重ねて行 く予定である。もう一方の

準備作業は、 NMR装 置の製作で、不安定核補集

装置を中心部に設置できる大 きな磁極(直径40 cm、

磁極間隙 20 cm)を持つ電磁石は完成 し、現在高精

度磁場を目指 して調整に入 り、その他の多くの装

置の製作 と組上げ作業 も続けられている。

今後は研究の対称となる単一のベータ放射性核

の生成 ・分離 ・補集の 3段 階の技術の完成を目指

す一方、この NMR法 に必須なベータ放射性核の

核スピン偏極の生成のテス ト、及びNMR装 置の

基礎的運転テス ト等を重ねて本番実験に備えたい。

研究所は、サンフランシスコ湾を一望できる高

台にあって、湾の西にあるサンフランシスコ市の

摩天楼を遠望できる。研究室の窓からは毎夕の様

に、摩天楼をシルエットにして大変美しい夕焼け

が見える。今年は11月中旬より雨期に入ったとは

云え、吸い込まれる様なカリフォルニァの青空の

下の燃える炎を思わせる赤い夕日は、自然界の持

つもう一つの美 しさと思える。

新しい年の貴財団の一層の御発展を祈 りつつ、

バークレーからの報告をお届けする。

昭和 60年 12月 12日

Toulouseか ら

名古屋大学  山  崎

中 間 報 告

はじめての海外生活はその準備 も十分でなく大

変不安な思いで始まりましたが、あっという間に

六ケ月が過 ぎ、月日の立つのが惜しまれる今日こ

の頃です。

10月には私の細胞暗養がバクテリアの繁殖に見

舞われ、何度 も度重なるにつれ悪夢ではないかと

顕微鏡の前で頬をつねったこともありました。結

局、培養液を調整 した人の抗生物質の入れ忘れだ

ったようなのですが、このようにここで用いられ

ている実験材料の扱いは少々厄介であ り、用いら

喜代子 (財団ニュース通巻 19号 P.101年102参照)

れている滅菌法や培養法 も私の実験には耐ええず、

方法の改良に相当のエネルギーを使わざるを得な

かったのは予測外のことでした。

脊椎動物の中枢神経系の発生は予定脊索中胚葉

細胞により誘導的細胞接着を受けた予定外胚葉細

胞から分化することが知られています。この脊索

中胚葉細胞からの神経誘導シグナルが外胚葉細胞

膜の構成分子によって受容されるか否かを明らか

にすることが前半期の主な研究課題でありました。

その結果、 5mV′ mlの アーモンドグリコペプチタニ
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ゼで外胚葉細胞を処理 したのちに予定脊索細胞 と

接触させると、外胚葉細胞はもはや神経となる応

答能を失い表皮組織にしか分化 し得ないという結

果を得ました。この外胚葉細胞の中胚葉細胞に対

する応答能の消失のモー ドはコンカナパリンAに

よる神経誘導とその応答能の消失のモー ドに全 く
一致していました。一方、ニューラシンデース(20
～200 mV/ml)の 処理ではこれらの応答能は影響

されませんでした。またグリコペプチターゼの反

応液は酸性(pH 50～ 6.0)で使用しなければな り

ませんが、この酸性条件ではHoltfoter,Barthの

培養液は外胚葉細胞の応答能を失わせしめ、クエ

ン酸 リン酸緩衝液でBarthの培養液を調整するこ

とにより安定した応答能の維持が可能でありまし

た。酸性条件下での酵素処理は、外胚葉細胞の細

胞培養条件を悪化 させるものですが、誘導処理後

の外胚葉細胞を24時間以上器官培養 し、その後外

胚葉細胞が神経細胞分化への応答能を完全に失っ

た後に、全胚増養でコンディションした培養液を

用いて培養することによって細胞培養による神経

分化の判定を可能としました。

全胚の細胞膜を抗原 として作ったモノクローナ

ル抗体の検定を行っていますが、現在のところ固

定細胞には抗原性を示しますが、生細胞には結合

せずに終っています。

私の実験材料はイベ リア半島南部からゴ警アフリ

カに分布する中型のサンショウウオ Pleurodeles

waltlです。約 6,000匹の成体が教授 1人、用務員

3人 によって飼育管理され、それ以外にアシスタ

ント4人 で、ラベル付けや week endの 管理にあ

たっています。そして、Paul Sabatier大学とフラ

ンス国立科学センター(CNRS)の 両者によって構

成されているLaboratoire de Blologie G`nもrale

のすべての人々はこの動物を主たる研究材料とし

ているというユニークな研究体制であります。こ

の動物は秋と春が自然の産卵期であり、12月 1日

はオフシーズンなのですが、今年は私のために特

別にホルモンを打って冬のバカンス中も使用可能

としてもらいました。自然産卵を原貝」としていま

すから卵が全 く手に入 らない週 もあります。しか

し、やきもきするのは私 1人 であります。これが

日本であったら卵が成熟する初秋から低温条件に

保ち、 1年 中使用できるようにコントロールする

ところですが、ここでは全 くそのような発想はし

ないようです。暑い時に実験をしたり、家に居る

という発想はありませんからエアコンや冷凍機の

普及は研究室、家庭共に相当に低いのです。従っ

て、このポル トガルから強制移住をさせられたサ

ンショウウオは4月 ～ 8月 、12月～1月の長いバ

カンスが楽しめるのです。動物愛護協会が聞いた

らもっとも理想的な実験動物の扱い方 として感激

してくれるにちがいありません。

昭和 61年 2月 10日
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事 務 報 告

事 業 日 誌

6010.16 理 事懇談会 :財団資金運用及び援助事業計画の件、 10周 年記念事業の件

1         10.25 選 考打合会

1         11.30 昭 和 61年度来日 ・長期間派遣援助申込締切

選考打合会

理事懇談会 :財団資金運用の件、財団事業の改訂の件、10周年記念行事 ・事業の件

12.6 財 団ニュース通巻第 19号完成発信

12.20 選 考打合会、昭和 55年度長期間来日者O.L Claesson氏財団来訪

61.1.7 設 立 10周年記念出版寄稿願い財国内部者他に出状

1.31.選 考打合会

2.22.第 2回 評議員会 ・理事会 :昭和 61年度研究援助選考方針、昭和 60年度の援助事業報

告、昭和 61年度選考委員選任、昭和 61年度事業計画 ・予算 ・事業活動予定の決定、

研究交歓会の決定、昭和 62年度研究 ・集会両援助の改訂決定、昭和 61年度山田コン

ファレンス3件 及び昭和 62年度同候補を報告、昭和 62年度推薦学会決定

2.28 選 考打合会

3.27 選 考打合会

3.28 昭 和 62年度来日 ・派遣申込要領及び申込書発信

3.31 昭 和 60年度決算実施、昭和 61年度研究援助推薦締切

4.1 改 選に伴い昭和 61年度選考委員の決定(後記)、事務局辞令交付、財団事務局電話番号

変更

昭和 60年 度諸援助のまとめ

援 助 名 実施件数 援助金 (万円)

摘 要

始
＞

開
薦
月

集
推
年

募
＜

切

日月
〆
年

来

日

長 期 59. 4 5911.末

十年1回募集短 期 59 4. 59 11 末

派

遣

長 期 6 669 59 4 59 11 ラR

短 期
Ｏ
Ｏ 2,364 60 4 60年度末 毎月募集

集 会 ，
■ 59 4. 59 9末

一 般 研 究 援 助 10,040 59、 9 6 0  3 .末

M B E 研 究 援 助 1

山田 コ ンフ ァ レ ンス 3 3,198

「エネルギー変換ATPア ーゼ」

「超構造半導体」

「二次元電子物性」

研 究 交 歓 会 2

計 142 19,123

61年 5月 31日現在
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昭和 61年 度 事 業活動予定表

62年 5月 下旬 第 9回 研究交歓会

第 7回 長期間派遣者研究交歓会開催

日   時     昭 和 61年 7月 19日□ 10:00～ 17:00

場   所     薬 業年金会館 (地下鉄谷町線谷町6丁 目駅真上)
研究成果発表者  昨 年 7月以降帰朝の長期間派遣援助者 (11名予定)

年 月 日 行 事

6 1 年 4 月 7 日 側

～ 4 月 1 1 日倒

山田コンファレンスX17・重力崩壊と一般相対論

於 国 立京都国際会議場

5 月 2 6 日個)

～ 5 月 3 0 日倒

山田コンファレンスXV。 一次元導体の物理 と化学

於 ホ テル ハ イランドリゾー ト(河口湖)

5 月 3 1 日□
9:30AM

!
夕 方

第 8回 研究交歓会 17演 題

6月 1日 (日〕

０

　

　

４

00AM

!
00PM

AM第 1回
 試 議員会

理 事 会

PM第 1回選考委員会

昭和 60年度事業報告、決算報告、本

年度事業活動予定表

選考方針等審議

選考方針打合せ、61年度研究援助審

判の割当

7 月 1 2 日働
1 0 : 0 0 A M

i
夕 方

第 2回 選考委員会

臨 時 理 事 会
61年 度研究援助決定

7 月 1 9 日働 第 7回 長期間派遣者研究交歓会

1 0 月 1 3 日明)

～ 1 0 月 1 7 日倒

山田コンファレンス測 ・フィトクロムと植物の光形態形成

於 岡 崎国立共同研究機構セ ミナーハウス

1 1 月3 0 日( 日) 短期間来日 ・長期間派遣締切 (62年 4月 ～ 63年 3月 分)

6 2 年2 月 2 1 日側

１

　

　

８

00PM

!
00PM

第 2回  評 議員会
本年度の事業のまとめ報告

明年度事業計画及び予算等審議

設立 10周 年記念講演会

3 月 3 1 日側 研究援助推薦締切
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申込要領等改訂のお知らせ

この度、次記のように、来日、派遣の援助申込要領及び申込書を改訂しました。

援 助 名 募 集 開 始 締   切    日

来 日

(62年 4月 ～ 63年 3月 分)
6 1年 4月 1日 6 1 年1 1 月3 0 日

長 期 間 派 遣

( 6 2年4月 ～ 6 3年 3月分)
6 1 年4 月 1 日 6 1 年1 1 月3 0 日

短 期 間 派 遣
出発月の4ケ 月前の 15日が締切日

(例 :61年 10月出発の場合 61年 6月 15日が締切日)

追 記

研究援助について

研究援助候補推薦要領及び推薦書用紙は61年 9月 頃お届けします。

募集開始 61年 9月    締 切日 62年 3月 31日

62年 4月 以降、学術交流集会援助は中止 します。

研究援助推薦学会

62年 度研究援助に関しても推薦学会は従来どお り22学 会にお願いすることになってお ります。

昭和 61年 度 選 考委員の決定

選考委員 (昭和 61年 度)

石 川  辰  夫   東 京大学応用微生物研究所教授

泉   美  治   大 阪学院大学商学部教授

岩 間  吉  也   近 畿大学薬学部教授

大 沢  利  旧   東 京大学薬学部教授

川 村    肇   大 阪大学名誉教授 ・岡山理科大学理学部教授

朽 津  耕  三   東 京大学理学部教授

熊 田    誠   京 都大学名誉教授

坂 井  光  夫   日 仏会館常務理事

関   集  三   大 阪大学名誉教授 ・関西学院大学非常勤講師

高 田  利  夫   生 産開発科学研究所理事

竹 内  部  夫   京 都大学理学部教授

西 塚  泰  美   神 戸大学医学部教授

長谷田 泰 一郎  茨 城大学工学部教授

藤 田  英  一   大 阪大学基礎工学部教授

増 回  芳  雄   大 阪市立大学理学部教授

森 田  正  人   大 阪大学理学部教授

山 田  安  定   東 京大学物性研究所教授

今回の選考委員の改選に際し、飯野徹雄先生がご勇退、代って石川辰夫先生がご協力下さることに

な りました。飯野先生に対 しましては、ご在任期間中のお力添えに心から御礼申し上げます。
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山田 コンファレンスニ ュース

1.昭 和 62年度には山田コンファレンスXV E、ml l及びⅢ を開催 します。
山田コンファレンス剛

会 名   チ トク占―ムP- 4 5 0研 究の新展開 (Y a m a d a  c O n f e r e n c e  X V E  O n  c y t o c h r o m e

P-450:New Trends)

会 期   62年 5月 11日～ 13日 3日 間

会 場   奈 良市 奈 良ホテル

責任者  大 村恒雄 (九州大学理学部)

山田コンファレンスIVlll

会 名   強 い相関をもつフェル ミ粒子系における超伝導 (Yamada COnference ul1 0n
SupercOnductivtty in Highly_COrrelated Fermion SystelltLS)

会 期   62年 8月 31日～ 9月 3日  4日 間

会 場   仙 台市 仙 台市戦災復興記念館

責任者  立 木 昌 (東北大学金属材料研究所)

山田コンファレンスⅢ

会 名   イ ォン溶液における構造形成 (Yamada COnference IX On Ordering and or‐

ganization in lonic s01utiOns)

会 期   62年 11月 9日 ～ 12日  4日 間

会 場   京 都市 平 安会館

責任者  伊 勢典夫 (京都大学工学部)

2.PrOc Of Yamada COnferenceの 出版

イ.第 8回 山田コンファレンス (分化転換 と細胞決定の不安定性)の Proceedings財 団版 433頁
問い合せ先 :京都大学理学部 近 藤寿人先生(電話 075-751-2111)

会 (とき :59.8.20～ 24、 ところ :京都市 東 都ホテル)

Proceedings of the Yamada Conference Vil:

TRANSDI!FFERENTIAT10N AND
iNSTABILiTYIN CELL COMMiTMENT

Edited by

T.S.OKADA

tynル●rsたンoす【/。ro

HiSATO KONDOH

universた/。す【yOro

- 9 7 -



口。第 10回山田コンファレンス (細胞運動 :機構と調節)の Proceedings財団版 629頁

問い合せ先 :群馬大学医学部 石 川春律先生(電話 0272-31-7221)

会 (とき :59.9.3～5、 ところ :名古屋市 愛 知厚生年金会館)

YAMADA CONFERENCE X

CELL MOT:LiTY:
MECHANISM AND REGULAT10N

Edited by

HARUNORl isH!KAWA

SADASHi HATAN0
HlDEMi sATC

UN:VERS「 Y OF TOKYO PRESS

なお、上記 2集 会の速報は財団ニュース通巻 17号 に、成果報告は第8回事業報告書に収載しました。

MBEだ より
関西学院大学 「MBE共 同利用施設」共同利用公募

公募事項 :① MBEに よるⅢ―V族 化合物半導体試料作製

② MBEに よる金属試料作製

但 し、希望のものが作製できるとは限 りませんので、必ず問い合わせの上お申し込み下さい。
申込み及び問い合わせ先

関西学院大学理学部 佐 野直克

〒 622 西 宮市上ケ原 1-1-155 TEL 0798-53-6111(EXT 5256)

関西学院大学MBEで は半導体の成長を今までに880回 、今年度 1年 間では230回行いました。金
属の成長回数は通算 40回 にな ります。半導体試料作製に使用できる材料は、Ga,Al,In,As,Sb,

St,Beで す。金属で今までに使用した材料はAu,Al,Fe,Nb,Ta,Ag,cuで す。

現在主に作製 している半導体試料はInAlAs―GaAs等 の歪み超格子で、金属はNb―Taの 超格子です。

人 事 消 息

1.60年 4月 、久保亮五評議員は慶応義塾大学理工学部客員教授にご就任になられました。
2.60年 11月 12日 、関集三理事は日本学士院新会員に選ばれました。

3.61年 1月 21日 、ローマ法王は、福井謙一理事を新たに法王庁科学アカデミー会員に指名しました。
4.61年 3月 12日 、日本学士院は西塚泰美選考委員の 「ホルモン作用における情報の受容伝達機構
に関する研究」に対 して日本学士院賞を贈ることを決定 しました。

5.61年 3月 、早石 修理事は、イスラエルのウルフ基金賞を受賞 されました。
6.61年 4月 、西原 宏評議員が京都大学工学部を、高田利夫選考委員が京都大学化学研究所を、そ
れぞれ定年ご退官、京都大学名誉教授の称号をお受けにな り、高田氏は生産開発科学研究所理事に
ご就任にな りました。山田安定理事は東京大学物性研究所教授にご転任、大阪大学基礎工学部教授
はご併任になられました。
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編 集 後 記

本号には、通巻 19号に引きつづいて60年 10月以降 61年 3月迄の間に収録 した短期間来 日成果
報告、短期間派遣成果報告、長期間派遣成果報告、中間報告および短信などを掲載いたします。
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